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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　はじめに




　二〇一五年七月二十二日。

　夏休みを目前に控えた公立高校の校舎が、生徒と教職員ごと消えてしまうという不可解な事件が起きた。敷しき地ち内ないには、校舎の有った位置に深い穴が残るだけ。

　事件は世間の注目を浴び、緊急報道の視聴率は戦後最高とされる浅あさ間ま山さん荘そう事件にも匹敵するほどであった。だが、多くの生徒や教師の身にいったい何が起きたのか、分かっていることはあまりにも少ない。当初はＵＦＯの仕業だとか、米軍が秘密の地下実験をしたのだとか、某国の地下トンネルに繫つながっているとか、突拍子のない憶測があっただけだ。

　小型の無人航空機ドローンで捉えた穴の底では、側面から零こぼれ落おちた土砂や水道管から漏れた水の他には何も見つからなかった。ただ、こつ然と、二〇一五年七月二十二日に一つの高校が姿を消してしまったのである。

　後に童話になぞらえ「ハメルンの笛吹事件」と名付けられる出来事は三十日後、失しつ踪そう者しや数すう４９４名のうち、死傷者数２００名超の犠牲を出し、何の前触れもなく解決した。

　事件の始まりと同じように、ある日、突然、校舎が元の位置に現れ、生徒と教師が帰ってきたのだ。

　教職員を含む全ての生存者は、地球とは異なる世界を旅してきたと証言している。彼らの明かす真相は『得体の知れない魔法使いによって異世界に連れて行かれた』というものであった。当然、警察や政府はおろか、生存者の家族でさえ信じなかった。警察は、行方不明者が何者かに捕まっており、生存者は虚偽の証言をするように脅おどされている可能性が高いとして調査した。

　マスコミは高校の付近を流れる川の上流に化学薬品工場があることに目を付け、何かしらの薬品が流出し幻覚を見たとする説や、パニック障害で集団が同じ幻覚を見たとする説、宗教団体に洗脳されたとする説を報道した。

　しかし、いずれの説も校舎ごと姿が消え、再び元の位置に現れたことを説明できなかった。

　事件後、教職員は生徒を護まもれなかった責任をとり辞職した。一方で生徒たちは大学へ進学したり就職したり、それぞれの道を歩み始める。意外なことに、生徒たちは過去の傷をいつまでも引きずったり、引きこもりのように閉とじ籠こもったりしなかった。

　それどころか、卒業後の進路について真剣に考え努力し、大勢が希望する大学や就職先へと進んだのだ。

　この前向きな姿勢は、彼らが異世界で得え難がたい経験をした証明だと私は信じる。異世界を旅した一ヶ月間が、彼らを大きく成長させたのだろう。彼らは異世界でいったいどのような経験を積んだのだろうか。私が三年間にわたり生還した弟やその知人から聞いた話を、纏まとめようと思う。

　生き残った者たちのうち、私の弟が所属していた一年Ａ組の結束は強く、事件から三年が過ぎた今でも互いに連絡を取り合っている。私が弟に頼み込むと、瞬またたく間まに多くの協力者が現れた。

　事件発生時、弟の友人といえば隣家に住む幼おさな馴な染じみの小こ林ばやし尚なお人とくらいのもので、他にはろくに交友関係はなかったはず。だが、私が誰それの話を聞きたいと頼めば、弟はすぐに気安い調子で電話をして相手を呼び出してしまうのだ。ファミレスの女性店員にすら緊張してしまい注文で口くち籠ごもっていたはずの弟が、なんと女子の連絡先まで把握していた。

　本著『タタの魔法使い』では、弟の所属する一年Ａ組に焦点を当て、異世界の過酷な冒険で常に先頭に立ち続けた彼らが、いったい何を思い何をしてきたのかを明らかにしていきたい。

　取材に応じてくれた全ての皆さんに感謝します。特に一年Ａ組の生徒には特別な感謝を伝えたい。愚弟、青あお木き洋ひろしを連れ帰ってくれて、本当にありがとう。
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　弘ひろ橋はし高校は二〇一五年の四月に１５２名の新入生を迎え、生徒数は４５６名になった。近隣の中学校からの卒業生が八割を占めており、偏差値は中の上。

　部活動が盛んで、いくつかの運動部は大会で好成績を残している。海外交流に力を入れていて、留学生が多いのも特色だろう。

　夏休み直前で身の入らなくなった授業が終わり、教師が退室した直後に、それは起きる。

　七月二十二日十二時二十分。一年Ａ組の教室に異世界の魔法使いが現れた。

　証言者の全員が「突然現れた」「気づいたら居た」入室する姿を見ていない。

　Ａ組だけでなく他の全学年全クラスでも、同時刻に同じ人物の目撃証言がある。中肉中背、白いローブを纏まとい、フードを目ま深ぶかに被かぶり顔は分からない。多くの生徒は声から女性だと判断した。

「私は異世界の魔法使いタタです」との名乗りを真に受けた生徒はいない。

　クラスのお調子者やアニメオタクが悪ふざけを始めただけだろうと思い、魔法使いに意識を向ける者はごくわずかだった。彼女を無視して弁当を用意する者や学食に向かう者が大半だ。

　青あお木き洋ひろしはオタク友達がふざけているだけだろうと思い「ナオ君、やめなって」魔法使いのフードを捲まくりあげた。
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　現れた顔は、洋ひろし曰いわく魔法騎士リヴァリアリス。

　彼のお気に入りゲームに登場する北欧美少女そっくりの容よう貌ぼうは、洋ひろしから言葉を奪う。

「私は、この学校という閉鎖空間の中にいる全ての人の願いを叶かなえることにしました」

　手ぶらだったはずの魔法使いの手に、さまざまな冊子が現れる。

「卒業文集という書物には貴方あなたたちの将来の夢や、なりたい職業、幼かった頃の願望が書かれているようですね。私の魔法がそれらを現実のものにしましょう」

　生徒たちは魔法使いの発言を信じたわけではないが、卒業文集が宙に浮いて光を放っているのだから興味を持たざるをえない。スマホで謎の少女を撮影する者も何人か居たようだ。しかし後に彼らのデータを見る限り、画像には教卓や黒板が写っているだけで魔法使いの姿は確認できない。

「留学生の貴方あなた。貴方あなたの国には卒業文集がなかった。ですね？　何か願い事はありますか」

　サーシャ・リーフは目鼻の形が整った、イギリスからの留学生だ。

　男子はサーシャを目が澄んでいて綺き麗れい、おでこが広くて可愛かわいい、考え込むときに指で鼻を押さえる仕草が萌もえると、具体的に表現する。

　だが、魔法使いのタタに関してはゲームキャラや海外の女優の名を挙げて、誰それに似て綺き麗れいだと例えるが、けして、当人の容姿そのものを褒めてはいない。

　留学生サーシャと対比すると、魔法使いは何ど処こか非現実的な美しさだったようだ。

「日本語、ペラペラ、なりたいです」

　サーシャは本心で願いが叶かなうと信じたわけではなく、雑談感覚で返事をした。

「なるほど。その言葉に込められた君の『本当の願い』を叶かなえてあげよう。子供はもっと我わが儘ままで尊大なことを願わないといけないよね」

　無表情のままだが、サーシャの肩に手を置き気安く語りかける態度から、何人かの生徒は二人が知り合いだろうと推測する。

　事件後に芝しば田た涼りよう子こから、彼女がスケッチブックに描きとどめてきた異世界のイラストを見せてもらった。芝しば田たはイラストを描くことが趣味の、クラス内での大人しい子筆頭だ。

　景色のイラストは草木が風にそよぎ、香りが漂ってくるかのよう。見慣れぬ生物たちはどういう骨格をしていて、どのような動きをするのかがありありと分かり、今にも飛び出してきそうな迫力を纏まとっている。

　私が芝しば田たに「中学校の卒業文集に書いた将来の夢はイラストレーターだったよね」と尋ねたとき、彼女は指先で頰ほおをかきながら苦笑した。

「んー。でも、まー。私の場合、あくまでも絵を描く職業になりたかったってことで、絵が上手になりたいって思ってたわけじゃないの。だから、絵は上う手まくなってなかったよ。私みたいに、願いが叶かなったんだか叶かなってないんだか分からない子が大半だったけど、うちのクラスには分かりやすく願いが叶かなっちゃった子が多かったなー。けっこう笑えた」

　魔法使いのイラストは一枚も存在しない。

　芝しば田たは「アレは人間じゃないよ。んー。私に描ききれるとは思わないなあ。多分、アレを描いたら、私は他の絵が描けなくなっちゃう。今でも描くのは怖いし」と声のトーンを落とす。

　魔法使いは弘ひろ橋はし高校に現れてから約十分後に「よし。全員の願いが出そろった。幼い夢は残酷だね」無表情のままそっけなく呟つぶやき、一瞬で消えた。姿が薄くなるとかぶれるとか、そういった予兆は一切ない。

　直後、床が揺れるほどの悲鳴がわき起こった。

　何人かの生徒が教室から消え、窓の外にあったはずの景色は一変する。友人の姿や格好が変わってしまったクラスもある。

　何もかもが一瞬のうちに起きた。

　こうして弘ひろ橋はし高校の生徒や教師は、唐突に異世界を旅することになってしまったのだ。
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　窓の外に広がる景色が森に変わったとき、異世界に来たと実感した者はごく少数だった。だが、卒業文集の将来の夢や願いの欄に書いた内容が現実になったことを実感した者は多い。

　一年Ａ組では突然、あるクラスメイトの姿がライフルを持った軍人になっていたのだから、見た目に分かりやすかった。生徒たちは軍人の存在を訝いぶかしむよりも先に、自分の願いも叶かなったのかと、思い思いの手段で確認する。

　川かわ谷たに洋よう一いちは「外を気にしている人は、そんなに多くなかったと思うな。みんな自分やクラスメイトのことばかり気にしてたね」と他ひ人と事ごとのように語っている。

　川かわ谷たには悪戯いたずら好きのわんぱく小僧だ。旅の道中ではあちこち走り回って、珍しい昆虫や植物を拾って遊んでいた。

「外を気にしていたのは、うちのクラスではせいぜい、５人くらい。上うえ杉すぎが軍人になっちゃったから、みんなそっちが気になってた。あとはやっぱ、うちのクラスって変な夢の奴やつが多かったから、多分、自分がどうなったか確認するのに忙しかったんじゃないかな。異世界に来たなんて気づいている奴やつはいなかったと思うよ」

　見慣れぬ景色やクラスメイトの変へん貌ぼうを目まの当たりにしても冷静でいられた理由を尋ねると、川かわ谷たには目を逸そらして頰ほおをかいた。

「俺んち禿はげの家系でさ、俺もちょっとやばいんだよ。だから、文集には『禿はげたくない』って書いたの。青あお木きや小こ林ばやしもそうなんだけど、同中の同じクラスの男子って、ふざけたことばかり書いてたからね。で、俺の願いが叶かなったかは分からないし、どうでも良いいじゃん。いちおう髪の毛を触ったけど、別に何も変わってないの。両手で髪を触っているから、こう、うっきーみたいなポーズしてるわけ。そしたら急に馬鹿らしくなって。だから、周りの奴やつらよりかは、わりと冷静だったんだと思う」

　川かわ谷たにのように、結果が分からなかったり、異世界では何の役にも立たなかったりする願いは多かったようだ。

　ほとんどの生徒が、自分が得た能力の価値も分からないまま、ただ騒いでいた。




　　　　＊




　一年Ａ組出席番号１、青あお木き洋ひろし。

　将来の夢『魔法使いになりたい』

　同級生の顔から平均値を取り出し、内向的にすれば私の弟は完成だ。

　悪ノリして卒業文集を書いた弟は、半信半疑で魔法を試し、夢が現実になったことを実感した。洋ひろしは魔法使いになった感覚に慣れてくると、北ほつ方ぽうの彼方かなたから巨大な魔力を感じ取り、危険を予期した。

「寝てて目が覚めたときに、目ま蓋ぶたを開けなくても、太陽の明るさとか暖かさとかで、朝か夜か分かるよね。ああいう太陽の存在みたいに、北の方に何か凄すごいのがあるって感じた。でも、途方もないから、まだそのときは怖くなかった。うん。太陽って喩たとえは良いいかも。とにかく巨大な存在が世界を覆っているような感じ」

　そして、洋ひろしは誰よりも早く自分の居る場所が地球とは異なる世界だと確信する。

　洋ひろしが幼おさな馴な染じみの小こ林ばやし尚なお人との席に向かうと、先に声をかけたのは、横入りしてきた今いま井い春はる利としだ。

「お前たちの願いは秘密にした方がいい。人に聞かれたら何か適当な噓うそをついておけ」

　今いま井いは一年Ａ組のクラス委員長を務めており、中学時代はバスケ部のキャプテンも務めていたスポーツマンだ。試験成績も良いい文武両道の秀才。洋ひろしや小こ林ばやしのように悪ふざけをせず、将来の夢の欄に『バスケットボールのプロ選手』と書いている。

　彼は同じ中学出身の洋ひろしや小こ林ばやしの書いた願いを覚えており、周囲がざわついている中、まっさきに二人に声をかけたのだ。

　今いま井いは、Ａ組に居る南みなみ中ちゆう出身者全員を集めた。青あお木き洋ひろし、今いま井い春はる利とし、川かわ谷たに洋よう一いち、小こ林ばやし尚なお人と、青あお木き洋よう子こ、池いけ田だ真ま由ゆ、佐さ久く間ま康やす子こ、以上７名。

　青あお木き洋よう子こは私の弟そっくりの名前だが、別に妹ではない。偶然、字じ面づらが似ているだけで、血縁関係はない。音にすると「ひろし」と「ようこ」なので、彼らが混同されて困ったことはないそうだ。

「これからきっと大変なことになる。僕たちは同じ中学出身だし協力しあおう。最初のうちはヒロと小こ林ばやしの願いはみんなで内緒にしよう」

　洋ひろしは今いま井いの意図は分からなかったが、秘密の共有により片思いしている池いけ田だ真ま由ゆと親しくなれるチャンスのような気がしたから、提案に従うことにした。

　それよりも、今いま井い以外の全員が、佐さ久く間ま康やす子この様子を気にしていた。

　顔は青ざめて唇は紫になり、がたがたと震えている。見知らぬ景色や校内の騒動に不安を感じるのは当然だろうと、青あお木き洋よう子こや池いけ田だが励ますが佐さ久く間まは泣き出してしまう。

　佐さ久く間まが卒業文集に書いた願いは『いじめがなくなってほしい』だ。彼女は小学生の頃、虐いじめに遭っていた。だから彼女の願いは世の中から虐いじめがなくなってほしいという優しいものであった。

　しかし、彼女の願いは一年Ａ組に在籍していたはずの岡おか本もと竜りよう馬まが居なくなるという形で現実になってしまった。小学校時代に佐さ久く間まを虐いじめていた者は他のクラスにも居たが、やはり岡おか本もとと同じように姿を消している。

　佐さ久く間まは自分のせいで岡おか本もとが消えてしまったと思い、自責の念で震えていたのだ。佐さ久く間まの願いが原因だとする証拠はないし、それに、責任は謎の魔法使いにある。けして佐さ久く間まが悪いわけではない。

　同じように、誰かの願いにより消滅してしまった者たちが最初の犠牲者だ。Ａ組からは岡おか本もとの他に坂さか本もと淳しゆんが消えている。同様に、別の願い『成績学年トップ』によって、二年生からは成績上位者23名が姿を消していた。

　最初の願いが叶かなった時点で、４５６名居た全校生徒は４２０名前後まで数を減らしていたと推定される。




　　　　＊




　さて、異世界で洋ひろしが最初に使った魔法がいったいどんなものだったのか、口を割らせるのには随分と苦労をした。

　私がさんざん正確な記録を残したいからどうしても知りたいのだと、食事で顔を合わせるときは当然、風ふ呂ろや布ふ団とんの中まで追い掛け回して説得して、ようやく弟は観念する。

「透視魔法を使って、池いけ田ださんを見たんだよ……。でも、すぐに魔法は解除したよ。本当だって。僕、後ろの席だったから背中を見ただけだって。でも背中を見ただけで凄すごいドキドキしちゃって。ブラジャーの紐ひもがはっきり見えたから、これは駄目だ。やっちゃいけないことだって思って。そうしたら池いけ田ださんが振り返るから、慌てて魔法を解除した。絶対、顔まっかで変に思われたよ」

　まさかのスケベ目的だったから、なかなか口にはできなかったらしい。

　池いけ田だは洋ひろしと同じ南みなみ中ちゆう出身で初恋の相手だ。

　これから先、悲惨な記録ばかりになるのだから、先に弟の赤裸々な初恋エピソードを記しておきたい。

　もともと二人は別の学区に住んでいたため小学校は別だ。二人は中学一年のとき同じクラスになり知り合った。

　初めはほとんど会話はないのだが、洋ひろしがテストの問題用紙の裏に描いていた漫画を池いけ田だが見たのが切っ掛けで、少しだけ会話するようになる。

　池いけ田だは洋ひろしの漫画を見て「ふーん」という反応をしただけだった。面白いと褒めてくれたわけではないし、かといって、オタクキモイと軽けい蔑べつしてきたわけでもない。ただ、洋ひろしの漫画を見ただけだ。

　同じ小学校出身の男子が洋ひろしをあだ名でヒロと呼ぶのを聞いていたらしく、池いけ田だもヒロと呼ぶようになった。

　単に池いけ田だは、洋ひろしをあだ名で呼んでいるつもりはなく、名前が「ひろし」ではなく「ひろ」だと思っていたのかもしれない。もしくは、クラスに青あお木きが３人も居たから混同を避けたかっただけかもしれない。何にせよ、池いけ田だは洋ひろしをあだ名で呼ぶ唯一の女子になった。

　洋ひろしは中学の三年間、ずっと池いけ田だを意識していた。

　切っ掛けは問題用紙の漫画だから、会話するのは月に数回だけ。池いけ田だは試験があるたびに、毎回、問題用紙を手にして漫画を読む。勉強嫌いの洋ひろしであったが、いつも試験が楽しみだった。

　感想はいつも「ふーん」とか「変なの」と、素っ気ない。「この展開はおかしい」「これは矛盾している」とダメだしをするときもある。一番発展した話題は、どんな漫画が好きなのかだった。恋愛みたいな話題は一切ない。同じ高校に通おうなんて会話することもなかった。

　だから、高校で池いけ田だの姿を見たときに洋ひろしは軽く運命を感じた。

　そして魔法使いになった我が弟は、ブラ紐ひもを透視して、ますます意識するようになってしまったのだ。

　池いけ田だにとっては随分と失礼なことだが、ここで洋ひろしが使ったもう一つの魔法が後に彼女の命を救うのだから、我が弟の若さ故ゆえの過あやまちを許してほしい。
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　異世界に来てしまったという噂うわさが広がるのは早かった。

　どのクラスでも誰がどんな夢だったのかが話題に上り、ある生徒Ｎの『異世界を旅したい』が明らかになったのだ。

　学校ごと移動してしまったのは、文面には表れていないがＮが願いを書いたときに「学校ごと」という思いがあったためだろう。彼の自室に有る本棚からは、学校ごと中世ヨーロッパ風の異世界を漂流する漫画や小説が見つかっている。

　タタの魔法使いが叶かなえた願いはこのように、文面そのままではなく、それを書いたときの想おもいが反映されている。

　他にも『遠くを旅行したい』『世界一周したい』といった近似する夢もあるため、必ずしもＮの夢だけが原因になったとは限らない。

　多くの夢や願いが混ざった結果、タタが住む異世界に彼らは移動することになってしまったのかもしれない。

　Ｎは異世界に漂着して数日後に、クラスメイトに責任を追及され吊つるし上あげられてしまった。それ以降、Ｎの目撃証言はなくなっており、彼が異世界でどうなってしまったのかは分からない。

　責任を感じて仲間たちから離れてしまったのだろうか。
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「ここ、異世界だってよ」

　廊下から誰かが叫ぶ声が聞こえ、一年Ａ組でもにわかに外を気にしだす生徒が増える。

　異世界という言葉は大半の生徒に通じた。だが、あまりファンタジー作品に興味がない生徒は意味が分からなかったようだ。けど、誰かが「ホリー・ピッターの世界に入った感じ」と説明すれば、理解は早い。

　校内放送が「教室内で待機して外に一歩も出ないように」と告げている。職員が対応を協議してから指示を出すので、それまで待つようにと。放送設備が使えたのは、停電時の一時的な予備電力があったためだ。

　サーシャは日記に「異世界に来たのが十二時三十分ごろです。最初の放送があってから、一時間くらいして担任の須す田だ先生と副担任の花はな井い先生が教室に来ました。十三時三十分でした。待っている間にみんなお弁当や、購買で買ってきたパンを食べていました」と丁寧な字で記している。彼女は元々、日本語を練習するために日記を習慣づけていた。日記は彼女が残してくれた非常に重要な情報源である。

　教室に入ってきた教師の表情から生徒たちは深刻さを感じ取り、みな無言で着席した。自分たちも窓の外を眺めて森しか見えないのだから、良いい情報は何もないのだろうと薄々察している。

　須す田だが疲れた様子で発した第一声は「電話が繫つながった者は居るか」職員室の固定電話が繫つながらないことを暗に意味していた。

　お調子者の吉よし田だ順じゆん一いちが「スマホの持ち込みは禁止じゃないんですか」と教室内に笑いを誘うと、随分と雰囲気は良くなったようだ。

　吉よし田だは高校デビューを果たした雰囲気イケメンだ。知り合いを避けるために、市外の中学から進学している。

　吉よし田だの『女の子にもてたい』という願いが、彼の好感度を上げていたのだろう。インタビューに応じてくれた女子は口を揃そろえて「吉よし田だの一声がなかったら、暗い雰囲気のままだったと思う」と彼がムードメーカーであったことを教えてくれる。

　須す田だは笑いながら「よし。家族や警察に繫つながるスマホは校則違反で没収だ。それ以外は、そうだな、ガチャでレアが出たら報告しろ。先生のコモンモンスターとトレードだ」と、珍しく冗談で場を和なごませる。

　戸と田だ大だい地ちなどは、願いに『ガチャでレアモンスターばかり引けますように』なんて書いてしまった男だから、ここぞとばかりガチャを引こうとした。だが、異世界ではゲームサーバーに繫つながらないのだからガチャは引けない。

　須す田だは職員室で話し合ってきた内容を生徒に説明した。

　電話の類たぐいは一切使えないから警察には連絡が取れない。教師が学校周辺を調べてみたが、森が続いているため一旦調査を中止し、態勢を整えてから再度試みることになった。

「異世界だとかタイムスリップだとか変な噂うわさが広がっているが、まだ何も分かっていないから、ほどほどに。まあ、キャンプが一年早くなっただけだと思おうか。何が役に立つか分からないから、みんな将来の夢になんて書いたのか教えてくれ。あ、違うな。私から言おう。私の中学の卒業文集に書いた願いは、教師になることだ。既に叶かなっている」

　副担任の花はな井いも「先生も教師になりたかったから、願いは叶かなっちゃいました」と続いた。

　この両者の発言は、厳密には間違いである。

　須す田だ浩こう一いち、三十七歳の願いは『教師になる』ではなく『厳しくとも、生徒から頼られる立派な教師になりたい』であった。

　花はな井い二に個こ、二十四歳の願いも『教師になる』ではなく『優しく、生徒から好かれる教師になりたい』であった。

　教師二人の願いは、異世界の冒険で常に先頭に立ち危険に遭いながらも、一年Ａ組の生還率が最も高かった要因の一つだろう。

　数ヶ月ぶりの自己紹介は全員、初めてのときよりも饒じよう舌ぜつだった。

　ここで洋ひろしは、今いま井い春はる利としが指示したように「お小遣いアップという願いは叶かないました」と噓うそを告げる。

「噓うそをついたことに罪悪感はなかったのか。お前が本当の願いを教えて有効活用していれば死傷者を減らすことが、いや、使い方さえ誤らなければ犠牲をなくせたかもしれない」と、私は弟を追及した。

「勘弁してよ。あの後、いっぱい人が死ぬなんて知らなかったんだよ。まさかモンスターとか軍隊が襲ってくるなんて思いもしないんだから、しょうがないでしょ。それに……正直に言うと、最初、モンスターを見たときは怖くて、とてもじゃないけど戦うなんて思えなかったよ」

　この時点で本人に自覚はないし誰も知らないことだが、青あお木き洋ひろしは異世界において最高峰の魔法使いになっており、また弘ひろ橋はし高校の抱える最強の戦力であった。

　問題用紙の裏に描いていた魔法使いと同じ魔法が使えるようになっていたのだ。怪物を一撃で殺したり隕いん石せきを破壊したり、中学生らしい発想の最強の魔法使いである。

　私が事件の後に集めた生存者の証言で、最も信じられなかったのが、皮肉なことに肉親の語る内容だった。

　私は弟のノートに書いてあった妄想漫画や設定資料を内緒で盗み見たことがある。あの設定どおりの能力が使えていたのなら、異世界では敵無しだっただろう。

　Ａ組には、願いを偽って紹介した者が弟の他に５名居た。

　弟と同じように便利な能力を得ていた小こ林ばやし尚なお人とと、『いじめがなくなってほしい』と願った佐さ久く間ま康やす子こ。他に、宮みや下した光みつ秀ひで、吉よし田だ順じゆん一いち、蘇そ我が蘭らんだ。

　小こ林ばやし尚なお人とは今いま井いに指示されて噓うそをついたのではなく、彼なりの美学として夢の能力を隠した。彼は能力を偽りはしたが、惜しみなく行使し続けた。

　佐さ久く間ま康やす子こは岡おか本もとの消失が自分の願いのせいであることをクラスメイトに隠したかったため、偽りの願いを告白した。

　宮みや下した光みつ秀ひでが『女子限定の透視能力が欲しい』という願いを隠した理由は想像しやすい。後に、同じ中学出身だった別クラスの生徒に暴露され、女子から軽けい蔑べつされている。

　吉よし田だ順じゆん一いちは『女子にもてたい』という願いを偽ったが、同じ中学出身で『美容師になりたい』という願いの縫ぬい口ぐち美々びゆーていに、その場で本当の願いをバラされてしまった。

　しかし吉よし田だの願いが効果を及ぼしていたのか定さだかではないが、嫌けん悪お感かんを示した女子は一人もいないどころか、彼のおちゃらける態度を好意的に見ていたようだ。

　蘇そ我が蘭らんが願いを隠した理由は、女の子らしく可愛かわいいものだった。彼女は願いの紹介がひととおり終わった後すぐに、副担任の花はな井いに本当の願いを教えている。

「にこちゃん、ごめん。私、噓うそついた。お花屋さんっての噓うそ。文集の原稿を書くとき生理痛が酷ひどかったから、私、頭痛や腹痛が治ってほしいみたいなこと書いちゃったの」

　願いが影響したのかは不明だが、慣れない異世界の環境下で多くの生徒が体調を崩す中、蘇そ我がは一度も病気を患わずらわなかった。

「いいか、みんな。一年生の男子は二時になったら、学校の外を捜索する。クラスごとに方向が決まっていて、Ａ組は南だ」

　学校周辺の捜索を決めたのは校長で、一年生男子の担当になったのは学年主任の立場が弱かったからだ。

「俺、授業中によく居眠りしていたから、正直、夢を見ているんだろうなあって。ちょうど、そんときって異世界転生モノの漫画が流は行やっていたし。次の日にテニス部の先輩から告白されて、それを切っ掛けにマジでモテ期到来で、あ、やっぱ、これ夢だって」と吉よし田だ順じゆん一いちは思い出し笑いで頰ほおを緩める。

「みんな口だけは嫌がっていたけど、内心では見知らぬ世界を冒険できるっていうんで、浮かれていたと思う。俺？　俺ももちろん早く外に行きたかったよ。席が窓まど際ぎわだったから、待っている間も勝手に外に出て行った生徒を何人か見かけてて、先を越されたと思って悔しかったし。あとさ、綺き麗れいな花でも咲いていたら、落ち込んでいる佐さ久く間まに採ってきてあげようかな、なんて思ってた。あれ。俺って、キザ？」と鼻を擦こすった小こ林ばやし尚なお人とのように、好奇心が勝っていた者が大半だ。

　彼らは危険があるとは露つゆにも思わず、ただ遠足に行くくらいの心構えだった。







[image: 二章：モンスターとの遭遇]










　弘ひろ橋はし高校の周囲を包んでいたのは、少数派である都会育ちの生徒からすれば物珍しい森だったが、多数派である田舎育ちの生徒には見慣れた森に過ぎなかった。

　小学生の頃に、たけのこを採るために竹林に入って迷子になった洋ひろしや小こ林ばやしなどは、随分と明るく歩きやすかったと感じたほどだ。

　見たことのない植物が有るわけでもなく、何ど処こかで見たような細長い木ばかりが生えているのだから、異世界ではなくて地球の何ど処こかではないかと思った者も多い。

　それどころか、木があまり密集せずに群生しており、低い位置の樹皮に苔こけが生えているのを見て、適度に日当たりがあり空気や水が綺き麗れいな、自然豊かな土地だと感じている者さえ居る。

　みんなが遠足かキャンプ気分の中、ただ一人、彼だけは警戒心を抱いていた。

「隊長。自分に先行させてください」

「なんだ上うえ杉すぎ。随分と雰囲気も喋しやべり方も変わったなあ」

「どんな危険があるか分かりません。私が先に見てきます」

「そうか。そうだな。そうしよう」

　一年Ａ組出席番号３、上うえ杉すぎ大だい助すけ。

　将来の夢『ドイツ軍人になりたい』

　上うえ杉すぎの外見は本人の願いどおり、ＷＷⅡ時の軍服に身を包んだ屈強なドイツ人になっており、ライフルを装備している。後に上うえ杉すぎの機転は何度もクラスメイトの窮地を救うのだが、この時点では軍人になりきったイタい奴やつと認識されていた。

　森の中にススッと踏み入った上うえ杉すぎは数分後に音もなく戻ってくると、教師の須す田だと花はな井いと、自衛隊員になっていた松まつ谷たにを連れて、再び奥へと消える。

「隊長、見てください。道路です。我々４人が並んで通れるくらいの幅があります。それに、この二本の線、轍わだちです。おそらく馬車が通った跡だと思われます」

「上うえ杉すぎ、隊長というのは止やめてくれんか。しかし、馬車か。今時、観光以外で馬車を使っている国なんてあるのか」

「司令部へ報告することを提案します」

「そうだな。よし、松まつ谷たに、学校に戻って、馬車が通った跡を発見したと学年主任の竹たけ田だ先生に報告してくれ。それから、残りの生徒たちと一緒にここに戻ってきてくれ。その後、少し先まで調べる」

　上うえ杉すぎの提言は適切で、また須す田だの対応も正しかった。松まつ谷たには須す田だの指示に従って迅速に行動した。

　しかし、この時点で全校の命を預かる校長と、校長を補佐し全体の意志決定に大きく関わっていた教頭や学年主任たちは、既に過あやまちを犯している。

　いや、松まつ谷たにがもたらした情報により、彼らは失敗を挽ばん回かいする機会を得たはずなのだが、失敗を上塗りしてしまったのだ。

　意志決定者たちはあまりにも情報を軽視していた。登校している生徒の人数や、体調を崩している者を真っ先に調べたのは間違ってはいなかった。だが、それは、データであり情報ではない。

　彼らにとって人数と健康状態の把握は避難訓練の延長でしかなく、異世界で発生しうる不測の事態へ対処しようとするものではなかった。

　松まつ谷たにがもたらした「馬車の通った痕こん跡せき」という情報を、言葉のとおりに道が有ると受け止めただけで、何も判断しなかったのだ。馬車を作れるだけの知恵を持った存在を示唆する情報は活いかされることなく終わる。

　犠牲者数を減らすだけの能力を彼らは既に持っていたはずだ。一年Ａ組と同じように全校生徒から将来の夢を聞き出していれば、彼らの居る地が異世界だという憶測の真偽を確かめられたのではないだろうか。

　また、彼らに何ができるのかを把握していれば、徒歩で周辺の偵察に行かせるなどという判断は有り得なかったのだ。二年生に空を飛べる者が１名居た。夢を詳細に聞いていれば、この数字は増えていた可能性がある。青あお木き洋ひろしが飛行魔法を使えたのだから、他にも飛行能力者は居たかもしれない。

　空を飛べる者が周辺の調査をしていれば、一年生は視界の悪い森に踏み入る必要はなくなるうえ、後に向かう街ももっと早く発見できていたはずだ。

　もしかしたら、危険なモンスターの存在を知ることもできたかもしれない。

　空に危険があったとしても、偵察する手段はあった。屋上に出れば東に存在する南北に走った山脈には気づけていただろう。天文部が所持していた望遠鏡を出せば、他にも有益な何かを発見できていた可能性はある。

　偵察の人選も考慮する必要があった。アニメやゲームのヒーローのような強さを望んだ者が何人か居たのだから。

　結局、旅の序盤では空を飛べる者もヒーローの強さを備えた者も、組織としては有効に機能しなかった。あくまでも、彼らの所属するクラスやグループにおいて、便利な存在として扱われただけに終わってしまう。

　一年Ａ組の青あお木き洋ひろしの他にも、学校全体の組織戦略として有効活用すべきだった者が居たはずだ。しかし、他のクラスに存在したであろう戦略的な価値を持った者の活躍は、この日、まったく聞かない。

　その結果、学校の周辺に偵察へ出た六クラスのうち、実に五クラスが三十分以内に、危険と遭遇する事態に陥っていた。
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　Ａ組は実に幸運だった。モンスターと遭遇したとき、17名居る彼らは二列縦隊で街道を歩いていた。光の届かない林の奥は、たとえ昼でも木の密集具合によっては夜のように暗くなる場所がある。もし、他クラスのように薄暗く見通しの悪い場所を移動中だったら、被害は大きかっただろう。

　ドイツ軍人の上うえ杉すぎは集団の移動する音が数百メートル先まで聞こえることをよく知っていたから、須す田だ経由でクラスメイトに不要な会話をしないように指示していた。上うえ杉すぎは、道を移動してくる可能性のある馬車や人間のような存在を警戒していた。クラスメイトの大半は、道の先に見えてくるであろう新しい景色にばかり意識を向けている。

　だが、彼らが最初に遭遇した脅威は、木の上に潜んでいた。脅威は木の上で一行が通過するのをじっと待ち、最後尾に居た最も弱そうな獲物、女教師の花はな井い二に個こに飛びかかった。

　頭上の気配に気づいたのは、自衛隊員になっていた松まつ谷たに珊さん瑚ごだ。学年トップクラスの成績と剣道二段の腕を持つ好漢。

　花はな井いと共に最後尾を警戒していた松まつ谷たには、上うえ杉すぎと違ってドイツ軍人のような戦闘経験まで得ていたわけではないが、枝の上を好む蛇が居ることを知っていたので警戒していた。

　松まつ谷たには咄とつ嗟さに、隣に居た花はな井いを突き飛ばす。

「トラだ！」誰かが叫んだ。

　大型犬くらいの大きさで、長い牙きばを持った四足歩行の獣だった。トラとの違いは体がやや小さいことと、額に短い角が有ること。

　彼らの多くは突然現れた獣に怯おびえ、列の先頭へと向かって走った。

　列の後方に居て獣を間近に見た吉よし田だ順じゆん一いちは「喰くい殺されると思った。森の中に逃げたら迷子になるし、前に行けば先生や上うえ杉すぎが居るから助かるかと思った。上うえ杉すぎは鉄砲を持ってたからね。いや、本当はもちろん、僕だっていざとなったらモンスターくらい倒せるけどね」と調子よく笑う。

　ほとんど全員が道なりに前方へ進む中、剣道部だった松まつ谷たには持参した竹刀しないを構えて獣を牽けん制せいした。

　松まつ谷たにがその日の夜、上うえ杉すぎに次のように漏らしているのを吉よし田だが聞いている。

「あのときは、花はな井い先生をかばおうとしたってみんなには言ったけど、本当は先生のことを考えている余裕はなかった。ただ、目の前の牙きばから垂れてる唾だ液えきを見たとき、目をそらしたら嚙かみつかれると思ったんだ。だから、必死に追い払おうとしただけなんだよ」

　しかし、松まつ谷たにが稼いだ数秒が、彼らの命を救う。

　金属質なスーツに全身を包んだ豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガ。

「とうっ！」というかけ声と共に飛び込んできた特撮ヒーローは、安あん堵どよりも困惑を彼らにもたらす。

「何の冗談かと思ったよ。テレビそのまんまのデファイザーが出てきて、目の前で大型犬みたいな獣を軽々と投げ飛ばして撃退したんだからね。あいつが森の中に姿を消すとき、何か言い残したみたいだけど、あぜんとしてて聞き逃してしまったよ。指をこめかみに当ててビシッてやる例のポーズしてて、何あれって思ったさ」と吉よし田だが例のポーズにウインクのアレンジを加える。

「いきなり松まつ谷たに君に突き飛ばされてびっくりしました。すぐ傍そばにでっかいライオンみたいなのが居て怖かった。先生なんだから生徒を護まもらなきゃって思ったんだけど、腰が抜けちゃって何もできなかった。情けない。もっと頑張らなくては」と副担任花はな井いは日記に書き残している。花はな井いの日記もまた、サーシャの日記と同様に数多くの情報を日本に持ち帰っている。

「松まつ谷たに君は獣とにらみ合った直後だから余裕はなかったみたいだし、花はな井い先生も怯おびえていて気づかなかったみたいだけど、僕は、すぐに気づいたよ。あれ、小こ林ばやしだろ？　だって列から居なくなってたもん。上うえ杉すぎがドイツ軍人になってたんだし、デファイザーに変身したいって卒業文集に書いたら、やっぱ、そうなるんだよな」と戸と田だ大だい地ち。

　戸と田だはクラス随一の巨漢で見た目は柔道部だが、囲碁部に所属し、抹茶や和菓子を好む渋い男だ。

「あのあと、小こ林ばやしが立ちションしてたって言いながら森から出てくるの。露骨だった。だから、正体には気づいていないフリをすることにしたよ」と目を細めて笑う。

　その後、彼らは担任須す田だの判断で学校に引き返した。

　危険な獣がまだ居るかもしれないのだから、周囲の探索は危険だと判断したのだ。学校に戻り、他の者たちにも急いで報しらせなければならない。

　引き上げる途中で洋ひろしは小こ林ばやしに「お前の願いで変わるのが、見た目だけだったらどうするつもりだったんだよ」と問い「なに言ってんの。俺の夢だぜ。強いに決まってるだろ」とのんきな返事を貰もらっている。

　小こ林ばやしは異世界での冒険中、常に危険を顧みず仲間たちのために戦い続けた。彼の拳こぶしが砕けるときまで、勇気が曇ることはなかった。

　最終的に多大な死傷者が出たハメルンの笛吹事件で、一年Ａ組の死者が飛び抜けて少なかったのは、弟の幼おさな馴な染じみであり、私にとってももう一人の弟ともいえる小こ林ばやしの勇気が大いに貢献したからであろう。

　初日以降も豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガは相次いで目撃された。

　芝しば田た涼りよう子このスケッチブックには、デファイザーのイラストと共に小こ林ばやしの似顔絵が描いてあり、「正体ばれていないつもりらしいｗ」という一言が添えてある。

　花はな井い二に個この日記には「ヒーローが助けに来てくれるのは嬉うれしいけど、その度に生徒が一人行方不明になるのは困ります」と猫のイラストと、大きな花丸。

　留学生サーシャの日記にも「デファイザーあらわれるとき、小こ林ばやし君のお腹なかがヤバイです」という記述があるから、小こ林ばやしが隠し通そうとした正体は、Ａ組のほとんどが気づいていたであろうことが窺うかがえる。
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　最初に帰投したのは一年Ａ組だった。一部の教師や二年生からは、早々に調査を打ち切ったことに関して、わずかにではあったが否定的な声がある。

「臆おく病びよう者もの」

「協力しあう気がないのか」

　直接言ってくる者は居なかったが、Ａ組の何人かはトイレや購買に行くときなどに陰口を聞いている。

　なお、まだ異世界に漂流した初日なので食料や水が尽きる心配をしている者は居なかった。

　生徒たちは水道から水が出るし、昼に購買で食料を入手できたから危機意識に欠けていた。学校の水は屋上にある貯水槽に溜ためたものを使用する仕組みになっていただけだ。実際には水道管が切れているのだから、貯水槽の水を使い切ればそれまで。せいぜい半日分程度しかたくわえは無い。

　トイレの水も流せてはいるが、下水道管が断裂しているので地中に染しみこんでいっているだけだ。いずれ詰まってしまうだろう。

　柔道部の林はやし田だ光みつ義よしが教室に情報を持ち帰ったときは得意げだった。事態の深刻さをまだ理解できていなかったのだから声は弾んでいる。

「おい、オマエら。凄すごい情報だぞ。知りたい？　知りたいか？　Ｂ組もＣ組もとにかく他のクラスはまだ帰ってきてないってさ」

　林はやし田だの情報源が何ど処こにあったのかは不明だが、彼の報告は全て事実だった。

　サーシャ・リーフはこのときのことを、「十五時です。空が薄暗くなってきているけど、他のクラスの皆さんは大丈夫でしょうか。森の奥は真っ暗です」と記している。

　サーシャや花はな井いの日記により、異世界の一日は地球と同様に二十四時間だが、日本とは二時間くらいの時差があることが分かる。つまり、日没が二時間、早い。

　次に林はやし田だがＡ組に帰ってきたとき、彼は青ざめた顔で何度も言いよどんだ。

「Ｂ組の里さと谷や、食われたって……」

　雑談が止やみ、Ａ組は静まりかえった。誰もが口を開くのを躊躇ためらい、林はやし田だが話を続けるのを待つ。

「蛇とかカバとか、ちくしょう、あいつら言っていることがメチャクチャだ。けど、とにかく里さと谷やが怪物に食われたらしい。森の中でいきなり襲われて、気づいたら体が半分、無くなってたって。他にも、何人も大おお怪け我がしたって」

　クラスメイトは堰せきを切ったように林はやし田だに質問を浴びせるが、彼の持っていた情報は少ない。ひととおり聞き終えたあとＡ組は職員室や保健室に向かい、詳細な情報を求めた。

　職員室も保健室も外に人だかりができていて近寄れない。ただ、保健室に向かった者は、室内に入れなかった怪け我が人にんがドアの横で血まみれのまま座っているのを目撃する。

　この時点で既に保健室のキャパシティはオーバーしており、養護教諭では十分な治療は行えなかったうえに、医療品も不足していた。漫画やドラマに登場する保険医という医療の担にない手ては、物語の都合で生まれた架空の存在である。あくまでも学校の保健室にいるのは養護教諭であり、応急処置以上のことはできないのだ。

　二年生と三年生のなかから『医者になりたい』『看護師になりたい』と願っていた者４名が選出され治療に当たっていた。調査に出なかった二年や三年の教師も、校内で一応の態勢は作っていたのだ。だが、道具も薬も限られているのだから止血程度が限界だ。

　治療のおかげで命が助かった者も居たはずだから、この対応は良策だったといえる。だが、どうしても、この段階でもっと生徒の願いについて詳細に把握していたらと思うと残念でならない。

　教師や大人は「現実を見ろ」という言葉で、子供の途方もない夢や憧あこがれの進む先を塞ふさいでしまう。確かに生徒の能力や成績により、選べる未来は限られてくるだろう。いつまでも理想を抱いていては、正しい未来へと進めないのかもしれない。

　もし、彼らが真しん摯しに生徒と向かい合って夢を聞きだしていたのなら、きっと違う結果になっていたはずだ。

　一年生の男子は森の探索に出ていたが、女子は教室で待機している。もし、校内に残った教師の誰か一人でも、彼女の将来の夢を知っていれば、結果は違っていた。

　学年単位で作業を割り振ることよりも先に、生徒の願いを聞いていたのなら……。

　一年Ａ組出席番号21、神かみ谷や耀よう子こ。

　将来の夢『どんな病気や怪け我がでも触れただけで治せるような凄すごいお医者さんになりたい』

　後にクラスメイトから女神ともてはやされることになる彼女は、自分の願いが文面どおりに叶かなっていることを、まだ知らない。

　神かみ谷やは教師の指示どおり他のクラスメイトと一緒に教室で待機していた。一年Ａ組には、神かみ谷やの他にも学校が戦略に組み込むべきだった生徒が３名居る。

　まだ活躍の場がない異世界最高峰の魔法使い青あお木き洋ひろし。

　既に仲間の窮地を救った豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガの小こ林ばやし尚なお人と。

　最後に、疑いようもなく最も戦略的価値のある願いを持っていたサーシャ・リーフ。異世界に来る直前に「日本語、ペラペラ、なりたいです」と願い、魔法使いが「その言葉に込められた君の『本当の願い』を叶かなえてあげよう」と応じた。

　途方もない事件を巻き起こした張本人がサーシャに告げた言葉「子供はもっと我わが儘ままで尊大なことを願わないといけないよね」は、あまりにも皮肉である。

　大人の常識が通用しない世界では、夢見ていた子供の方がよほど有益であった。魔法使いは夢を見ろと言ったのだ。
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　教室では乾電池式の時計が動いており、スマホの電池も残量が十分にあったから、彼らは異世界に来たとき日本と同じ感覚でまだ昼だと認識していた。誰もが日没までの時間は五、六時間はあると思いこんでいた。比較的明るい森の中に出現したことや、上空からの偵察を怠ったことにより、彼らは異世界に来た時点で既に日没が三時間～四時間に迫っていたことを見落としていたのだ。

　青あお木き洋ひろしは生還後に、おそらく正せい鵠こくを射ているであろう発言をしている。

「異世界に行きたいっていう誰かの願いって、やっぱ、漫画やゲームがきっかけでしょ？　だいたい、そういう異世界って地球と似た自然環境で、太陽は有るし当然、昼夜もあるし、空気は吸えるし水は飲めるし、生きていけると思ったんだよ。って、助かった今なら言えるけど、当時は何も深く考えてなかった。まだ僕も、みんなも日本に居るような気分だったと思う」

　昼夜が逆転するほどの時差があれば彼らは気づけたのかもしれないが、二時間前後という微妙な時差が彼らの誤認を招いた。周辺の偵察は翌朝にし、夜中に起こりうる不測の事態に備える時間として有効活用すべきだったのだ。

　日があるうちに周辺へ調査しに出たのは、一年のＡからＦまでの六クラス１１５名だが、この日、校舎に帰ってきたのは教師２名を含むＡ組の17名の他には、85名のみ。

　学校全体の初期対応の失敗により、生徒11名、教師２名の計13名が未帰還のまま調査は終わった。

　しかし、多くの犠牲が出た最初の夜は、まだ始まっていなかった。４４０から４５０と言われる（現場が混乱していたのだろうが、それにしても正確な人数を把握できていなかったのは教師の危機管理能力の低さと言わざるを得ない）生存者は、この夜、４００名前後まで減る。

　七月二十二日の事件発生時に、校舎内には４５６名の生徒と教職員38名の総計４９４名が居たのだから、実に二割が減っていたことになる。

　公立弘ひろ橋はし高校には災害時に備えた発電システムがあり正常に動作した。日本に深い傷を残した震災以降、全国的に防災意識が高まり、弘ひろ橋はし高校は燃料による発電装置と太陽光発電を導入している。

　本来であれば正常に稼か働どうした非常用発電は、生徒たちを不安から護まもる盾になっていたはずだ。

　実際、彼らは闇に恐怖することがなかった。だが、夜中に煌こう々こうと周囲を照らしていたのだから、別の恐怖を招いてしまう。電気を使えてしまったことが彼らにとっての不幸である。

　普段ならば音もなく暗い闇に沈む森の中に突如出現した弘ひろ橋はし高校は、そこに潜む夜行性のモノ達たちの注意をひいて当然だったのだ。

　異世界ではとっくに城壁の扉は固く閉じ、魔よけの香木を焚たく時間である。だが、時計はまだ二十時を示しており、眠くなるような生徒は居ない。

　二年生の女子が家庭科教師の指示で、食堂や購買に有った材料を使って生徒たちに夕食を用意していたから、空腹に困ることもない。

　生徒たちは夕食を取った後、自分の所属するクラスで寝ることになっていた。ただし、Ａ組にはＢ組の男子が、Ｂ組にはＡ組の女子が移動し、男女で分かれている。

「電気を消さないか？」と提案したのはドイツ軍人の上うえ杉すぎだ。

「森に居る化け物が寄ってくるかもしれない。それに、この世界に居る人間にも気づかれてしまう。学校くらいの明かりだと、地平線の向こうに居ても空が明るくなるから、目立ち過ぎて危険だ」と上うえ杉すぎは説明した。

　事前に上うえ杉すぎと話し合っていた松まつ谷たにが続ける。

「窓ガラス一枚向こうが未知の世界じゃ、何かあったときの対応が難しい。出入り口が限定できる体育館に移動しないか？」

　今いま井い春はる利としがすぐに賛同した。それが当然であるかのように、彼は教卓に立つ。

「そうだね。僕も同じことを考えていたよ。先生に提案した方がいい。学校全体の電気を落としてもらおう」

　３人は教室を後にし、職員室に向かった。弘ひろ橋はし高校の教室配置は三年生が一階、二年生が二階、一年生が三階になっている。一年Ａ組は比較的安全な所に居たが、ドイツ軍人と自衛隊員は十分に警戒していたのだ。

　このとき、別の理由ではあったが、他クラスでも電気を消そうという提案はあった。

　星や月が綺き麗れいだったのだ。

　地上の光が少ない異世界では、夜の星が澄んだ光を彼らに届けている。

　また、一部の生徒は北ほつ極きよく星せいや北ほく斗と七しち星せいを探そうとも提案していた。地球の何ど処こかだった可能性もあるし、星の見え方が違うにしても宇宙の何ど処こかだった可能性もあるのだから、試みる価値はある。

　しかし、彼らの提案は、全て遅かった。

　弘ひろ橋はし高校は周囲を明るく照らしている。モンスター達たちは警戒しつつも校舎に近寄った。モンスターも得体の知れないものに襲い掛かるほど知能が低いわけではなかっただろう。

　だが、嗅かいだことのない美お味いしそうな匂においを周囲に漂わせていれば話は別だ。

　生徒たちが夕食にした料理や、購買に有ったパンや軽食、校則を無視した生徒が持ち込んでいたお菓子など、異世界に存在しない匂においは、いったいどれだけモンスターにとって魅力的だったであろうか。

　一般的に森に潜む生物は普段嗅かいでいる木や土の臭においには鈍感になる。逆に初めて嗅かぐ臭においに対しては敏感になり、鼻が利きくようになる。こういった性質を利用して、異世界ではモンスターが嫌う臭においの木や植物の油を魔よけの道具として使う。

　光に興味を持って近寄っていたモンスターの警戒心を、匂においの誘惑が上回った。

　今いま井いたちが職員室に辿たどりつき、担任や学年主任に提案している間に事件は起きた。

　複数のモンスターが一階三年生の教室を襲ったのだ。明るくして人間が大勢で騒いでいれば獣は近づいてこないはずだと、まだキャンプ地の熊対策のような油断があったのかもしれない。

「下の方から叫び声が聞こえた。ぎゃああとかわああっていう悲鳴だった。多分、窓ガラスを割って怪物が入ってきたんだろうけど、ガラスの割れる音は聞こえなかったと思う。とにかく悲鳴がずっと聞こえていて、これは大変なことになったって思った」と過去を振り返る川かわ谷たに洋よう一いちは、事件後三年経たった今でも顔を青くさせる。

　吉よし田だ順じゆん一いちは窓から外を見下ろして、校舎の周りに窓枠をくぐれないほどの巨体なモンスターを見つけ「外に居たのは鱗うろこに覆われた象みたいのが五匹くらいだったね。僕が抱きついたとしても届かないくらい太い脚だった。昼に見た奴やつは動物って感じだったけど、夜見たのは恐竜って感じ。校舎の中にどんなのが入ってきたのかは分からないけど、たくさん居たと思う」と表現している。

「おい、どうすれば良いんだよ」誰かが叫んだ。

「ここもやばいんじゃないのか。体育館に避難しようぜ」

「いったん外に出ないといけないだろ。危ないって。それに鍵が開いてなかったらどうするんだ」

「職員室に行って、渡り廊下を開けてもらおうよ」

　みんな、どうすれば良いか分からずに困惑だけが広がる。

　教師の須す田だも、有事の際に頼りになりそうな上うえ杉すぎと松まつ谷たにも、仕切りたがりの今いま井いも不在だった。

　Ｂ組の男子はほとんどが頭を抱えて机の下に潜り込んでしまう。無理もない。彼らは日中の偵察で、クラスメイトがモンスターに食べられる現場に居合わせたのだから。

　このとき、Ａ組の教室にリーダーシップを発揮する者は居なかった。

　小こ林ばやし尚なお人とは洋ひろしに「腹の調子が悪いから、ちょっとトイレ」と告げ、教室を後にしている。翌日から豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガの噂うわさが、三年生を中心にして広がっていくのだから、小こ林ばやしが何ど処こで何をしていたのかは明白だ。

　さらに、この晩、ピュアタンポポ（女児向け変身ヒロインアニメ『ラブリー！　フラワーリボン♪』に登場する少女戦士）が可か憐れんにラブリーに登場した。後に彼らはニチアサコンビ（デファイザーもフラワーリボンも日曜の朝に放送されていた）と呼ばれることになる。

　リーダーとヒーローが居ないＡ組では、どのように行動するか纏まとまらない相談が行われていた。明かりを点つけたままが良いいのか消した方が良いいのかさえ、彼らは判断できない。けっきょく、上うえ杉すぎたちが戻ってくるまで待つことにした。

　このとき、青あお木き洋ひろしの魔法ならデファイザーに協力して、三年生の何人かを救えたかもしれない。実際、日本に帰ってきてから洋ひろしは生存者の何名かに「なぜ、最初の夜に力があったのを隠していた。お前のせいで死ななくてもいい奴やつまで死んだ」と責められている。

　しかし、洋ひろしを責めないでほしい。

　彼はまだ自分の魔法を存分に使用していないので、災害を起こせるほどの力を自覚していないし、階下から聞こえる悲鳴に怯おびえてもいた。

　洋ひろしが同時に使える魔法は三つだ。この時点で洋ひろしは、昼から片思いの相手を護まもるための魔法を常時発動していた。さらに壁を透視し、隣の教室に居る女子の安全を確認している。

　同時に使える残り一つの魔法は、自分の身を護まもるために温存したかったのだ。

「全校生徒に連絡します。速やかに体育館に集合してください」と校内放送で校長が告げる。

　混乱を煽あおらないためにモンスターに襲撃されていることは伏せたのだろうが、悲鳴が絶えないのだから既に誰もが知る事態だった。

「早く立て、おい、避難するぞ」Ａ組の誰かが、机の下で震えているＢ組を立たせようとしていた。しかしＢ組の生徒は皆、怯おびえた目を彷徨さまよわせるだけで、まったく動こうとしない。

　Ａ組の男子は、どうやってＢ組の男子を連れ出せばいいのか苦心した。『女子にもてたい』と願った吉よし田だ順じゆん一いちは、Ｂ組の教室に居る女子を気にしていた。

「『僕が来たからもう大丈夫』って吉よし田だがドアを開けたときは、不覚にも格好良いって思っちゃった。あいつの将来の夢、まじ最悪だよねー」

　体育館に避難したあと岡おか村むら愛あいがこう語ったのを、青あお木き洋よう子こが記憶していた。青あお木きは「といっても愛あいちゃんは本気で嫌がっている感じじゃなかった、かな」と補足している。

「避難するとき今いま井いが居なかったから、どうしたんだろうって思った。でも、ヒロが居たから、少し安心した」

　池いけ田だ真ま由ゆは教室から出たときの心情をこのように語っている。これに対して洋ひろしは「池いけ田ださんが『今いま井いは何ど処こに行ったの』って聞いてきたから、あー、やっぱ今いま井いのことが好きなのかなーって思って、あんなときなのにちょっと残念に思った」と語っている。

　ここで、中学時代の青あお木き洋ひろしと池いけ田だ真ま由ゆについて記しておきたい。

　中学時代の池いけ田だは洋ひろしよりも背が大きかった。発育も良くスタイルも良かったため、性差を意識し始めたばかりの洋ひろしは、池いけ田だのことが気になってしょうがなかった。

　自分の描いた漫画を馬鹿にしないどころか興味を持ってくれた、女の子らしい体つきの池いけ田だに、洋ひろしが惚ほれてしまうのも無理はない。

　部活に入っていなかった洋ひろしは、卓球部だった小こ林ばやしに会いに行くふりをして、こっそりと何度も池いけ田だの様子を見に行った。

　あまりにも卓球部に入り浸っているから、顧問の教師に部員だと勘違いされて卓球の大会に参加したこともあるくらいだ。

　卓球部が練習しているのは体育館の端で、女子バスケ部は反対の壁側のコートで練習している。女子バスケ部の方にピンポン球が飛んでいけば洋ひろしは取りに行き、逆に女子バスケ部からボールが転がってくることもあった。ただ、軽いピンポン球は遠くまで飛ばないし、体育館を横断するようにネットが引いてあったのでバスケットボールが卓球部の所まで転がってくるのは稀まれだ。

　だが、ごくたまに、洋ひろしはユニフォーム姿の池いけ田だを近くから見ることができた。

　バスケのユニフォームを着た池いけ田だの横顔が好き。ユニフォームの短パンから伸びる太ふと股ももは、青臭い中学生にとっては目の毒だっただろう。

　体育館の端から端までの離れた距離から眺めるだけで洋ひろしは満足していた。二人の位置を遮るようにネットが有り、そして、体育館の中央ではバスケ部男子が練習をしている。

　池いけ田だの横に今いま井いがいるのを何度も見かけた。今いま井いもバスケ部で、三年になったときは二人とも部長になっていたから、ますます一緒に居る機会が増える。

　けして洋ひろしが近づくことのできない、バスケットコート二つ分の先で、池いけ田だの隣に今いま井いが居たのだ。

　池いけ田だが中学の卒業文集に書いた将来の夢は『片思いの相手と仲良くなりたい』だ。洋ひろしは池いけ田だの願いをハッキリと覚えていた。

　高校になってからも二人が話しているのを何度も見かける。洋ひろしは問題用紙の裏に漫画を描かなくなったから、池いけ田だが話しかけてくる機会も、ほとんどなくなった。

　お似合いの二人を離れた位置から見ていることしかできなかったのだ。
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　生徒たちが異世界に来たことを身にしみて実感したのは、二日目の朝であった。

「体育館って、全校生徒に行き渡るだけのパイプ椅子あるよね。夜中、あれが配られて、いざとなったらこれで身を護まもれって……。無理でしょ。もう怖くて震えてた。夜通し女子の泣き声も聞こえてた」と川かわ谷たに洋よう一いち。

　最初に襲撃してきたモンスターのうち校内に侵入したものはニチアサコンビが撃退した。しかし、超人たちも夜通し戦い続けるわけにはいかなかったので、他の生徒たちと同じように体育館に避難した。

　鉄製扉に体当たりする音が夜通し鳴り響く中で、災害時に備えて用意してあった毛布に包くるまり生徒たちは恐怖で眠れない夜を過ごした。

「朝が来るまであと一時間あったら、俺らも死んでたのかな」

　鉄製の扉がひしゃげていて崩壊する寸前だったのを目にした誰かが呟つぶやく。モンスターは夜行性だったらしく、朝になるとすっかり姿を消していた。

　芝しば田た涼りよう子このスケッチブックには何枚かモンスターのイラストが有る。どれも、そのままファンタジー漫画に登場しそうなものばかりだ。哺乳類と爬は虫ちゆう類るいを組み合わせて、特徴を際きわ立だたせたものが多い。

　生存者のスマホには画像データは残っていなかった。避難している際に撮影する余裕などなかったから当然だろう。

　真偽不明だが、ハメルンの笛吹事件が解決して数ヶ月後、犠牲者の遺品とされるスマホに残っていた画像データがインターネット上に出回った。

　ピントがボケていたがトカゲのような表皮をした犬みたいな生き物が映っている。スマホの持ち主は、もし撮影せずに避難を優先していれば助かっていた可能性もあったのではないだろうか。

　弘ひろ橋はし高校は災害時の避難場所に指定されていたため、体育館には非常食が備蓄してあった。朝食は、教師が配布した乾パンと缶詰。

「これっぽっちかよ、ふざけんな」と怒鳴ったのは二年Ｆ組の加か藤とう幸こう平へい。

　加か藤とうは地元の暴走族に所属しているし授業態度は不真面目で、いわゆる問題児であった。

　教師は「我わが儘ままを言うな、我慢しろ」と説得するが加か藤とうは引き下がらない。

「じゃあ、何でお前らだけは美う味まいもん食ってんだよ」

　加か藤とうの追及は説得に当たっていた教師も知らないことだったのだろう。「田た中なか先生は呆あつ気けにとられた感じだったから、知らなかったんじゃないの？」という証言がある。

　しかし、加か藤とうは家庭科室で料理を担当した生徒から話を聞いていたのだ。

　家庭科部に所属していたある生徒は、わずかではあるが部活用の食材が部室の冷蔵庫に用意してあることを思い出した。

　今朝、その生徒は教師には無断ではあったが、クラスメイトのために何か料理を作ろうと思って家庭科室へ向かった。この際、生徒は渡り廊下を使って家庭科室の有る北側校舎に向かっているため、南側校舎の様子に気づいていない。

　あくまでも部員８名の家庭科部が煮物を作ろうとしていただけの材料で作った、わずかな量だ。彼女が調理を終えたとき、教師が現れ煮物を全て持っていってしまったそうだ。

　もし、この話が真実だとするなら、加か藤とうの糾きゆう弾だんには義があったかもしれない。

　しかし、和を乱す行為ではあった。上の者だけが良いい思いをしていたとしても、下の者が我慢しなければ、４００名近い集団は組織として活動できないのだ。

　早朝の体育館で加か藤とうは教師を責める。

「少ししかない貴重な食料だって言うんなら、怪け我がして保健室で苦しんでいる奴やつらに優先しろよ」

　けして人気取りや周りの賛同を得たかったわけではない。保健室には加か藤とうの後輩が居たはずなのだから。

　しかし、ここで誰もが失念していたことを誰かが口にしたため、いったん体育館での騒動は打ち切りとなる。

「そういえば、保健室に居た奴やつらって、いま、何ど処こに居るの？」

　教師たちは前日の夜に生徒たちを避難させはした。しかし、扉の前に跳び箱や平均台を移動してバリケードを作ることに専念しており、点呼を徹底していなかった。そして、あろうことか、保健室に居た者たちを避難させ忘れていたのだ。

　教師が保健室へ向かうため、慌てて体育館のドアを開ける。軽率な行為ではあったが、周辺に危険は潜んでいなかった。

　しかしドアを開けた瞬間、体育館に居た誰もが、むせ返るような臭においに刺される。

「南側校舎の一階は地獄だったよ。何ど処こを見ても死体ばかり。まともに形が残っているのなんて、ほとんど無かったよ。みんな凍りついていた。すぐに体育館の方に引き返して端っこで吐いたり泣いたりしてた。あんなの、まともに見られる光景じゃないよ。教師がドアを閉めようとするんだけど、歪ゆがんでいたからもう閉まらなくて……。みんな目を逸そらしていた」

　このときの様子を語るときは、陽気な小こ林ばやしも随分と暗く声を落としていた。

「事情を知らない奥の方の奴やつらが外に出ようとして、退どけとか道を空けろとか言って、中に戻ろうとする奴やつらと揉もめてて騒然としてた」

　川かわ谷たに洋よう一いちも二日目の朝については多くを語ろうとしない。

　惨状を目まの当たりにして誰もが目を背けて呆ぼう然ぜんとする中、最初に動いたのは自衛隊員の松まつ谷たに珊さん瑚ごだった。

　彼は、玄関の前でドアに向かい手を伸ばして事切れていた亡なき骸がらを抱えると、どこかへと運び始める。

「このままじゃ可哀かわい相そうですよ。せめて屋根のあるところに連れて行ってあげましょうよ」

　原形を留とどめていないくらい肉片が飛び散った中を、血にまみれながら体の一部を集めていく彼は、周りの目にはあまりにも異質に映ったのだろう。

　悪質な誹ひ謗ぼう中傷があった。「人間じゃない」「気が狂っている」という声さえあった。

　一年Ａ組出席番号14、松まつ谷たに珊さん瑚ご。

　将来の夢『自衛隊員になって災害で困っている人を助けたい』

　松まつ谷たには幼い頃に震災で両親を失っている。多くの遺体や苦しみもがく人を見てきた。だから自衛隊員になって、いつか自分を助けてくれたような人と同じになりたいと願ったのだ。

　だからといって、彼が同じ学校の生徒の遺体を目にして平気だった訳ではない。彼だって辛つらかったはずだ。しかし、彼は涙や愚痴を、一滴たりとも零こぼさなかったそうだ。

　芝しば田た涼りよう子このスケッチブックには、血で顔を汚し悲しい目をした松まつ谷たにのイラストに「一番、辛つらかった人は、もう辛つらいなんて言えませんから。自分が辛つらいって弱音を吐くのは間違っています」という彼の言葉が添えてある。残念なことに松まつ谷たにからはもう話を聞けないので、芝しば田たの残した彼の言葉やイラストは貴重だ。

　最初に松まつ谷たにに駆け寄ったのは、クラスメイトの神かみ谷や耀よう子こであった。スケッチブックの隣のページには、隣の松まつ谷たにを労いたわるような優しい表情の神かみ谷やが描いてある。

　芝しば田たは「んー。神かみ谷やっちが女神って言われるようになったのは、このときが切っ掛けかも。後から治療能力でたくさんの人を助けたのとは、関係ないと思う。みんな後になって、自分もすぐに松まつ谷たにを手伝ったって言っているけど、結構長い間、ただ二人を見ているだけだったよ」と当時を振り返っている。

「んー。松まつ谷たにも立派だったと思うけどさ、やっぱ、こういうとき美人って際きわ立だつんだと思う。入学してすぐ神かみ谷やっちが男子の間で噂うわさになっていたのは知ってたし。私、美人は性格ブスみたいな偏見を持ってたけど、この日から結構、神かみ谷やっちと話すようになったよ。やー。お高くとまった美人かと思ってたけど、聖人みたいな性格していて完璧人間かって……。でも話してみると、けっこう抜けているとこあって、ゆるキャラっぽい存在だった」

　松まつ谷たにのもとにＡ組の担任須す田だが駆けつけ、続いて、体調を崩して休んでいた２名を除く一年Ａ組の全員が手伝い始める。

　遺体は松まつ谷たにの提案で武道場に運んだ。校舎から離れていて屋根があるから遺体の安置所として使用するのに適していると判断したのだ。松まつ谷たには武道場で神棚に深く礼をしてから、収容を始める。
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　ハメルンの笛吹事件が全て終わった後、校舎が日本の元の位置に戻ったときに彼の判断が正しかったことが証明される。少なくとも、武道場に安置された生徒たちは家族と再会できたのだから。

　これから彼らは高校を後にし異世界を旅するのだが、武道場の遺体が数奇な運命を手た繰ぐり寄せるとは、まだ誰も知らない。最初に行動した松まつ谷たにの尊い姿勢が、後に彼らを救う奇跡に繫つながったのだ。

　さて、彼らがどんなことを思いながら遺体を片づけたのか聞いたときの返事がある。

「最初に全部、吐いちゃったし、あんまり食べてなかったし……。男子が頑張っているのに、女子が何もしないってのは、やっぱ、ないし。やらなきゃって思った」と岡おか村むら愛あい。

「蘭らんちゃんが『女子は男子よりも血を見慣れているでしょ、頑張るよ』って大声で言ってたのが、凄すごく恥ずかしかった。お料理するってことだと思うんだけど、蘭らんちゃんが言うと別の意味みたいで」と青あお木き洋よう子こ。

「爪の間が真っ赤で、水が使えなくなってたからこすって血を落とそうとするでしょ。そうしたら乾燥したあと、手の皺しわに沿って赤い線ができちゃった。手、洗いたかったなあ」と蘇そ我が蘭らん。

　女子生徒は男子に比べると早い段階で、自分なりに心の整理ができていたようだ。後まで引きずった生徒は少ない。一方で男子は随分と打ちのめされ「もうやだって思った」「早く家に帰りたかった」と弱音が目立つ。

　彼らが凄せい惨さんな血の海を渡るのに、青あお木き洋ひろしが密ひそかに使用した魔法が幾分か貢献していただろう。

「池いけ田ださんが片づけをしないで泣いていたから……。血で汚よごれた地面に膝ひざをついて、両手で顔を覆って泣いてた。悲しいのはみんな一緒だし、周りが頑張っているときに何もしない人じゃないし、どうしたのかなって。多分、池いけ田ださんの傍そばにあったのが、バスケ部の先輩だったんだと思う。見かけたことあるし。だから、僕は魔法を使って弱い風を起こしたんだ。血の臭においが少しでも紛れたら良いいなって思って。見た目も辛つらかったけど、それは、嫌なことなんだけど、慣れた。でも、臭においだけは最後の最後まで慣れなかった」

　生存者の証言を集めると、モンスターは人間の息の根を止めるために首筋を嚙かみ切きってから、柔らかい部分つまり腹から内臓を食い漁あさったことが窺うかがえる。だから、顔は残ってしまった。

　恐怖や苦く悶もんに歪ゆがんだ最後の表情は、生前親しくしていた者を特に強く打ちのめす。何もできなくなってしまった池いけ田だを責める声はなかった。

　一年Ａ組の献身的な態度を見るにつれ、次第に他のクラスの生徒たちも手伝うようになり、全校総出になった片づけは約二時間で終わった。

　彼らは水が貴重だと理解していたが、残りわずかな水を遺体の顔を綺き麗れいにするために使っている。

　保健室には食い散らかされた惨状が待っていた。怪け我が人にんが居たのだから、モンスターは血の臭においに惹ひかれたのかもしれない。三つしかないベッドのシーツも仕切り用のカーテンも赤く染まりきっていて、濡ぬれていない場所を探すのは困難なほどだった。

　不幸中の幸いだが保健室に１名だけ生存者が居た。掃除用具入れのロッカーに入って難を逃れたのだ。ロッカーの傍かたわらには、箒ほうきを握り締め最後まで生徒を護まもろうとしたのであろう養護教諭の腕だけが落ちていた。

　一通りの清掃を終えた後、体育館で教師を糾きゆう弾だんした不良、加か藤とう幸こう平へいは学校を離れている。元もと集団生活を苦手としていたところに、教師への不信が募ったのが原因だろう。教師に従っていては命を落とすという彼の考えに賛同する者は多く、実に20名近くが学校を後にした。

　彼らの中にどれだけ有益な夢を叶かなえた者が居たのかは分からない。加か藤とうの夢『喧けん嘩か最強』がどの程度の力を彼にもたらしたのかも不明だ。バレーのネットを張るための支柱を軽々と担かついで持ち出していたのだから、それなりに身を護まもる力はあったのかもしれない。だが、この20名は事件後も消息不明である。

　既に学校には３７０名（生徒３４０名、教師30名）程度しか残っていなかった。




　　　　＊




「今すぐ、この場を離れるべきです。夜になれば、味を占めたモンスターが再び襲ってくるのは明白です。それに、この世界に軍隊や警察のような存在があれば、必ず、ここに来ます。昨晩、明かりを点つけていたのですから、気づいていないはずがありません。普段は暗いはずの森が突然、明るくなっていたのです。軍が気づかなくても近隣住人が必ずどこかに報告したはずです」

　ドイツ軍人上うえ杉すぎ大だい助すけの読みは正しい。後に明らかになることだが、既に異世界の軍が部隊の準備を進めている最中であった。日の出とともに襲撃がなかったのは、学校があまりにも唐突に出現したため、軍の対応が遅れてしまっただけに過ぎない。

　学校の出現した地点は、ガルファガス王国の領内であった。かつて王国の西部で採れる魔法石を東部に輸送するために賑にぎわった交易路の近くである。また、西部に隣接するサングアーレン皇国との国境近くでもあるため、商業的には利用価値が下がりつつも、軍事的には要衝であった。

　ガルファガス王国の国境警備を担当する者にとって弘ひろ橋はし高校は、けして見逃せない存在である。

　校長や教頭、３人居る学年主任たちは、ここでも判断を誤った。彼らは未いまだに誰もモンスターに襲われていないし直接見てもいない。犠牲者の亡なき骸がらを片づけてもいないのだ。ただ、各クラスの担任から犠牲者数の報告を受け、責任問題に頭を悩ませていただけである。

　現実を見ていなかったのだ。

　現場に居た者が肌で感じ取っていた危険を、上層部はまるで理解できなかった。

　校長と教頭は昨晩、避難のための校内放送をした後、そのまま校舎内でも特に堅けん牢ろうだったと思われる放送室に閉とじ籠こもっていた。

　上うえ杉すぎは上う手まく口にできなかったが、彼は馬車が通れる幅の街道が整備されているのにも拘かかわらず、その付近でモンスターに襲われたことの異常さを感じていた。

　前日の探索では旅人のための避難小屋のような物だって見かけていない。もう少し探せば見つかっていたのだろうか。

　街灯は無く、街道はレンガやアスファルトで舗装されていない。だが、轍わだちができるほど頻繁に使用した形跡はある。となれば、街道を利用する者はモンスターにどのように対処しているのか。

　何かしらの撃退する手段を持っているのだろう。モンスターが居る世界で馬車を発明するほどに文明が栄えたのなら、軍隊や傭よう兵へい集団が居るのは確実だ。昨日のようなモンスターの群れは、個人での撃退は不可能だ。

　街道の整備具合からして、文明水準は日本よりも低い。しかし、それにも拘かかわらず、昨晩のようなモンスターを撃退できるほどの武力を持った存在とは、何だろうか。

　通常の軍隊ではない。

　もし上うえ杉すぎがファンタジーゲームに精通していて、さらにここが誰かの願いによって現実になった異世界だということをしっかりと考えていたら、豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガのような超常能力を備えた兵士の存在に思い至っていたかもしれない。

　逆に洋ひろしや小こ林ばやしのように漫画やゲームに詳しい者が上うえ杉すぎと同等の観察眼やカンをもっていたら。

　たらればは尽きないが、やはり、現場の者が感じ取った無言の脅威を、上層部が把握して対応を検討する態勢ができていなかったのが、最大の問題だった。

　青あお木き、小こ林ばやし、上うえ杉すぎが過酷な試練を通して友情を深め、互いの能力を旅に有効活用できるように相談しあえる仲になるまで、まだ時間が必要だった。

　職員室で行われた会議の末に、校長は「校舎に籠ろう城じようし、警察のような組織が助けに来るのを待つべきだ」という結論を下している。

　ここが日本であれば正しい判断だった。

　しかし警察は市民の犯罪を取り締まる組織だ。警察の手に余るようなモンスターに対処できる組織の存在は想像できたはずだし、そういった組織の性格も想像すべきだったのだ。

　軍隊は自国民を護まもるために戦う組織であって、けして、領地に無断で侵入した得体の知れない集団を手厚く保護する存在ではない。不法入国した不審者を処罰するのは異世界だけではなく地球上においても常識である。

　教師や生徒たちに、戦時中の国家の領土を侵犯したという意識はまるでなかった。

　教師の指示で高校上空を飛んでいた二年Ｄ組の山やま田だ幸ゆき信のぶは、自分の下方を光り輝く何かが通過するのを見た。反射的に、光が飛んできた方向を見下ろす。

　北ほつ方ぽうの街道上を移動する複数の点を目撃した。距離が離れていたため、それの形は分からなかったが、小さな何かがいくつか移動している。

　光る何かは次々と飛んできて、次第に山やま田だとの距離を近づけてくる。何者かに撃たれていると悟った山やま田だは慌てて降下した。

　山やま田だは高校の屋上に舞い戻ると「何かが近づいてきます」息を切らしながら教師に報告する。

　屋上から空を見上げていた教師たちは、子供の頃に見た湾岸戦争のニュース映像を思い出していた。地上から放たれた対空砲の弾丸が発光しながら空を引き裂く様子だ。弾丸は何ど処こに飛んでいったのかが射撃手から分かるように、発光する仕組みになっている。

　ここにいたっては、さすがの校長も自身に迫ってくる集団が日本の警察のような組織ではなく、海外の軍隊に近い性格をしていると理解した。

　校内放送から五分とかからずに全校生徒が校舎前に整列できたのは、日本の学生が普段から避難訓練をしていたからだ。学校や地域での避難訓練で常日頃から国民意識を高めているのは、世界でも日本のみである。

　既に危険を経験していたのだから、迅速な行動を心がけたのも大きい。

　一年Ａ組が先頭に立ち学年とクラス順に並んで移動したのは、仕方がないこととはいえ、不幸なことだった。なにせ、Ａ組には青あお木き洋ひろしと小こ林ばやし尚なお人とという、迫り来る集団の武力に対抗できる者が２名も居たのだ。

　しかし、真に不運だったのは、彼らが有していた武力を最前線から遠ざけてしまったことではない。弘ひろ橋はし高校で最も戦略的価値の高いサーシャ・リーフの能力を、遠ざけたことである。

　ハメルンの笛吹事件で最大の「もし」が、このときのサーシャの位置である。

　一年Ａ組出席番号27、サーシャ・リーフ。イギリスからの留学生。花を育てるのと、外国の切手を集めるのが趣味。

　彼女の出身地には卒業文集を書くという文化がない。だから、彼女はタタに直接願いを聞かれており『日本語、ペラペラ、なりたいです』と答えている。

　しかし、この願いはタタにより、言葉に秘められた本当の願いとして叶かなえられ、結果、サーシャ・リーフは弘ひろ橋はし高校の中でただ一人、異世界の人たちの言葉を理解できる存在になっていた。

　彼女の願いは言語知識の習得ではなく、相手と分かりあうことであった。

　弘ひろ橋はし高校の生徒たちに迫るのは、異世界の軍に所属する騎馬部隊。

　騎馬の集団が生徒たちの最後尾に到達したとき、教師が彼らに話し合いを求めた。英語教師が居たというのは、彼らの居る場所が地球上ではなかったと判明した今では悪い冗談にしか聞こえない。

　彼らがいったい、どのようにして意思の疎通を図ろうとしたのかは、今となっては知りようがない。彼らの言葉が異世界の人々にどのように通じたのか、彼らの態度や仕草が、異世界の文化で許容されうるものだったのか。それを知る当人たちはもう居ない。

　もし、異世界の言語を解するサーシャ・リーフが最後尾に居たのなら、と思わずにはいられない。

　サーシャの願いは言語の理解を深めたかっただけではなく、日本の友人と仲良くしたい、理解しあいたいという想おもいが根底にある。だとしたら、異世界の者たちとも理解しあえたのではないだろうか。

　もしかしたら、彼らに事情を説明し保護を求めていれば、これ以上の犠牲を出さずに済んだかもしれない。

　だが、この時点ではガルファガス王国の者たちにとって、弘ひろ橋はし高校の一行は、見慣れぬ格好をし軍隊さながらの隊列で行進をする不審者だったのだ。

　生徒たちに迫り来るのは国境警備を担当する優秀な騎士たちである。当然、隣接する国の言語を理解しているのだ。そんな騎馬軍団にすら理解できない言葉で話す教師や学生たちはいったいどれだけ奇妙に映ったことであろう。

　仕立ての良いい統一された衣服は、近隣の農民や難民には見えなかっただろう。同じ服を大量に用意できるほどの工業生産力は、異世界には存在しない。

　弘ひろ橋はし高校の生存者と騎士との間で、いったいどのようなやり取りがあったのか。

　目撃した者は「竹たけ田だ先生が話しかけていたけど無視して、魔法のような手段で一方的に攻撃してきた」と証言している。







[image: 三章：異世界人との接触]










　学生たちが逃走のために選んだ道は、先日Ａ組が発見した街道だ。彼らは騎馬軍団とは異なる道を選んだつもりだった。しかし、実は偵察飛行をしていた山やま田だが方角を誤認していた。

　もし迫り来る者たちと同じ街道だと分かっていたとしても、モンスターの潜む森に散り散りに逃げれば助かる可能性はなかったのだから、他に選択肢はなかったのかもしれない。

　彼らは二列に並んでいたので、仮に前の者と一メートル程度の距離を取っていたとしたら、３５０名を超える列は少なくとも百七十メートルに達する。森の中を移動した直後なので、全員が街道に出る頃には、列は間延びしていただろうし、クラス同士の間隔は空いていたはずだ。

　一行の先頭に位置していたＡ組が後方の異常に気づくまでに、若干の時間を要したと思われる。

「朝食った乾パンが腐ってたかも」

　小こ林ばやし尚なお人とが腹を押さえながら森の中に姿を消すのを何人かが目撃している。なお、同じ乾パンを食したのに腹を壊した者は他に居ない。

　異世界に来てから頻繁に腹痛を訴えるようになった彼が姿を消した直後、一行の最後尾に豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガが登場し、身を挺ていして三年生を護まもった。

　デファイザーは特撮ヒーローなので、番組の性質上、一対一の戦闘に特化した戦士だ。もし騎馬軍団に包囲されていたら不利な状況に陥っていたかもしれない。だが、幸い、森の中の街道では一対多になる状況はなかった。

　後に芝しば田た涼りよう子こが「異世界の騎士はどんな格好をしていたのか教えてほしい」と頼んだが、小こ林ばやしは「俺は見ていないから知らないよ。実はあのとき、腹の調子が悪くてずっと森の中に居たんだ」とごまかしている。

　その場に居合わせた池いけ田だ真ま由ゆはデファイザーの正体について本当に気づいていなかったらしく、小こ林ばやしに「よかったら使って」とポケットティッシュを渡している。

　池いけ田だの優しさが分かるエピソードである。小こ林ばやしも十分、池いけ田だの親切さを理解した。ティッシュのような消耗品がこれからの旅で貴重品になることは分かりきっている。

　だが、小こ林ばやしはこの親切を素直に受け取るわけにはいかなかった。彼は、親友の青あお木き洋ひろしが池いけ田だに片思いをしていることを知っている。部活に入っていない洋ひろしが池いけ田だを見るために体育館に足を運んでいたのを一番見ていたのは小こ林ばやしだから。小こ林ばやしはこのポケットティッシュを洋ひろしに渡した。小こ林ばやし経由とはいえ池いけ田だの私物を貰もらったので、洋ひろしは嬉うれしくてティッシュを使わずにずっと持ち続けた。

　騎馬軍団の襲撃に遭ったとき、一行の先頭に居たのは上うえ杉すぎである。

　教師の須す田だは生徒を危険に晒さらすわけにはいかないから自分が先頭に立つと主張したが、上うえ杉すぎが先頭は自分だと固持。

　指揮官である須す田だを危険に晒さらすわけにはいかない。ただでさえ、校長や学年主任など一部の教師への不満が生徒たちに広がっているのだから、生徒からの信頼厚い須す田だを失うわけにはいかなかったのだ。

　今いま井い春はる利としが次のように上うえ杉すぎを評していたのを、池いけ田だが記憶している。

「上うえ杉すぎ君が須す田だ先生を立てようとしているのはよく分かったよ。実際、僕たちは他のクラスと違って、須す田だ先生の下で結束できている。でも、上うえ杉すぎ君は、彼自身が先生と同じくらい信頼を集めていたことには気づいていないみたいだね。いつも自ら危険の中に飛び込んでいってた。頼りになったけど、何かあったときの損失は大きいんだから、彼にはあまり危険を冒してもらいたくないな」

　以上のことからも、一行の先頭に並んだ上うえ杉すぎと須す田だが十分な信頼を得ていた事実が分かる。

　二人が先行し、五十メートルほど距離を空けてからＡ組が後ろに続く。

　突如、先頭に居た二人に向かい、遠距離から魔力が迫る。

　背後に居る騎士の放った魔法だったが、これは洋ひろしの魔法による不可視の壁が防いだ。この防壁に魔法が命中するときの何かが破裂するような音を、上うえ杉すぎはライフルによる狙撃だと誤認した。

「みんな、道の端に寄って伏せろ！　狙撃兵が居る」

　叫び上うえ杉すぎは須す田だに飛びつくようにして身を伏せた。そして街道の端へと肘ひじで移動していく。Ａ組の生徒もただ事ではないと判断して、上うえ杉すぎに倣ならい、街道の端にしゃがみこんだ。

　洋ひろしはここで、自分の魔法であることを伏せたまま、念話、いわゆるテレパシー能力で上うえ杉すぎと須す田だに「今のは何者かが放った魔法です。二発目があったとしても僕の魔法防壁で防げます」と伝えている。

　洋ひろしは後方を親友の小こ林ばやしに任せて、自分は前方に意識を集中していた。正体を明かさないままの提案だったが、上うえ杉すぎと須す田だは聞き入れる。

　しばらくして一行は歩みを再開した。

　しかし、十分も経たたないうちに歩みを止めることになる。

　後ろを歩いていたはずの一年Ｂ組の姿が見えなくなってしまったのだ。森の中の街道で緩やかにカーブしていたのだから見落とすこともある。しかし、少し待ってみてもいっこうに追いついてこない。

　後列では襲撃に遭い、前へ前へと走っていたのだから、とっくに追いついていてもおかしくはない。だが、実際には距離が空いていた。

　これは列のかなり後方、三年Ａ組の辺りで転倒事故が発生していたためである。また、後列の者たちは前に向かって「走れ」「逃げろ」と叫んではいたが、前に居る者は事態を理解していないのだから、いきなり走り出しはしない。背後の様子を窺うかがおうとして逆に速度を落としたため、転倒事故に繫つながっている。

　さらに前方では、後方が騒がしいのを分かってはいたが、声はするけど何を言っているのかは聞き取れなかったので、やはり、危機感を持っていなかった。

　また、正常性バイアスも働いただろう。これは「自分は大丈夫だろう」という考えのことである。生徒の全員が「走れ」「逃げろ」と言われて、即座に危険を理解して走り出すことなど有り得ないのだ。

　実際、襲撃現場の直前に居たはずの三年Ｃ組の生徒は「馬のいななきみたいなのが聞こえたから、何かあったとは思ったけど、最初は襲われているとは思わなかった。殺されるって叫びながら森の中を走っている奴やつを見ても、馬が出たくらいで大げさだなって思ったくらい」と証言している。

　騎士の剣から放たれた雷撃が、教師を焼き焦がす場面を見た者だけが、真に危機を理解していたのだ。

　行進を開始したときに、パニックを恐れた校長が背後に迫った脅威を各クラスの教師に伝えなかったことも原因の一つとして挙げられる。

　こうした状況だったから、負傷者が１名も出ていないＡ組の行進速度に、重傷者を抱えた他クラスの足は追いつけなかったのだ。

　この時点での生存者は３７０名程度だと思われる。ここから一年Ａ組を除くと、約３４０名。

　前日の体育館に避難していたときの様子を聞く限り、誰かが背負うか担架に乗せなければならない者が５名程度、補助がなければ自力での歩行が困難な者10名。

　15名の移動を助けるために30名の補助が必要であり、これは実質的に45名が移動困難であったことを意味する。

　約８人に１人が移動困難という状況であれば、負傷者のいない一年Ａ組から他クラスが遅れるのは当然であった。

　彼らはＢ組が追いついてくるのを待つしかなかった。

　このとき、後方で起きている騒動を知らない池いけ田だ真ま由ゆは副担任の花はな井い二に個こと次のような会話をしている。

「先生、木が生えているっていうことは、ここが本当に異世界だったとしても、雨が降るってことですよね」

「そうね。でも今は晴れているから、心配しなくても良いと思うわ」

「森が有るんだから、きっとすぐ近くに大きな川が有るんですよね」

「そう、ね。屋上から西に山脈が有るのが見えたそうだから、もしかしたら川が有るかもしれませんね」

「じゃあ、遭難した人の体験談みたいに、水の流れる音で川を発見するなんてことが、あるかもしれないんですよね」

　ここで花はな井いは、池いけ田だが何を心配しているのか気づいた。

　水である。飲料水はもちろんのこと、手は遺体を片づける際に汚よごれてしまったままで、何より前日からシャワーすら浴びていない。学校には非常用の飲料水の備蓄はあったが、急な出発なので持ち出せていない。ほとんどの生徒が通学鞄かばんに思い思いの物を詰め込んで持ち出しただけである。

　休日をずっとパジャマのまま過ごすような花はな井いは平気でも、女子高生は一日でも汗を流せないのは辛つらいことだろう。花はな井いが列の先頭に行き相談を持ちかけたとき、ちょうど須す田だも上うえ杉すぎの提言を受けているところだった。また、この頃、小こ林ばやしの腹痛が治り、Ａ組の列に戻っている。

「我々は遠い目的と近い目標を定めなければなりません。最終的な目的が日本へ帰る手段の発見です。次に、近い目標として現在最優先にあるのが、飲料水の確保。食事は我慢するしかないでしょう。二日くらいは何とかなります。しかし、水を飲まずに行進を続ければ、一日と経たたずに脱水症状に陥り、我々の足は止まるでしょう」

「上うえ杉すぎ。お前は教師か何か、人に教える職業に向いているかもしれないなあ」

「いえ、自分は……。いえ、そうですね。生きて無事、日本に帰還できたら、これから生まれてくる若者たちを育てるのも面白いかもしれません」

　この発言に吉よし田だ順じゆん一いちは「死亡フラグ立てるな！」と突っ込みを入れて、沈みがちだったクラスメイトに、わずかに笑顔を取り戻させた。

　そして洋ひろしは親友の小こ林ばやしから「お前は帰ったら伝えたいことがあるって、池いけ田だに言っておけよ」とからかわれ「ナオこそ佐さ久く間まに言っておけよ」と返している。

　情報の連絡網が整っていたわけではないので、この時点でＡ組は三年生が騎馬部隊の襲撃に遭い犠牲を出していたことを知らない。小こ林ばやしだけは、おそらく彼の叶かなえた願いにより、仲間の危機に対する嗅きゆう覚かくが強くなっていたのだろう。

　先頭に居た上うえ杉すぎが当面の目標を、逃走ではなく飲料水の確保としていたことから、彼が追撃者の存在を知らなかったことが窺うかがえる。

　飛行能力者の山やま田だが得た上空からの情報が、司令部の判断ミスにより前線に届けられなかった痛恨の失敗だ。

　この日の夜、上うえ杉すぎが「自分が今朝のことを知っていれば、後方に残り仲間が逃げる時間を稼いだのに……」と悔やんでいるのを洋ひろしが見ている。

　洋ひろしは上うえ杉すぎに、自分の魔法で何ができるのかを伝え、どうやって活用すべきかを相談した。二人は次第に親しくなっていき、やがて上うえ杉すぎは、洋ひろしにとって高校でできた初めての友人となる。
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　ここで、卒業文集に面白い夢を書いた子を紹介したい。

　二年Ｃ組の姫ひめ宮みや栗り鼠す。小学生みたいな体格で、最小サイズの制服でも袖が余る子。

　騎馬部隊の襲撃があったとき、彼女はちょうど列の中央に居た。

　騎馬の指揮官は学生の行進を止めるため列の先頭に魔法を放ち、青あお木き洋ひろしに阻はばまれている。次に指揮官は列を止めるために拘束魔法を放った。かなり強力な攻撃だったようだが、不発に終わっている。

　この幸運はちょうど魔法の着弾地点に姫ひめ宮みや栗り鼠すが居たからではないか。生存者にどれだけインタビューを繰り返しても、他の理由は見当たらない。

　卒業文集で将来の夢の欄に『座ざ敷しき童わらし大好き』という、夢でも願いでもない文を書いた彼女が幸運を招き、魔法の不発に繫つながったのだと私は信じる。

　彼女は座ざ敷しき童わらしになっていたのだ。

　座ざ敷しき童わらしの能力所以ゆえんなのか幸運の範囲は狭かったようだが、姫ひめ宮みやの周辺に居た者は幾度となく危機を回避している。実際、二年Ｃ組はサバイバルに適した夢を叶かなえた者が少なかったのにも拘かかわらず、生還率は一年Ａ組に次いで高かった。

　姫ひめ宮みやは花を摘むために林の中に分け入り、偶然、湧き水を発見している。もっとも彼女は、水がどれだけ貴重なのかをよく理解していなかったので、自分の口を潤し手を洗うだけで、これをクラスメイトには教えなかった。別に意地悪をしたわけではない。林に分け入れば湧き水があるというのは、誰にでも当たり前に起きていることだと認識していたのだ。

　また、姫ひめ宮みやは腹を空かせば何ど処こからともなく果物や木の実を見つけてくる。

　もともと不思議な言動をする子だったので、初めのうちクラスメイト達たちは姫ひめ宮みやが見たことのない果物を食べているのを目撃しても、特に気にしなかった。けど、姫ひめ宮みやに食あたりをしている様子がなかったため、次第に同じものを口にするようになったという。

　三十日に及ぶ旅で、二年Ｃ組の生徒だけは、ほとんど飢餓に悩むことがなかった。食糧問題自体は別の生徒の夢によって解決するのだが、全員が常にその生徒と行動を共にしていたわけではないし、供給に時間を要していたため、常に食料が全生徒に行き渡っていたわけではない。

　そんな中、二年Ｃ組から少しずつ広がっていった食べられる植物の情報が、劣悪な食料状況を改善していたのは事実だろう。

　異世界の冒険では青あお木き洋ひろしや小こ林ばやし尚なお人とのような戦える能力を持った者の活躍ばかりが目立つが、実際には姫ひめ宮みやの例のように、見えないところで多くの生徒たちの夢が自らを助けていたのだ。
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　三年Ｂ組、山やま本もと太ふとし。体重九十キログラム。名前に見合った丸い頰ほおの大食漢であった。

　異世界で各クラスからつけられたあだ名は、山やま本もと神、あんおじさん、スープの鉄人、給食の人、おやっさんと多岐にわたる。誰からも愛された人気者だ。

　彼は将来の夢の欄に『あの大鍋が欲しい』と書いている。これでは将来の夢ではなく、サンタクロースに願う内容だし、鍋など欲ほつしてどうするのだろうという疑問が残る。

　しかし、文面からは読み取れないが、彼が願ったのはアーサー王伝説に登場するダグザの大鍋や、北欧神話に登場する大鍋エルドフリームニルであった。食料の入手が困難になる厳しい北国では、食料が無限に湧いてくる食器の伝説が多く存在する。

　山やま本もとは何いずれかの伝説を知っていたのだろう。

　大鍋からはイノシシやトナカイなどの獣肉を使ったスープが無限に湧いたそうだから、北欧神話から着想を得た可能性が高い。

　ただし、彼の願いにより食糧事情が良かったのかというと、そうとは限らない。

　彼の鍋から出てくるのは獣肉のスープだけだったし、北欧料理特有のよく言えば素材の味をとことん生かした、悪く言えばただ煮ただけの味気ないスープだった。

　また、生徒たちは食器を持っていなかった。弁当を持参していた生徒の弁当箱や箸を共有して、順番に使うしかない。

　大鍋は一つしかなかったので供給に時間がかかり、全校生徒が一度の食事に要する時間は三時間近くかかった。

　彼らがクラス単位で纏まとまり行動し続けられたのは、食器の数と供給速度の事情も関係していただろう。決まった時間に食事を共にするのなら、自然と人は親しん睦ぼくを深め行動を共にするようになるのだ。

　姫ひめ宮みやや山やま本もとの例からも分かるように、大人の常識では測れないような夢や願いを書いた生徒ほど、旅に貢献している。
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　ガルファガス王国の騎馬部隊から逃れた弘ひろ橋はし高校の一行は街道を南下していた。

　異世界の騎士はデファイザーΩオメガに阻はばまれた後、深追いはせずに一旦、後方に下がり態勢を立て直していた。

　生徒たちにとって幸運なことに、騎士の主任務は国境警備であり、そのときの任務は、前日の光の出所を調査することだ。追跡に回せる人員が限られている。

　国境警備隊は大部隊を動かすリスクは犯せないため、先まずは斥せつ候こう部隊による調査を試みていたのだ。

　やがて彼らは弘ひろ橋はし高校の校舎を発見する。

　四階建てコンクリート製の校舎は、部隊員だけで迂う闊かつに調査するわけにはいかず、国境警備責任者に報告して判断を仰がなければならなかった。

　責任者が到着してからの調査で、見知らぬ言語で書かれた大量の書物や、用途の想像すらできない道具が大量に発見される。

　体育館のような柱の無い巨大なホールなど、いったいどのような工法で建築されたのか、異世界人である彼らには想像すらできなかった。

　既に国境警備の責任者でも対処するには手に余り、彼は西部方面軍の将軍に報告する。さらに将軍は調査を開始すると、即座に、王都の軍本部に研究者の派遣を要請した。

　彼らの調査では最終的に弘ひろ橋はし高校は、対軍攻撃用の要よう塞さいという結論になっている。四階建ての窓全てに遠距離魔法の射撃手を配置して敵軍を一斉に攻撃する用途を想定したようだが、移動手段は解明できなかった。

　ここでの発見が後に生徒たちの命運を左右するのだが、両者共に、まだ予期しないことである。

　弘ひろ橋はし高校の校舎が異世界の者たちに無言のまま多くの謎を語り、生徒たちを逃がす時間を稼いでいたのだ。

　後方で状況がめまぐるしく変化していることを知らない弘ひろ橋はし高校の生徒にとって、異世界の行商人サザザックとの出会いは劇的な僥ぎよう倖こうであった。

　七月二十三日。騎馬の襲撃から二時間後。十四時二十分のことだ。

　五十メートルほど離れて先頭を行く上うえ杉すぎが、車輪の回転する音を聞き取った。彼は足を止めて腰を落とし、握り拳こぶしを上げて後方に合図を送る。Ａ組の生徒は街道から離れて木陰でしゃがみ、クラス一の俊足だった今いま井いが後方へ伝令として走り、Ｂ組の担任に隠れるように伝えた。朝の一件があったため、一応の連絡態勢はできていたのである。

　事前に決めてあった段取りではあったが、彼らは軍人になっていた上うえ杉すぎと異なり、素人しろうとだ。連絡態勢を提案した上うえ杉すぎですら予期していなかった失態を犯す。

　二年の学年主任が後方に向かってメガホンで「林の中に隠れろ」と大音量を放ったのだ。上うえ杉すぎがわざわざ足の速い者による伝令を用立てた意図を、学年主任は理解していなかったのだ。

　拡声された音はサザザックにも届く。

　サザザックは馬車を止め『誰か居るのか』と囁ささやいた。おそらくガタガタと五う月る蠅さい馬車に乗っていたため、ハッキリと聞こえたわけではなかったのだろう。

　サザザックは進むべきか引き返すべきか迷った。

　付近には食べられる植物が自生しているのだから、近隣の農民が採取に来ていたとしても不思議ではない。だが、そうした場合、魔よけの香木を粉にした物を撒まくはずだから、匂においがあるはずだ。馬車に使っている香木の匂においが強くて、農民の撒まいた粉の匂においが分からないのだろうか。

『おい、誰か居るのか』

　馬車の位置と、声をわずかに大きくした彼の緊張が、まさに絶妙だった。

　馬車が停止していたのはサーシャ・リーフの潜む位置までわずかに五メートル。弘ひろ橋はし高校でただ一人異世界の言葉を理解する少女が立ち上がった。

　サーシャの隣にいた芝しば田た涼りよう子こは鮮明に記憶していた。

「えーっとね。物音を立てないって決まりだったんだけど、蘇そ我がちゃんが『あいつ、何、言ってんの』ってつついてきたから、私は分かんないから首を振った。そうしたら、サーシャが『私分かる』って、いきなり立ち上がって、やー、ほんと、びっくり」

　サーシャは日記に「荷馬車に病気の女の子が乗っていました。その子がパパって囁ささやくのが聞こえたから、多分、悪い人じゃない。大丈夫って思いました」と書き残している。

　最初に姿を現したのがサーシャだったことが、サザザックの警戒をわずかに解いた。日本人が思い描いた異世界の住人は、ファンタジー映画やゲームのように、外見はほとんど白人であった。サザザックは、見慣れた容姿であり自分たちと同じ言語を話すのだから、サーシャが異世界人だとは夢にも思わなかっただろう。

　サーシャにとってもサザザックは、生まれ故郷で見慣れた近所のおじさんという印象だった。

「あの、驚かせてごめんなさい。私、ちょっと、困っていて」

　けど、サーシャは何を話せば良いのか分からないから、すぐに口ごもる。

　次に須す田だと上うえ杉すぎが姿を現し、サーシャに合流する。男２人が茂みから出てきたので、流石さすがにサザザックは再び警戒しかけたが、上うえ杉すぎの外見がドイツ軍人になっていたことも良いい方向に働いた。

　異世界にはテレビが無いし、地球のように船や航空機で海外に行けるわけではないので、外国人の存在に慣れていない。もし最初に姿を現したのが須す田だだけだったら、サザザックは警戒を強めてこの場を去っていたかもしれない。

　また、サザザックが行商人だったことも幸いだ。大半の人が戦争で住すみ処かを失わない限り村から出ずに一生を終えるような世界だから、異人種の存在すら知らない。しかし、各地を転々としている彼なら、商売先で異人種という概念を知っていたとしても不思議ではない。

　サーシャが通訳するという形で、須す田だがサザザックと話した。須す田だは警察のような組織の存在を尋ね、サザザックに助力を請こう。だが、一介の行商人に過ぎないサザザックには３５０名近い集団を保護する力はないし、半信半疑ではあったが、どうやら自分はとんでもない事態に巻き込まれつつあると思い始めた。

　それに、彼には急がなければならない理由があったから、須す田だの話を早々に打ち切ろうとする。

「サーシャが荷馬車の中を覗のぞき込こんで、何しているのかなって思ったら『誰か熱冷ましのお薬を持ってませんか』って言うの。そうしたら、神かみ谷やっちが『私持ってます』って。やー。神かみ谷やっち女神伝説の伏線って、ここにもあったんだね」と芝しば田たは当時のことを嬉うれしそうに話す。

　荷馬車には熱で苦しむ幼い少女が居た。ガルファガス王国の西部では流行はやり病やまいが蔓まん延えんしていて、幼い子は罹り患かんしたら助からない場合もあるそうだ。

　神かみ谷やが少女に薬を与えた際、彼女は手で熱を測った。『どんな病気や怪け我がでも触れただけで治せるような凄すごいお医者さんになりたい』という夢が叶かなっていた神かみ谷やは、少女の病気をあっという間に治してしまう。

　だが、彼女はまだ自分の能力に気づいていない。

　急に元気になって起き上がる少女を見て、生徒たちや神かみ谷や本人でさえ、薬があっという間に効いたと思い驚いた。だが、これを見たサザザックは違う。

　神かみ谷やが王宮に仕えるような、高い技術を持った魔法医だと勘違いしたのだ。

「可能な限りの礼はするし、何だって協力する。だから、私と一緒に来てくれ。彼女と同じ病に苦しむ人がたくさん居るんだ」

　サザザックの態度は急変する。

　異世界の情報や元の世界に戻る方法を知りたい須す田だは、要請に応じると即答した。校長や学年主任への報告は後回しにした。

　須す田だの立場では校長に報告し、指示を仰ぐべきだった。だが、須す田だはここで渋る様子をサザザックに見せて、せっかく摑つかみかけた好機を逸するわけにはいかないと判断したのだ。
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　ワジングの街はかつて水晶の採掘で発展した街だ。だが、魔術道具の進歩により、水晶の需要が下がると共に寂れていったという経緯がある。

　過疎化と高齢化が進んだ街にとって、幼子の病気を治してくれた者たちというのは、歓迎すべき客人であった。

　住む人の居なくなったいくつかの家屋は、すし詰めではあったが生徒たちのその日の宿になった。

　神かみ谷やと、応急処置程度の知識は備えていた松まつ谷たにの二人が、サザザックと共に村の病人を診てまわった。その間に点呼が行われ、ここで生存者の正確な人数が出ている。生徒３４２名、教職員33名の計３７５名である。

　教職員が街の代表と話し合いをするため大きな建物に消えた後、今いま井い春はる利としの提案で生徒の中に有益な夢や願いを叶かなえた者が居ないか、一斉調査が行われた。

　今いま井いの行動に対して川かわ谷たに洋よう一いちは「点数稼ぎでしょ」と否定的な意見を述べている。

　吉よし田だ順じゆん一いちも「女子に良いいところを見せたかったんじゃないの」心証は良くない。小こ林ばやし尚なお人とに至っては「将来の夢を確認した方が良いいって言ったの、ヒロだったんだけどね」不満を露あらわにした。

　その洋ひろしも同じように、今いま井いにはあまり良いい印象を抱かなかったようだ。もっとも洋ひろしは、池いけ田だが今いま井いを好きなのではと勘ぐっていたから、嫉しつ妬と心しんが多分に含まれている。

　今いま井いが洋ひろしの気持ちを知っていたかは不明だが、能力を聞いてまわる際に出席番号順に男女でペアを組むように指示している。その際に、洋ひろしが青あお木き洋よう子こと組むと紛らわしいので、池いけ田だと組むようにペアを入れ替えた。結果として、洋ひろしは池いけ田だ真ま由ゆと組み、一年Ｃ組へのヒアリングを担当することになる。

「池いけ田ださんと一緒に作業するのは嬉うれしかったけど……。なんか緊張しちゃって。ほとんど話せなかったと思う」

　しかし、洋ひろしと違って、池いけ田だは会話の内容を覚えていた。

「大変なことになっちゃったね。これからどうなるんだろうねって話したよ。そうしたらヒロ、顔を真っ赤にして、すっごく小さい声で──」

　池いけ田だは声を低くし『池いけ田ださんのことは俺が護まもるから』弟の口調を真ま似ねする。

「──って言ってくれた。その後あとさ、すっごい慌てて、もちろんクラスのみんなも護まもるって訂正してんの。すっごい、おかしかった」

　Ａ組のヒアリングにより戦略価値のある夢を叶かなえた生徒が３名、発見された。

　一年Ｃ組、野の分わき義よし仁ひと。眼鏡をかけた学年三位の優等生にして、コアなゲーマー。彼もまた「何でも願いが一つ叶かなうなら」という感覚で、卒業文集に将来の夢を書いている。

『トラベール使いたい』

　ファンタジーロールプレイングゲームに登場する移動魔法だ。一度訪れた経験のある村や街に一瞬で移動する効果がある。

　一旦街から出て、ワジングにトラベールしてみた。すると確かにワジングの入り口に移動できた。次に一年Ｃ組の生徒に協力してもらい、何人まで同道できるか試す。

　野の分わきを含めて８人が限度だった。これは、ゲームで仲間になる人数と一致している。もう一度試そうとしたら「マジックポイントが尽きた……」トラベールは発動しなかった。

　一度の食事で二回使用可能になり、同行できるのは８人までという制限があるが使い方によっては一行の旅を大きく楽にするだろう。

　なお、平均五キログラム、最大で二十キログラムも瘦やせる生徒が出た異世界の旅が終わったとき、野の分わきは魔法行使のために多数の食事を取るはめになり五キログラムも体重を増加させていた。

　次に、他のクラスを調査した者により、前述した山やま本もとの大鍋が判明し、食糧問題が一応解決する。

　女児向けアニメ『ラブリー！　フラワーリボン♪』の主人公ピュアタンポポに変身する者も判明した。一年Ｄ組、高たか橋はし裕ゆ美み。本人は否定し続けたが、ふわっふわん（犬のぬいぐるみのような謎生物）が「悪い奴やつらが現れたふわっ！　ピュアタンポポに変身だ！」などと言っている場面を、クラスメイトのほぼ全員が目撃している。

　飛びぬけて強烈な夢を抱いていた次の７名が居たから弘ひろ橋はし高校の生徒は、異世界での困難な旅路を乗り越えられたのだ。もし一人でも欠けていたら、生還者は大幅に減っていただろう。

　異世界最高峰の魔法使い青あお木き洋ひろし。

　豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガの小こ林ばやし尚なお人と。

　ピュアタンポポに変身する高たか橋はし裕ゆ美み。

　あらゆる言語を解するサーシャ・リーフ。

　無限の食料を生み出す山やま本もと太ふとし。

　瞬間移動魔法の野の分わき義よし仁ひと。

　飛行能力者の山やま田だ幸ゆき信のぶ。

　洋ひろしは能力を明かしたが、まだ池いけ田だ真ま由ゆのために常時多大な魔力を割いているため能力に制限がかかっていることを隠している。

　また、本来なら前述の７名に匹敵するほどの能力を持った神かみ谷や耀よう子こは夢の内容を「医者になりたい」と説明しているため、触れただけで治せるほどの能力だという認識は誰にもなかった。本人でさえ異世界の少女の病気を治したのは薬の効果だと思っているし、自分の手に治癒効果があるとしても、せいぜい熱冷まし程度だと思っている。

　しかし、ようやく、彼らは自分たちが生き延びるために、どんな能力を備えているのか把握できたのである。

　他にも部活動で日本一や大会優勝レベルの能力を得た者が判明し、料理人や医者などの職業も明らかになっている。技能を組み合わせて作戦を立てるための下準備ができたのだ。

　だが、残念なことに彼らの代表である校長に戦略眼はなく、若者のように柔軟な想像力もなかった。

　それに、ここで今いま井い春はる利としが大きな過あやまちを犯す。

　彼は自らの提案で集めた情報を吟味した上で前述した７名の価値を認め、特別待遇をしたらどうかと提案したのだ。

　彼らが万全の状態で能力を発揮できるように、水や食料を優先しようというのだ。

　今いま井いの狙いを「価値のある能力者を半数近い３人も抱えたＡ組自体を優遇することにあったのでは」と指摘する声が事件後に出ているが、真相は不明である。

　ただ、ある生徒は「一年Ａ組に水や食料とか、他にも色々と優先されていたと思う。今いま井いがＡ組の代表みたいに振る舞って、そうなるようにしていたんじゃないか」と疑問を呈している。

　今いま井いの提案を教師は認めた。

　結果として、前述した戦略的能力を持つ者たちは、食料を生み出し続けた山やま本もと以外、他の生徒たちから悪意ある言葉を何度かぶつけられることになる。

　青あお木き洋ひろしは、ある魔法が後に女子にとって非常に有益だと判断されたため、女子受けだけは良かったが、他クラスの男子からは妬ねたまれている。

　一行の最大の貢献者であるサーシャの通訳は、多くの生徒たちには目に見えた分かりやすい恩恵があったわけではない。日本に戻るための手がかりを聞き出した最大の貢献者だったにも拘かかわらずだ。

　物資が限られた中では集団の中で優先順位を作ることは仕方がないことである。特に野の分わきなどは、食事をしなければ魔法の使用回数が回復しないのだから、他の誰よりも食事を優先させるべきである。同様に、洋ひろしの魔法も体力が影響するし、小こ林ばやしだっていざというときに空腹のため戦えないなんて事態は避けなければならない。

　教師は待遇に差を付ける以上は、そういった意図をしっかりと説明し理解を求めなければならなかったのだ。

　だが、教師から全校生徒への説明はなかった。テストでクラス一番になればプリンを貰もらえた時代に育った教師たちと、運動会で手を繫つないでゴールしてきた生徒たちとでは、待遇の差に対する認識が大きくずれていたのである。

　頑張ったら良いい思いをするのが当たり前の世代と、みんな平等に扱ってもらうのが当たり前の世代とのジェネレーションギャップであった。




　　　　＊




　今いま井い春はる利としには、タタの魔法使いの関係者だった、魔法で操られていた、異世界の者と連絡を取り合っていた、タタの魔法使いが変身した姿だった、異世界がループしていて彼は二周以上していたという説や疑惑がある。

　異世界に到着した直後、彼は誰よりも迅速に行動を開始し、青あお木き洋ひろしたちに能力を隠すように指示したり、ワジングの街では逆に能力を明かしたり、他にもクラス内で率先してさまざまな提案をしており、旅をコントロールしようとしていた節がある。

　適切なタイミングで受け入れられる提案をし、逆に、受け入れられないような提案には拘こだわらずすぐに取り下げていた。

　闘う力を持っていなかった彼が、なぜ頻繁に旅の主導権を握ろうとしていたのか。単に委員長の責任感からなのか、仕切りたがりな性格がそうさせていたのか、何か真相があったのか、今では確かめようがない。




　　　　＊




　七月二十四日。異世界での三日目。

　朝、サーシャ・リーフの目は真っ赤に充血し、声はガラガラヘビのように嗄かれていた。普段口数の少ない彼女だったが前日は夜遅くまで通訳に従事していたのだ。

　彼女は言葉を理解することはできたが、異世界の文化を知らなかった。元の世界に戻る手がかりを聞いたとき、ワジングの長老は「上に居るタタに頼めば、何とかしてくれるかもしれない」と答えた。

　長老の語った内容は異世界では子供でも知っている常識であり、また御お伽とぎ噺ばなしでもある。「上に居るタタなら何とかしてくれる」というのは、日本人の感覚でいえば実在する神への神頼みに近い。

　しかし、サーシャは、この「上に居る」という言葉に含まれた意味が理解できなかったのだ。彼女たちが居たのは二階建ての二階なので、上に部屋は無い。彼女は空に島が浮かんでいるのかとぼんやりと想像した。

　移動手段が発達していない異世界では、大抵の人間は生まれ育った村で一生を終える。旅や長距離の移動をしない彼らは、東西南北という概念を持っていなかった。街ごとに何かしらのシンボルがあり、前、右、左、後で方向を区別していた。

　ワジングでは街の中心に有る噴水内の像が位置する場所を「前」として認識している。そして像が指差す方角が「上」であった。像は想像上のタタを模しており、三つ目の怪物という出いで立たち。実際のタタとは似ても似つかない代しろ物ものだ。

　長老は「上とはタタが頭を下げる所だ」と説明する。

　タタとは概念に近い意味合いが強い。神の代名詞でもあり、魔法使いを指す名前でもあり、タタの住まう山や土地の名前でもあった。これらを全てタタと表現し、彼らは文脈で使い分けている。「橋の端にある箸」という文は、音は全て「はし」だが意味が違うように、異世界の者たちは「タタはタタの頭を下げる方に有るタタに住む」という表現を使う。

　このように文化や風習が違うのだから、方角一つですら確認のためには時間を要した。

　異世界は測量技術もまだ進歩していないので、タタまでの距離も分からない。何日か何ヶ月を要するのかと尋ねても、答えは要領を得ない。異世界にも月は有ったが満ち欠けを理解していないため、満月や半月などを異なる存在だと認識していたのだ。

　地球と異世界とで似たような存在は多々あったのだが、馬を見たことのない者にシマウマの姿を説明するのが困難なように、ちょっとした例示を間違えるだけでも、すぐに誤解が生まれる。

　地球人と異世界人との会話は難航した。だが、難航はしたが、船は何もない海原から陸地を見つけ、確実に近寄っていった。サーシャが、外国人を理解するためには相手の文化への造ぞう詣けいを深めることが重要だと留学経験で知っていたのが大きい。

　サーシャが目の下に大きなくまを作って美人を台無しにしたかいがあって、彼らは望んでいた情報を手に入れられた。

「やー。まさか異世界に来てまで全校集会の朝礼をやるとは思ってなくて、ちょっとおかしかった。サーシャは居眠りしてたねー。ぐっすり。腋わきをくすぐっても起きなかったし。多分、誰も校長の長い話なんて聞いていなかったと思う。元の世界に戻れればそれで良いいんだから、異世界の事情とか、別に、どうでも良かった」

　どうでも良いいと芝しば田た涼りよう子こが思った情報には、次のようなことがある。

　彼らの居る場所がガルファガス王国の領内であること。王国は他国と同盟を結び、隣接するサングアーレン皇国との間で起こりうる戦争に備えていること。両国は数百年にわたり対立を続けている。３７０名もの集団が無害を訴えて保護を求めるのは難しい。ワジング街の長老が口添えしてくれたとしても、望みは薄い。

　かつて水晶採掘で栄えた富も、今は過去の栄光。ワジングは街という名前を持っていたとしても、王国政府からはほとんど忘れられた村に等しく、実際、そういった有あり様さまだから生徒たちは追っ手の目に留まらなかった可能性もある。

　財産がない者は国からの保護を得られないのだ。異世界では多くの国家が先軍政治を敷いており、人権という考えは広まっていない。一般市民の権利は少ない。

　ファンタジーゲームのように、戦う力を持つ者が権力を握る世界だったのだ。

　そして、最も知りたかった情報。

　元の世界に戻れるとしたら、北ほつ方ぽうに住まう「タタの魔法使い」に頼るしかないこと。

「やっぱなーって思った。あの世界に行ってから、魔力っていうか、視線みたいなものをずっと北の方から感じていたし。魔法使いになったから分かったんだけど、多分、その魔力は僕たちを異世界に連れ去った張本人だよ。魔法使いなんてのは僕みたいな奴やつのことであって、あいつはタタの魔法使いなんて言われていたけど、多分、神様みたいな存在だったんだと思う」

　青あお木き洋ひろしは薄々とではあるが北の方に何かあると感じていた。

　神に近いと思える感性は正しい。異世界では、「タタ」のように同じ言葉をつなげた二文字だけの短い名前を「二文字の繰り返し名」と呼び、特別扱いしている。

　タタの魔法使いが居る限り、異世界では名前に「タ」の文字を使うことが許されない。これは文化や風習というより、信仰に近いかたちで護まもられている。

　青あお木きと同じように、北に何かあると感じていた者が他にも居る。『占い師になりたい』と願っていた少女も、前日の時点でどうやったら日本に帰れるか占い、北という答えを出していた。ただ、これは少女が仲の良いい友人数名に教えただけで終わっている。彼女は他にも危険を予知する占いをして教師に告げたのだが、まともに聞いてもらえなかった。教師は少女が不安になっているだけだろうと判断してしまったのだ。

　このように、有効活用すべきだったが活躍の場が与えられなかった者は、他にも居たのかもしれない。将来の夢で『生物学者』と願った者の知識を借りれば旅は楽になっていたかもしれない。『私は未来人だ』という悪ふざけにしか思えない願いを書いた者すら、もしかしたら何かしらの未来アイテムを持っていたかもしれない。

『サラリーマン』という無難な将来を望んだ者でも、彼の商談テクニックで、もしかしたら異世界で商売を成功させられたかもしれない。青あお木きや小こ林ばやしすら超える、思わぬ活躍をしていた可能性だってある。なぜなら彼が望んだ将来像は、満員電車に揺られるごく平凡なサラリーマンではなく、きっと間近で見てきた頼れる父親であったり、ドラマで見た理不尽な社会に抵抗するしたたかさを持った男だったのだから。

　生徒たちが自分の夢を強く信じられたのなら、また、違った旅の結果があったのかもしれない。
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　目的地は判明した。だが、移動する手段がない。

　異世界には、大勢が一度に移動できる公共交通機関という仕組みがない。巨大なドラゴンに籠かごを吊つるした移動手段があるが、所有しているのは王族や軍のみである。

　パイロットや運転手になりたいという将来の夢を持った者が何人か居たが、乗り物が無ければ意味がない。

　一年Ａ組を先頭にして北を目指す旅が始まった。暫しばらくの間、サザザックが同行してくれた。

　移動を開始した初めのうち、一年Ａ組はまだこれといった被害がないからみな明るく、会話は多い。

　今いま井い春はる利としは先導するサザザックの馬車に乗った校長や教頭に聞こえないよう、上うえ杉すぎに囁ささやく。

「校長先生は言っちゃ悪いけど、あまり頼りにならないよ。上うえ杉すぎ君が居てくれて良かったよ。本当は上うえ杉すぎ君みたいな奴やつがみんなを仕切るべきだと思うな」

　上うえ杉すぎはこれに答えていない。

　仕方なく今いま井いは普段あまり会話したことのない江え田だ琢たく磨まに話しかけている。

　しかし、江え田だは意気消沈していたから会話は弾まない。彼は家に残してきた飼い犬が気になって仕方なかった。物心ついた頃からずっと一緒だった飼い犬のベスが、いよいよ老衰で危篤な状態だったのだ。

　彼らのやや後ろでは川かわ谷たに洋よう一いちが旅の困難さを予期していた。

「昨日、一緒にいられるかって叫んで出ていったのが何人か居たじゃん。あんな感じでみんなバラバラになっちゃうんじゃないの」

　列の中央では吉よし田だ順じゆん一いちが旅の失敗を予想していた。

「昨日襲ってきた奴やつらがまた来たらどうすんだよ。それに徒歩で、月の満ち欠け一回の距離って何さ。なに、何日なのそれ。え、地球と一緒って説明があった？　一ヶ月の距離を歩くなんて、無理でしょ。俺ら普通の学生だよ」

　Ａ組の末尾では、蘇そ我が蘭らんが街に残りたくて愚痴ったのを、副担任の花はな井いがやんわりと諫いさめている。

「ちょっと古いし汚かったけど、みんなが泊まれるだけの建物が有ったんだし、わざわざ別の場所に行かなくても良いんじゃないの？　あの街の人たち、ケチじゃね？」

「でも、ワジングの人に迷惑をかけるのは駄目ですよ。ずっとあそこで生活できるわけじゃありません。怪け我が人にんのために部屋を貸してくれた親切に感謝しましょう」

　彼らは自力歩行が困難な負傷者10名と教師２名を残している。野の分わき義よし仁ひとの移動魔法をあてにしての残留だ。

　何人かの生徒は、初日に多くの犠牲を出したことから校長のリーダーシップに不安を抱いていた。後に、負傷すらせず無事に帰還した校長や教頭を批判する声は多い。

　しかし、先に大人たちが全滅していれば指導者の不在になり、集団は崩壊してしまい、生還の望みはなくなっていただろうと擁よう護ごする声も多い。

　校長、教頭、学年主任、担任教師、生徒という順に命令をするトップダウンの支配体制は、集団が行動するためには必要だったのだ。

　もし校長や教頭が北へ進めと号令しなければ、生徒たちは何をすれば良いのか分からず、街に留とどまったり、思い思いに小グループを形成して離散したりしていただろう。教師という指揮官が居なければ、青あお木きやサーシャの居る一年Ａ組だけが仲の良いい者たちと協力して、自分たちだけ日本に帰還していたかもしれない。

　犠牲を出しつつも弘ひろ橋はし高校の生存者たちが一つに纏まとまっていたのは、やはり安やす井い校長という、トップの存在があったからこそだ。

　事実として、３７０名の生存者たちはクラスごとに纏まとまり、全体で一つの列になって北を目指して移動している。

　これは、彼らが日本の学校制度で育ったからできたことだ。

　外国人は日本で運動会の様子を見て驚きよう愕がくする。なぜ、日本の学生はこんなにも早く、しかも綺き麗れいに整列できるのか。どうしてみんな一斉に行動できるのか。行進曲と共に一糸乱れずに進む姿は、まるで軍隊だと。

　これはかつての日本で、いつでも学生を兵隊にできるように学校制度を整備したのが由来である。運動会は、軍隊を作るための基礎訓練を由来とする。

　運動会の行進はそのまま軍隊の行進で、種目の騎馬戦は軍事演習の一環だ。他に、馴な染じみのあるラジオ体操でさえ、元をただせば軍事教練だ。

　クラスで作る「班」という概念は、軍を構成する部隊の最小単位「班」と同一の概念である。複数の班が一つになって、クラスという小隊を形成する。小隊が複数集まり学年という中隊を形成し、中隊が大隊を形成する。

　弘ひろ橋はし高校の生徒たちは、基礎訓練を積んだ一個大隊に相当する集団だったのだ。

　彼らは、まだ自分たちの性質をよく理解していない。

　国による違いがわずかにあるとはいえ、異世界の軍隊は大きく騎士と兵士の二つに分かれる。先日、生徒たちを追尾したのが騎士だ。全軍の中で一パーセントに満たないエリート中のエリートだ。彼らは魔法が使えるし、十分な訓練を受けているし統制も取れている。

　そして騎士以外の、軍の大多数を占める兵士の中でも職業軍人は一割にも満たない。

　食料の生産に携わらない大集団を常設できるほど、彼らの農耕や畜産は発展していない。ましてや、農民に教育を施す余裕も制度もないし、権力者は市民が知識を得ることを嫌う。

　兵士の九十七パーセントが一般市民や農民であり、普段は商売や農業に従事しており、戦時になると徴兵されて軍務に就く。

　これらの事実は簡単に言えば、異世界の文明水準が「みんなで食べ物を生産しなければ生きていけない。子供に教育を受けさせる余裕なんてない」程度だったことを意味する。

　また、現代に残るヨーロッパの古いベッドや衣服などから、中世ヨーロッパに棲すんでいた民族が、総じて小柄だったことが分かっている。

　彼らの居るファンタジー世界の元になった場所に住む者は、結論として、背が低い人種で、栄養が足りないため瘦やせており、教育を受けていない者なのだ。

　弘ひろ橋はし高校男子生徒、平均身長百六十九・五センチ、体重六十キログラム。

　異世界の軍人、推定平均身長百六十二センチ、体重、わずか四十七キログラム。

　異世界の成人男性は、女子高生の平均値より五キロも軽いのが実情だ。

　異世界において、弘ひろ橋はし高校の生徒たちは高度な教育と栄養のある食事で育ち、最も統制のとれた一団であった。

　そして、体育という授業や部活動で常日頃から身体を鍛えており、運動会に備えて何時間も練習するような国は、地球でも日本の他に存在しない。

　国際交流で海外の学校や外国人学校の生徒を招いて運動会を共催しようとした試みは、多くある。だが、そのいずれも実現していない。

　外国人教師や留学生は、日本の体育や運動会の様子を見て、みな呆あきれて口を開く。

「こんな奴らに勝てるはずがない」

　スポーツや格闘技の頂に立つような世界では、人種の違いで日本人が手も足も出ない選手が大勢居るのは事実だ。

　しかし、一般の学生における運動能力の平均値で、日本に及ぶ国は存在しない。日本ほど食事、教育、運動が揃そろった国家など、地球にも異世界にも存在しないのだ。

　ガルファガス王国は初日以降、非常識な速度と持久力で移動し続ける生徒たちを完全に見失ってしまう。

　騎馬部隊のエリート集団を除けば、異世界には生徒たちに匹敵する速度で移動可能な集団など存在しないのだ。
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　話は弘ひろ橋はし高校が異世界に出現した夜に遡さかのぼる。生徒たちがモンスターに襲われていた惨劇の夜に、ガルファガス王国側で何が起きていたのか、後に明らかになったことを記す。

　王国の国境に存在するピオールネ砦とりでには、赤あか鋼はがね十じゆう字じ騎き士し団だんが駐留していた。夕暮れ時に、見張り櫓やぐらで警備を担当していた新入りの騎士が南方地平線の彼方かなたで、空が明るく染まっているのを発見した。

　その方角に街など存在しないはずだし、飯の煮炊きをする火がこうも目立つはずはない。彼が先月まで居た王都ですら、あれほど白く夜空を照らしはしていなかった。蠟ろう燭そくの灯あかりではない。いったい、アレは何だ。

　報告を受けた彼の上官に当たる騎士はまともに取り合わなかった。西域軍団長の訓令では軍事的緊張が高まっていると言われ続けてはいるが、過去三年間、何も異常は起きていないのだ。どうせ新入りの臆病ニックが、また恐怖で幻でも見たのだろう、そう判断した。

「やれ、砦とりでにモンスターが侵入しただの、死し霊りようが現れただの、いったい何度目だ。これだから貴族のボンボンは……」

　適当なモンスターでも討伐させて手柄を立てさせ、さっさと都に帰らせよう、そんなことを考えつつ、騎士長はまともに相手をしなかった。

　臆病ニックが三度目の報告をしたとき、ようやく騎士長ガルハードは見張り櫓やぐらに行き、南方の異常を知る。

　陽は完全に没していた。夜の森はモンスターが出没するため、調査は翌朝へ先送りになる。

　ガルハードは陽が昇ると、臆病ニック以下15名を引き連れ、前日の光を見たあたりへと向かった。

　街道を走ること数刻。

　ガルハードは前方の空に不審な点を発見した。遠見の魔法により、小さな影が人の形をしていることが判明する。味方の飛行能力者なら青いマントを着ているはずだ。あれは、敵国の偵察要員だろう。地形や街道を調査しているに違いない。

　未確認の飛行能力者は即撃墜が鉄則だ。ガルハードは部下に魔法で牽けん制せいするように命じる。もし味方であれば、右へ二回旋回し、敵意がないことを示すはずだ。

　だが、飛行能力者は一目散に降下を始めたのだ。敵だ。

　部下が血気に逸はやるなか、ガルハードは妙な気がしてならない。

「なぜ、あんなに目立つ上空を飛ぶのか。魔法防壁も張らずに、しかも単独で？　地形の調査なら旅人を装よそおった密偵を放つなり、夜間に偵察するなり、目立たないようにするものではないのか」

　暫しばらくしてガルハードは街道の先に不審な集団を発見する。集団の末尾には見慣れぬが仕立ての良いい服を着た、およそ武人とは思えない中年の男。

「魔術師だ」と彼は直感した。

　距離を詰めて確信する。

　首に飾り布を巻いているということは、呼吸をしていないということだ。つまり、死者を意味している。王都でも世を騒がしていると噂うわさになっていた、魔術師の中でも最悪の死し霊りよう魔術師。

　魔術師は必死の形相をし、聞き慣れぬ言葉で呪文を唱え始めた。

　騎士長が「おい、止やめろ」と叫んでいる。

　だが、彼は聞かない。禁呪を唱えようとする死し霊りよう魔術師を相手に、何を躊ちゆう躇ちよする必要があるのか。

　手柄を立ててやる。もう二度と臆病ニックなどとは呼ばせない。

　見習い騎士ニコラウスは集中させた魔力を雷に変換し、剣先から放った。

「止やめないか！」

　騎士長ガルハードはニックの腕を摑つかんで攻撃を中断させたが、既に中年の男、弘ひろ橋はし高校一年の学年主任だった竹たけ田だの表皮は炭化し煙を上げており、誰の目から見ても即死していた。隣にいた英語教師の斉さい田だも巻き添えを食らい、倒れて痙けい攣れんしている。

「おい、お前たち、ニコラウス騎士見習いを抑えておけ！」

　ガルハードは焦あせった。集団は怪しい格好をしているとはいえ、逃げ出したのは臆病ニックと似た年頃の子供ばかりだ。攻撃対象ではない。

　悲鳴をあげながら我先に前へ向かおうとしている。とてもではないが話をする状況ではないし、話し合いをしようとしていた者を既に殺してしまった。

　いつまでも途方に暮れているわけにはいかない。何とかして集団と意思の疎通を試みるしかない。

　不幸な誤解であった。

　ガルハードが一行の先頭に向かい放った、「話をしたい」という声を届ける魔法も、魔術の得意な部下に使わせた束そく縛ばくの魔法も、いずれも不発に終わった。

　訝いぶかしみながらもガルハードが馬を進めたとき、奇妙な甲かつ冑ちゆうを着た者が現れ剣も持たず素手で馬上に飛びかかってきた。

「待て。話し合いをしたい。止めるんだ！」

　剣で拳こぶしを弾いたが甲かつ冑ちゆうの騎士が肩からぶつかってきたため、ガルハードは落馬する。騎士長の窮地を救うため、他の騎士も戦闘に加わった。

　直後、さらに得体の知れない者が現れる。

　派手な黄色のコスチュームに身を包んだ少女、ピュアタンポポだ。

　教師の格好を死し霊りよう魔術師に、デファイザーを甲かつ冑ちゆうに誤認した騎士たちですら、ピュアタンポポの姿をカテゴライズできずに混乱した。
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　甲かつ冑ちゆうの者たちは、謎の集団が十分に距離を取るための時間稼ぎだったのだろう。半はん刻ときほどの戦いの後に、撤退している。

「名乗りもせずに攻撃してきたということは、騎士ではないのか。だが、あれほどの身軽にも拘かかわらず手てつ甲こうで私の剣を防ぐとなると、相当な魔法を付与した武具だろう。そのような物を、騎士ではない者が所有している。どういうことだ。それに何だったのだ。あの光り輝いていた子供は」

　ガルハードは部下の一人に集団の追跡を命じ、自分は本来の目的だった謎の発光現場の調査を再開する。

　彼は謎の集団を捕捉するのは容た易やすいと考えていた。仮に追跡に出した部下が見失ったとしても追跡は可能だ。数百名の集団の徒歩による移動速度などたかが知れている。それに、食事の跡や糞ふん尿にようなど勝手に目印を残していってくれるのだ。

　主要な街道に馬を走らせれば一日とかからずに見つかるだろう。森の中の街道ではなく、周囲の平原で遭遇すれば、先ほどの騎士に後れを取ることもない。

　ガルハードは部下に、管区内の主要な街に警備を強化することと、不審者を発見したら報告することを触れてまわるよう指示した。また別の部下には、主要な街道に検問を設けるよう命令すると、ガルハードの興味は謎の遺跡に移った。

　騎士長の判断は間違っていない。

　だが、結論から言うと、彼は謎の集団を完全に見失ってしまう。

　追跡していた彼の部下は途中で、何者かの魔法により昏こん倒とうしていた。

　とはいえ、あれだけの集団だ。いくらでも追跡する手段はある。

　食料を運ぶ別働隊が居るはずだが見つからない。となれば、近隣の村から強奪したのだろうか。なら、なぜ、村人から報告がない。

　食料を商人から買っているのだろうか。だが、推定される逃走先には、数百名の食料を用意し続けられるほどの大商人など居ないはずだ。

　交通の要衝になる街には触れを出したのだが、なぜ、見つからない。

　街道沿いに大便の山一つすら無いとは、どういうことだ。

　謎の集団は、いったい、何ど処こへ消えた。
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　異世界の騎士たちはワジングの街にも聞き込みに行っている。

　しかし、ワジングの人々は一切、弘ひろ橋はし高校の手がかりになるようなことは口にしなかった。街に残った弘ひろ橋はし高校の負傷者たちにも十分な看病をしてくれた。騎士に引き渡すこともない。

　行商人サザザックは、旅の途中まで同道し、生徒全員に行き渡る数ではなかったが、毛布や食料を譲ってくれた。道中では村や町に立ち寄り、必要な物資の入手に協力してくれた。

　聞けば、サザザックはワジングの街中から資金をかき集め、さらに商売仲間の伝つてを最大限に利用している。

　譲り受けた地図や毛布は中世ヨーロッパ程度の文明水準では随分と高価であっただろう。彼らが主食としていた麦を現代日本の米価に換算して推測する限り、地図は自動車が買えるほどの価値があり、毛布もスマートフォンに相当する高価な物だ。荷馬車で行商する稼ぎで気軽に分け与えられる物ではない。

　神かみ谷やが住人の流は行やり病を治療したとはいえ、得体の知れない異世界の旅人に、彼らはなぜ、ここまで親切にしてくれたのだろうか。

　教師が謝礼として譲ったわずかなタバコや筆記用具だけでは、到底、釣り合わないほどの好意である。高品質なノートやペンが、高額で取引できたのだろうか。

「いやあ、娘を魔法医に診せるためのお金が浮いたからね。それを少し使っただけだよ」

　サザザックは笑いながら教師に話していた。

　だが、これは違う。余計な遠慮をさせないための、彼なりの配慮だろう。

　道中の旅費を考慮しても、子供一人を魔法医へ診せるための費用は自動車を購入するほど高額にはならない。

　では、なぜか。

　異世界の人たちは日本人が忘れかけている一いち期ご一いち会えの精神を持っていたのだ。

　一いち期ご一いち会えとは、一度の出会いを大切にするという、茶道が発祥の言葉だ。

　異世界に電話や公共交通機関は存在しない。引越ししようにも、都市部に暮らすための居住権を得るためには田舎では稼げないほどのお金が要る。いつ戦争が起きたり、モンスターが襲ってきたりするか分からない。多くの人々が生まれた村で子を産み、死んでいく。そんな世界で旅人とは、二度と巡り会えない存在である。

　彼らは異世界の人たちとの出会いに喜び、感謝し、共に過ごした時間を大事に思ってくれていたのだ。そして、誰もが旅の無事を祈ってくれた。

　ワジングの街を発たつとき、生徒たちは「暇な近所の人が物珍しさで見に来たのだろう」程度にしか思っていなかった。

　だが、これは大きな間違いである。ワジングの人たちは麦の収穫を中断してまで、住人総出で見送ってくれていたのだ。

　旅から九日が過ぎ別れを告げるとき、サザザックは涙を流し、多くの教師や生徒の手を握り、ときに熱い抱ほう擁ようを交わした。

　優しい行商人との出会いは、まさに彼らにとって、異世界での最大の僥ぎよう倖こうであった。
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　弘ひろ橋はし高校の生徒に、旅で何が辛つらかったか聞けば、女子生徒はみんな口を揃そろえる。

「トイレが無かった」

　では、彼女たちはどうしていたのだろうか。

　インタビューに積極的に応じてくれた芝しば田た涼りよう子こでさえ「いやー。女子に、それを聞くのはさすがにどうかと思うわー」教えてくれない。

　ある男子は匿名を条件に次のように語っている。

「街道を外れて、女子が見えなくなるんじゃないかってくらい遠くまで集団で行ってさ、歌が聞こえてくるんだよ。何やってんだかって思ったけど、まあ、何をしているのかは分かっていたから、わざわざ口にして指摘する奴やつは居なかったよ。紙？　ノートを破って柔らかくなるまで揉もんでたよ」

　街道から外に向かって立ちションをする男子もいたが、さすがに、女子がすぐ隣にいる中で大便をするような者は居なかった。

　度胸のある奴やつでも、女子から一斉に批難されれば、遠くへ行くしかない。

　女子はしっかりと穴を掘って埋めていた。男子も、野ざらしにする者はごくわずかである。

　ドイツ軍人の上うえ杉すぎがシャベルを持っており、彼は蛸たこ壺つぼ（一人用の塹ざん壕ごう）を掘ることに慣れていたので「自分が隊に最も貢献したのが、まさかトイレ掘りだったとは」と青あお木きに嘆いている。

　彼らは公衆衛生が発達していない世界では、都でさえ少し路地裏に入れば道ばたに糞ふん尿にようが溜たまっていることなど、知りもしない。

　貴族がパーティーを開くような宮殿でさえ、庭園の隅に色々と転がっている。貴婦人のスカートが膨らんでいるのはパーティー中に、そのまましてしまうためだった。さらに、ハイヒールはアレを踏まないために生み出された物だ。

　異世界には床を二層構造にして下の層に水を流す仕組みもごく一部にあったが、そんなものを造れるのは、人工の水路やダムを造らせることができるほどの権力を持った王のみである。

　恥ずかしいという理由で排はい泄せつ物ぶつをわざわざ人目につかないところに埋める者がいるなど、彼らの追跡者は夢にも思わなかっただろう。

　狩人かりゆうどは姿の見えない獲物を追跡する際に、糞ふんや体毛などの痕こん跡せきを探す。だが、獲物の痕こん跡せきはわずかであった。追跡者は、それが数百人の移動した痕こん跡せきだとは思いもしない。

　たまに、ゴミをポイ捨てする者が居たが教師が𠮟しかりつけ、持ち歩くように指導した。自主的に他人のゴミを拾っていく生徒も居る。

　弘ひろ橋はし高校の者たちは、たまに遭遇する追跡者らしき者に、認識を阻害する魔法や眠らせる魔法を使うだけで、見事に逃げおおせたのだ。

　青あお木きの魔法で視力を強化した山やま田だ幸ゆき信のぶが上空から周囲を偵察すれば、異世界の住人との不用意な接触も避けることができた。荒れ地を避け、草丈の低い平地を進むこともできる。

　無理だ、疲れた、もう限界だと零こぼしながらも生徒たちはワジングを出た初日に三十キロメートルを、翌二日でさらに五十キロメートルを踏破した。

　ガルファガス王国で軍を指揮する者からしてみれば、俄にわかには信じられない距離である。

　途中で大貴族の領地を一つ越えているのだから、追跡の騎馬部隊は無断で通り過ぎるわけにもいかず、手続きのために時間を浪費している。

　彼らは日本の高校生について、何も知らない。

　生徒たちは武器や防具を持っていないため身軽だった。

　栄養のある食事を取り、体育という授業で基礎体力を身につけていた。

　全員が質の良いい靴を履いていた。貴族が着るような上等の衣服を纏まとっている。

　集合、整列、行進開始までわずか数分で成し遂げる練度だった。

　食料を運ぶための、足の遅い部隊など存在しないし、全員が入学直後のオリエンテーリングで一日かけて二十キロメートル踏破した経験がある。折り返し地点の公園でサッカーをするほど体力の有り余っている者さえ居た。

　足手まといにしかならないであろう腹の出た司令官でさえ、お遍路で一日三十キロメートル、数日かけて百キロメートル歩いた経験があるし、瘦やせこけた副司令官ですら日課で五キロメートルのウォーキングをしている。年老いた者ほど、遠くまで歩くことに慣れた集団である。

　異世界に来た直後こそ突然の事態に対処しきれなかったが、彼らはワジングの街を出る頃には、学校行事用のトランシーバーを教師に配布し連絡網を築き上げていた。青あお木きと山やま田だによる上空偵察や、スマホのカメラのズーム機能を使った遠距離偵察も行っている。時計により正確な時間を把握し、移動や休憩を効率よく行っていた。

　異世界の軍隊による包囲網は次第に広がっていったが、弘ひろ橋はし高校の生徒たちは常に包囲網の外に居た。
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　行商人サザザックから譲り受けた地図により、弘ひろ橋はし高校の教師は早い段階で目的地まで総距離三百キロメートル前後という予想を立てている。街道の分岐点から分岐点までに要する時間や歩数が分かれば、あとは地図の精度が高ければ、計算によって距離の予想は可能だ。

　実際、彼らの予測した三百キロメートルという距離は、スマホの歩数計機能の計測結果とも一致している。彼らは、ソーラー式の充電器を持っていたため、スマホや携帯を最終日まで使用し続けている。

　三百キロメートルという予想距離を聞いたとき、大抵の生徒たちは困惑した。

「三百キロメートルなんて言われてもよく分かんないし、絶対無理だと思った」

　中学時代に女子バスケ部の部長を務めた池いけ田だですら、距離を聞いただけで挫ざ折せつしかける。

「でも、須す田だ先生が、三百キロメートルは名古屋から東京までで、先生が中学生の頃、夏休みを使って徒歩で移動したことあるって言って、それなら何とかなるかもって気がした」

　体験談は貴重であった。

　ごく少数の生徒のみであれば、三百キロメートルの旅がどの程度の時間を要するのか、まるで想像できなかっただろう。

　彼らは全校集会を繰り返し、教師が旅の予定を説明したり、生徒が体験談を語ったりした。

　須す田だと同じように、名古屋から東京までの距離を歩いた者が居る。観光しながら歩いても一ヶ月かからなかったという。一ヶ月で九州を一周した者も居た。

「母を訪ねて三千里のマルコ少年は、一万二千キロを旅しています。みなさんより小さい子供が四十倍も旅したのだから、みなさんならきっと平気です。すぐにお母さんに会えますよ」

　音楽教師は生徒をこう励ました。懐なつかしのアニメ名場面のような特番で、作品タイトルと結末だけを知っていた一部の生徒は素直に信じたようだ。なお、マルコの移動距離の大半は船や汽車である。

　三百キロメートルはヨーロッパで例えるなら、フランスのパリを基点にして、ドイツやベルギーの国境に到達し、陸地が続いているのならイギリスのロンドンにも到達する距離だ。

　ただ、生徒たちは真まっ直すぐに進んだわけではないので、直線距離にすれば、二百キロメートル以下だっただろう。

　また、ファンタジーの世界観によるものなのだろうが、二百キロメートル北上した割には気候の変化が乏しかったことが、大勢の日記から明らかになっている。

　さらに、これは確証のないことだが、異世界は地球よりも重力が低く、酸素が濃かった可能性がある。身体が軽いと感じていた生徒は多いし、旅の疲労も翌朝にはほとんど回復していたそうだ。

　異世界には何かしらの歩きやすい要因があったのは確かだ。一部の運動が苦手な生徒が、靴くつ擦ずれによる足の怪け我がで歩けなくなったが、疲労が原因で旅を断念した運動部員は一人も居ない。

「川はむしろボーナスステージだったかな。別に異世界は暑くはなかったけど、お風ふ呂ろに入れなかったから。もう、川が有ったら兎とに角かく、突き進めって感じだった」

　楽しい思い出だったらしく、語るときの池いけ田だは笑顔を隠せない。

　生徒たちは橋を渡らずに川を泳いで渡っていたようだ。水泳による渡河は、追跡者の捜索を困難にしていただろう。学校で水泳の授業があり、国民の大半が泳げる国など世界に日本だけだ。外国では海軍の兵士ですら泳げない者が居るほどだ。異世界において泳げるのは、特殊任務に従事するごく一部の密偵のみである。

　いくら異世界の川がヨーロッパと同じように流れが緩やかだったとはいえ、まさかほぼ全員が水泳可能な数百名の存在など有り得ないのだから、ガルファガス王国の西域防衛の責任者は、橋に検問は設置したとしても、長い川の全てを監視体制になど入れるはずもない。

「大だい助すけ君は追跡をくらますために最初から川を移動するつもりだったよ。どうやって全校生徒を説得しようか悩んでた。ライフルで脅おどしてでも川を渡らせてやるって言ってた。冗談なのか本気なのか分からないけどね。でも、説得する必要はなかったよ」

　洋ひろしにとっても川は楽しい思い出だったようだ。役得に与あずかれたのだから、こと水に関わる話題になると、弟の声は大きくなる。

　大半の生徒にとっては、川を渡る障害は流れの強さや深さではなく、失しつ踪そう当日に水泳を予定していたクラスが四クラスのみだったので、水着が不足していたことと、水着の使い回しに抵抗があったことと、女子の着替えを覗のぞこうとする男子の存在であった。付け加えるなら、着衣のまま泳いだ場合に、服が透けて男子の視線が嫌らしかったことだ。

　橋の位置を知らないし遠回りをするのも面倒で「夏休み寸前だし泳ごう」と誰が言い出したのかは分からないが、彼らにとって川は泳いで渡るものになった。
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　洋ひろしが氷の魔法で橋を作ることもあったが時間当たりの交通量が低く、利用したのは一部の女子と泳げない者のみ。初めは大人数が渡れる橋を作ろうとしたのだが、川底まで水を凍らせてしまい橋の手前で川を氾はん濫らんさせる問題があった。仕方なく水面に小さくて頼りない橋を作るしかなかったのだ。

「最初の二日だけは追っ手から逃げるためにいっぱい歩いたんだけど、三日目くらいから休憩が増えたし割と余裕が出てきたかな。洋よう子こちゃんはけっこう辛つらそうだったけど、私はバスケ部の練習に比べればそれほどでもないし、歩くのは苦にならなかったなあ。なんか広い平原を歩いていて、すんごいのどかで、初日のモンスター騒動って何だったんだろうって」

　昼は上空偵察により、夜はサザザックから譲り受けた魔ま除よけの香木を焚たくことによりモンスター対策はできていた。

　異国文化に興味を持ったサーシャは、出会った人々から聞いたさまざまな情報を日記に書き残してくれている。

　魔ま除よけの道具は香木と呼ばれていたが、実際は古いモンスターの化石らしい。

　天然の物は地中や地層から発掘され、人工の物は木に特定のモンスターの体液などをかけて製造する。人工物の方が多く流通しているから、いつからか香木という名称が定着した。異世界では軍が討伐したモンスターで香木を作って安価で村々に支給しており、広く普及している道具だ。

　女子が使っていた制汗スプレーに魔ま除よけの効果があったとする説がある。初日の夜、女子の被害が少なかったことから誰かが気づいた。実験したところ確かにモンスターが嫌がって逃げていったそうだ。

　それでも戦闘が避けられない場面は、デファイザーや青あお木き洋ひろしが対処する。

「五日目くらいかな。火を吐くモンスターが襲ってきたの。平原を進んでいたら急に走ってきて。といっても見晴らしの良いいところで、電車みたいにでかかったから、すぐ気づいてヒロが対処に向かってった。あんとき、やっと、ヒロが本当に魔法使いなんだって分かった」

　池いけ田だの前で活躍したこのときのことを洋ひろしは次のように語っている。

「群れだったらやばいかもしれないけど、一匹だけだし。炎を吐いてきたから、僕が水を出す魔法で防いだんだけど……。それからがもう最悪で」

　洋ひろしは、口調だけは辛つらい出来事があったかのように落ち込んでいるけど、インタビューをしている私からは、思い出し笑いというか、思い出しにやけを必死にこらえているようにしか見えなかった。

「同じクラスの蘇そ我がさんが、シャワー代わりにするから、空に向かって水を出してよって言いだして、それから僕は女子のシャワー担当みたいになっちゃって」

　つまり、学校中の女子に水をかける役得に与あずかれたと。夏服だったから白いブラウスが透けて、目の保養になったと。

「違う。絶対、変なことはなかった。離れた位置から魔法使ったし、目隠しされたし。いや、そりゃ、一部のクラスは、そういうの途中から気にしなくなってたけど。特に学年が違うとぜんぜん気にしてなかったみたいだけど。僕のことそれこそ本当に噴水台くらいにしか思っていなかったみたいで色々と……。じゃなくて、これ、本には載せないでよ。池いけ田ださんに知られたら嫌われる」

　私は誰にも言わないと誓い、弟からさらなる話を聞きだした。

　池いけ田だをびしょ濡ぬれにして楽しかったか。

「はあ？　ちょっと、それ、事件を調査したいってのと関係ないでしょ。何なの、このインタビュー。事件を風化させないための聞き取りでしょ？」

　私はただ起きた事を記すよりも、当時の学生たちがいったいどんな思いだったのかを知りたいのだと弟を説得した。辛つらいばかりの旅ではなく、楽しいひと時もあったはずなのだ。恋愛を意識するような年頃の集団が、いったい旅でどんな感情を抱いていたのか、後世に伝えたいのだ。

「あー。いや、うん。そういうことなら……。正直に言うと、すっごい楽しかった。一クラス単位で集まってもらって離れた所から空に向かって水を出すんだけど、雨みたいになるときもあれば滝みたいになるときもあって、目隠しされてたけど、女子がきゃっきゃっ言うのは聞こえてた。パンツ脱げたとかブラ取れたとか、たまに、凄すごいこと言ってたよ。魔法でモンスターを撃退するとき以上に、何か、俺ってすげえ感を覚えた。僕が本気を出せば女子全員を裸にできるのかって考えてた。ラブコメハーレムの主人公になれそうって思ってたよ。ちょっとどうかしてた」

　私の弟は戦闘力ではなく、女子を濡ぬらすことにより万能感を抱いていたようだが、大丈夫なのだろうか。将来が少し不安になる。

　で、洋ひろしは透視や遠視の魔法が使えたんだから、目隠しも距離も、有って無いようなものだったと思うが、実際、どうだったのか。

「や、それは、池いけ田ださんに護身用の魔法を常時発動してて、水の魔法を使ってたから、目隠しを透視するだけで制限の三つめに達したから、遠見の魔法は使えな──。って、そんなことするわけないだろ」

　今更恥ずかしがるようなことじゃないだろうと私は説得を続ける。洋ひろしが私の部屋にあるエッチな本を隠れて見ていたことは知っているんだし。

　遠くから眺めた池いけ田だは、どうだった。

「……シャツが透けて、ブラジャーが見えて、やっぱ大きいなって……」

　ほう。やっぱ、ときたか。

「中学の頃から意識してたし、バスケのユニフォームって結構薄いし、首の回りが緩いし」

　女子に水をかけるのは楽しかったが、特に池いけ田ださん相手には興奮したと。

「だから、そういうことを……。いや、まあ、うん……。ヒロ、もっとかけてとか、もっとちょうだいとか、気持ち良いとか、すっごい可愛かわいい声で言ってさ……。やっぱ、色々と妄想しちゃうというか……。色々と大変な旅だったんだけど、シャワー担当になれたのが、けっこう頑張れた理由かも」

　ほう。

「後から池いけ田ださんが『ヒロありがと』って言ってくれて、それから結構色々と話しかけてくれるようになって、頑張ろうって気になった」

　池いけ田だの胸を意識する洋ひろしのエロさが弘ひろ橋はし生徒の旅に貢献していたとは、恐れいる。

　池いけ田だの他はどうだったのだろうか。一年Ａ組には可愛かわいい女子が揃そろっているのだ。

「神かみ谷やさんとサーシャがやっぱ、良かった。池いけ田ださんほどじゃないけど二人とも美人だし。男子の中では『和の神かみ谷やに洋サーシャ』っていう言葉もあるくらいだよ」

　なるほど。

　我が弟ながら、実に最低のクズ野郎だ。しかるべき制裁が要ると思うのだが、私はインタビューの内容を口外しないと誓ったので、残念ながら、こうして書きとどめるのみとする。また、三年生女子からは「シャワーの人に濡ぬれた下着を乾かしてもらった」という証言があったことも併せて、書き残すことにする。

　なお、インタビューに応じてくれた関係者には本著を送らせてもらう予定だ。

　特に、池いけ田だ真ま由ゆさんや当時の一年Ａ組の女子には、同窓会の前日までには必ず届くようにするつもりだ。

　名前は明かせないが他の男子生徒に「青あお木き洋ひろし、水で女子生徒を濡ぬらして喜ぶ」事件について確認した。さぞ、男子から羨うらやましがられたことだろう。

「それはまあ、羨うらやましかったけど、そこは、ほら、俺たち親友じゃん？　だからヒロには水シャワーする前に教えてもらって、予あらかじめ隠れておいてさ……」

　さぞ、良いい思いができたと。

「いや、それが、平原のど真ん中に不自然な茂みがあるってことで速攻ばれて、酷ひどい目に遭った。先生にも怒られて、あだ名がエロイザーになった……。佐さ久く間まに汚物を見るような目で見られたのが一番、厳しかった」

　旅は辛つらい障害ばかりではなく、楽しい時間もあったようだ。

　洋ひろしの魔法で何が可能か明らかになるにつれ、次第に新たな用途が見み出いだされていった。

　週に一度、男子生徒総出で丸一日を使って巨大な穴を掘り、そこに魔法で水を溜ためてから火で温め、温泉にして疲れを癒いやした。

　なお、労働したのだから先に入ると主張する男子に、女子は男子が入った後など絶対に嫌だと抵抗している。すぐに男子は「じゃあ、お先にどうぞ」と譲るのだが、今度は女子が自分たちの入った後のお湯に男子が入るのは絶対に嫌だと頑かたくなに主張。

　結果として、洋ひろしはお湯を張り替えるために再び魔法を使う羽目になった。

　二十五メートルプールに相当する水を作り、お湯になるまで温める火の魔法を使っても、洋ひろしは特に疲労や能力の限界を感じなかったのだから、彼の魔法能力の高さが窺うかがえる。

　彼らが作った温泉は後に住人に発見され、農地が無いのに貯水湖を作った者が居るという噂うわさになり、ガルファガス王国の騎士に届く。

　だが騎士は、まさに自分たちが追い求める者の手がかりだったが「そんなものは、どうでもいい」と無視してしまう。追跡されている者が、清潔にしたいという理由で温泉を掘っているなどとは思いもしない。

　異世界の者たちがモンスターとの戦闘の痕こん跡せきや、住人の目撃証言やさまざまな噂うわさの出所を地図上に並べれば一本の線になることに気づくまで、二十日近くを要した。

　弘ひろ橋はし高校の生徒たちは、日本に帰る手がかりを持つとされる、タタの魔法使いが住む山の目前に迫っていた。
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　さて、異世界に来た直後は何度か判断を誤る場面もあったが、それでも教師たちは大人として立派であった。

　彼らは旅の途中で授業を始めたのだ。三年生には受験対策を施し、一年二年には自然の中で生きた知識が教えられた。

　昼間、空に月を見つけた花はな井い二に個この口調は教室に居るときよりも砕けていて、彼女が大学を出たばかりの新米教師だということを生徒たちに実感させる。

「阿あ倍べの仲なか麻ま呂ろが詠よんだ『天あまの原はら、ふりさけみれば、春日かすがなる。三み笠かさの山に、いでし月かも』という歌があります。これは仲なか麻ま呂ろが唐とうの南、今で言うとベトナムのあたりに漂着してしまうんです。そして、遠い異国で空を見上げて、ああ、今見ているあの月は、昔、故郷で見た月と同じだなあと懐なつかしんだのです。みんなが見上げている月も、日本で見た月かもしれませんね」

「せんせー。ここ異世界だから、あの月は違うと思いまーす」

「そうですね。でも……。それはまだ分からないことです。何でも先入観だけで考えては駄目ですよ。先生が昔見た映画では、宇宙船が辿たどりついた惑星が実は未来の地球でした。ここが、日本の可能性だってあるんですよ」

　花はな井いは、現実を理解できていなかったわけではない。生徒たちに比べて漫画やゲームの知識が乏しいから、ファンタジー世界に適応できていなかったわけでもない。

　彼女は異世界に来るくらい不思議なことを受け入れられるのなら、地球が異世界になってしまうような可能性だって否定してはいけないと教えたかったのだ。

　青空教室は教師や生徒の気分を開放的にしていた。

「他に月に纏まつわる逸話を紹介します。『吾わが輩はいは猫である』や『坊ぼっちゃん』で有名な夏なつ目め漱そう石せきが英語教師をしていたときのことです。ある生徒が『I love you.』を『我、君を愛す』と訳したんです。そうしたら漱そう石せきは、日本人はそんなことを言いません。『月が綺き麗れいですね』にしなさいと言ったそうです。男子生徒の皆さんは告白するときに使ってください。女子の皆さんは、好意を受け入れる場合は『死んでもいいわ』と言いましょう」

　お調子者の雰囲気イケメン吉よし田だ順じゆん一いちが手を上げた。

「せんせー。質問いいですかー」

「はい。どうぞ」

「月が綺き麗れいですね」

「今は曇りだから月は見えないわ」

　生徒たちの笑いを誘い、吉よし田だも「えー」と陽気にすねた素そ振ぶりを見せる。

「でも、どんなに曇りの日でも、先生から、みんなの顔は見えていますよ」
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　雲ひとつ無い快晴の日の出来事であった。温暖な気候に恵まれ、道中は快適だった。

　美術教師の講義は、モチーフがより身近になった異世界で実に生徒たちの興味を引く。

「動物を描くときは、その骨格を想像してください。また、どうして彼らが、そのような姿をしているのか、よく観察してください。獲物を追いかける生き物は、しっかり前を見るために、目が顔の中央に寄っています。飛び掛かって嚙かみつけるように口や首は短いですね。捕食される側の動物は逃げるために足の筋肉が発達しているし長いです。でも草を食べたいので首は長いです。周囲をしっかり警戒できるように、目は顔の横にあります」

　動物は進化や淘とう汰たの過程で、なるべくしてその姿を得たのだ。ライオンのような狩りをする動物は強くなければ、過酷な自然では生き残れない。馬やガゼルのような草食動物は逃げるための脚力が必須であった。

　講義の内容は異世界の生物にも当てはまっており、生徒たちは異世界の動物や異形のモンスターの中にも、危険なものと比較的安全なものが居ることを理解した。

　理科教師は自然を利用して飲用水を得る手段を教え、体育教師は有益な願いを実現させていた男子生徒を集めて独力で弱いモンスターくらいは対処できるように特訓を指導する。

　当初は統率力を疑われた校長や教頭も自らの足で歩き健脚を披露するうちに、次第に信頼を取り戻したようだ。彼らがお遍路やウォーキングで身につけた疲れにくい歩き方や荷物の持ち方は、随分と生徒たちの旅に貢献した。

　年をとり地位や富を得た者は次第に保守的になっていく。しかし、それらが何の役にも立たない異世界に来てしまえば、彼らはただの歳としをとった人間だった。

　しかし、歳としとは経験の積み重ねである。失敗や挫ざ折せつを繰り返してきた者ほど、転んだときの立ち上がり方に詳しい。

　安やす井い巌いわお校長、五十七歳。巨人の星やタイガーマスクを見て育った世代である。王おう貞さだ治はる、長なが嶋しま茂しげ雄お、ジャイアント馬ば場ばやアントニオ猪いの木き、かつて偉大な男たちに憧れた少年の根底に流れていたのは、根性と努力であった。

　一行の先頭付近を歩いていた一年Ａ組の岡おか村むら愛あいは笑みを零こぼす。

「校長がさー。歩け歩けーとか、だらだらするなーとか五う月る蠅さくて、最初、すげーウゼーって思った。こっちは何十キロも歩いて疲れているのにさー。だんだんみんな疲労で限界って感じだったのに、校長はいつまでも元気で、えー、なにそれって感じジャン。腹が出たおっさんなのに」

　同じくＡ組の縫ぬい口ぐち美々びゆーていも校長を悪く言ってはいるが、時折、思い出し笑いを堪こらえられなくなる。

「ほとんど嫌みで『絶好調ですね』って言ったんだけど『校長、絶好調！』ってヤバイくらい満面の笑みで返されてもう、なんていうか、ヤバイ。うわー、だよね。私が『寒っ』て言ったら、カツラとって『これで暖まりなさい』って、何その渾こん身しんのギャグ。まじヤバイ」

　列の中央に居た二年生の女子生徒が語るときも、やはり笑顔だ。

「歌が始まったのって、校長だよ。いきなり校長が校歌を歌い始めてさ、最初は誰も歌わないんだけど、教師が歌いだして、それから男子が調子に乗って一緒になって。で、そんなこんなで女子も歌うようになって、最終的にはトイレタイムのときに歌うのが当たり前になってた」

　彼女たちの発言から、校長が一行の先頭から末尾まで行ったり来たりして生徒の様子を窺うかがっていた姿が浮かび上がってくる。

　このように、後に生存者の親たちから多くの批判を浴びた教師だが、当時を語る生徒からは好感や信頼を得ていたことが分かる。

「体育館で二年生の先輩が、家庭科室で作った料理を教師に取られたって騒いだことがあるんですよ。私、私物の楽器が部室に置いてあるから取りに行こうとして、見たんですよ。理科室に校長が入っていくの。遺体が何体か有って……。肉じゃがか煮物か知らないけど、食べ物をお供えしていました。だから、教師が自分たちで食べてたってことはないんじゃないかな」

　こういった話が少しずつ生徒の間で噂うわさになり、いつしか教師たちへの不信は減っていった。
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　彼らは森を迂う回かいし、モンスターが多く生息する地を避けて進んだ。だが、どうしても危険な場所を避けては進めないときもある。

「うちのクラスの林はやし田だ君のアイデアなんだけどね、危険なところに行く前日は僕かナオが先に進むの。で、何ヶ所かに録画モードのスマホと食べ物を置いておくの。そうやって夜の間に録画した映像に危険がないか探ってた。本当は何日間か時間をかけた方がいいみたいなんだけど、一日でも結構、やばそうな所とか分かったよ。電話できないのにスマホ、すっごい役に立った」

　生存者たちは一部の能力者に頼り切ることなく、自分たちの知恵や道具を有効活用していた。

　旅が始まって十五日が過ぎた八月六日。彼らは川を挟む渓谷に到達する。

　一年Ａ組の後列で草笛を吹いていた蘇そ我がが不意に呟つぶやいた。

「あれ。もしかして、これ、左の山の方に進んでる？　あっちは行っちゃ駄目なんじゃないの？」

「んー。どしてさ？」

「うち、フランスとかオーストリアとかよく家族で旅行するんだけどさ」

「サーシャえもーん。蘇そ我がっちがセレブ自慢してくるよー」

「ぱっぱらー。異世界のお花ー。ほら、涼りよう子こちゃん、私たち、もっと遠くまで来てますよ」

「いや、真面目な話なんだけどさー。ほら、あの山の斜面、あれって葡ぶ萄どう畑ばたけでしょ。すぐ近くに村があってワイン作りしているんじゃないの。サーシャも見たことあるでしょ？」

「私の地元には葡ぶ萄どう畑ばたけは無かったよ。外国には行ったことないから見たことないかな」

「え。イギリスに住んでいるのにフランスやイタリアとか行かないの？」

「あの、それ、日本人なら韓国や中国に旅行に行くのが当たり前って言っているようなものですよ」

　蘇そ我がの推測は当たっていた。

　彼らが居た地点はワインの産地として有名であり、もう少し近づいていれば、生徒たちは近隣住人の目にするところとなっていただろう。

　蘇そ我がの進言により一行は停止し、山やま本もとが上空から街を見つける。そして、サーシャ、上うえ杉すぎ、須す田だの３名のみが先行して街に向かう。そこで情報の収集とわずかばかりではあったが食料や消耗品を手に入れた。

　一行は街と川を挟んだ位置で野営することになった。

　この日の夜を一年Ａ組の菊きく地ち未み来らいと縫ぬい口ぐち美々びゆーていは次のように語っている。

「夜になったら山の方から歌が聞こえてくるの。すっごい楽しそうに騒いでいる声だった。多分、豊作を感謝した祭りだろうって須す田だ先生が言ってた」

「本当は騒いだらいけないことになってたんだけど、歌が止やんだタイミングで、ばかやしとあほだ（筆者注：一年Ａ組の小こ林ばやし尚なお人とと吉よし田だ順じゆん一いち）が山に向かってブラボーって叫んで拍手したんだよ。そうしたら、向こうから返事があって、サーシャ曰いわく、お前たちも何か歌えって」

「そうそう。で、サーシャちゃんに異世界の言葉で何か歌ってってみんなが頼むんだけど、恥ずかしいから無理って。そうしたら、蘇そ我がさんがいきなり外国語で歌いだした。みんな驚いていた。後から聞いたんだけど、あれ、ドイツ語だって」

「ね。しかも上う手まいし。蘇そ我がさん、ハイスペックだよね。何でもできるし。授業中ずっと寝てるくせして学年一位。一回だけ本気で走っているところ見たことあるんだけど、陸上部の私より速いよ。メロンパンの移動販売する車を追いかけて、メロンパーンって叫んでて。私、あれ見て、短距離やめて中距離に転向しようかなって思った」

「あの頃って、伸び悩んでたよね。でも、異世界に行ったら調子を取り戻したよね」

「うん。あそこって身体が軽かったし。それに、夜は優秀なマネージャーがマッサージしてくれたし、二十四時間態勢のサポートだったからね」

「もっと感謝するが良よいぞよ」

　二人は陸上部で、縫ぬい口ぐち美々びゆーていは短距離の選手、菊きく地ち未み来らいはマネージャーを務めていた。

「あ。話、戻しますね。あの夜は、異世界の人と交互に歌ってました。うちのクラスの岡おか村むらさん、いかにもって感じのアイドルになってて、歌は下手なんだけど、男子が凄すごく盛り上がってた。他のクラスにも、歌手とかアイドルになってた子がけっこう多くて、上手な子もたくさん居たよね」

「ね。反対の山から叫び声と、木か何かを叩たたいているような音が聞こえてきて、うちら、異世界の人とコミュニケーション取れてる、ヤバイって思った」

「ね、ヤバかったね。まさに異文化交流」

「未み来らいも歌えば良かったじゃん。声優になってたんだし」

「美み々みちゃん、無茶言わないでよ。二年の先輩に凄すごいの居たでしょ。あれの後に歌うの絶対無理だよ」

「ああ、あの先輩。ヤバイね。動物の骨か何かで木琴や笛みたいなのを作って演奏していた男子。歌の上う手まい女子と一緒に、オリジナルソング作ってた。ヤバイくらい良いい歌で、泣けた。草原の風は、僕らの口笛を家族に届けてくれるだろうかってやつ。ヤバイ。うちのクラスも、エロシャワ（筆者注：私の弟のこと）とかばかやしみたいなのより、ああいう人に居てほしかった」

「うん。あれね。あれはヤバかった。泣いた。しかもあのとき『一人一口だぞ』って、ワインの瓶が回ってきた。村に行った人たちが買ってきたんだって。『保護者には内緒だ』とか『地元の産業を学習しているから勉強だ』とか、須す田だ先生、そんな言い訳してた」

「葡ぶ萄どうジュースみたいで美お味いしかったよね。知ったかぶったあほだが『この芳ほう醇じゆんな香りは五十年物のダージリンに似ている』とか言ってたけど、ダージリンって、紅茶でしょ」

「サーシャちゃん、たった一口なのにヤバイくらいおでこ真っ赤だった。蘇そ我がさんを正座させて、英語で怒ってたね」

「あのサーシャが怒るって、何さ」

「蘇そ我がさん、そっちのケがあるからアルコールが入ったノリと勢いでサーシャちゃんに抱きついたらしいよ」

「みんな、寒いときって仲の良い子と抱き合って寝るのがあたりまえになってたでしょ。未み来らいだって私と激しく温ぬくもりを求め合った夜があったじゃん」

「美み々みちゃん、そういう言い方するくせして、鈍い。分かってない。そういう女子同士の仲良しとは、違うやつだよ」

「えー。なになに、どういうこと。私が未み来らいのこと好きなのと、何か違うの」

「ほら、鈍い。その好きと、私の美み々みちゃんが好きっていう好きは、違うんだよ」

　旅の十日目から二十日目までは多くの生徒が楽しい思い出を残していた。

　度胸試しのために危険なモンスターに近づいた生徒が２名負傷したことを除けば、旅は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんであった。
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　生徒たちの旅が順調に進む中、彼らのいるガルファガス王国ではいったい何が起きていたのか。後に明らかになったことを記す。

　王都から弘ひろ橋はし高校の校舎に派遣された研究者は、教室に有った教科書や図書室に有った本を見た瞬間「神々が作り出した道具に違いない」国王へ上奏すべきだと判断した。

　調査すること自体が畏おそれ多く、禁忌に触れてしまう。異世界には写真が無く、印刷技術は版式なので、彼らが目にした本は常識の範はん疇ちゆうを超えていたのだ。

　研究者たちは地図や写真の豊富な本を選び、飛行魔法の使い手に王都へ届けさせた。

　そして、弘ひろ橋はし高校の存在はガルファガス国王の知るところになる。

　異世界の本は国王や宮廷魔術師たちを驚きよう愕がくさせた。

　紙は光にかざせば透けるほどの薄さだというのに、破れにくく、ムラがなく雲のように白い。

　あまりにも精せい緻ちで、真実を映し出したかのような写真を見たとき、国王は相談役でもある魔術師に「これは、いったいどのような魔法で離れた地の像を結び付けているのか。お前の魔法で可能なのか」と震える声で尋ねた。

　王宮最高の能力を持つ老魔術師は遠くの様子を鏡や水面に映すことはできても、このような薄い紙に映し続けることなどできない。

　それに、報告が真実であれば、このような書物が数万も存在するというのだ。

　さらに全く同じ物が複数存在しているとしか思えないような書物もあった。それは何の変哲もないただの教科書に過ぎないのだが、まだ初期の印刷技術しか持たない彼らからしてみれば、魔法による複製としか思えなかったのだ。

　老魔術師は届けられた数冊の本を見た後、地図帳を手にすると長く蓄えた髭ひげを摩さすりながら国王に「私がこれを作ろうとしたら、この髭ひげを切り落とし、再び生はえ揃そろうまでの時間を費やすでしょう」と己の限界を告げた。

　言語学者は文字の種類や本に使われた単語数から、ガルファガス王国よりも本を記した者たちの文化水準が高いことを推測したが、おいそれと口にするわけにもいかず、沈黙した。

　航空写真や世界地図は軍を預かる者を戦せん慄りつさせる。飛行魔法の熟練者ですら到達困難なほどの高度から、地形や街道の様子を繊細に描き出しているのだ。このような地図を作る技術を持った者が居るのなら、我が国の地形や主要な街道、砦とりでの配置は既に知られている。

　国王は厳重なかん口こう令れいを敷くと共に、謎の建造物周辺で目撃されたという集団の捕獲命令を下した。

　国家の防衛や科学の常識を根底から覆くつがえすような知識を持った者を、一人たりとも見逃すわけにはいかない。

　建国以来未み曾ぞ有うの非常事態である。国内の、王に忠誠を誓う全ての貴族と騎士に捜索命令が出された。

　八月時点で弘ひろ橋はし高校に最も迫っていたのは、ガルハード率いる二十騎の部隊である。いずれも魔法を使い、単騎でモンスターの群れを撃退できるほどの猛も者さたちだ。

　ガルハードは異世界で最初に弘ひろ橋はし高校に触れ、彼らが人知を超えた存在であることを知った。そして、一つ一つは無関係に見えていた情報を少しずつ整理していき、謎の集団の目的地を推測していく。

　タタの関係者だ。

　あのような超常の文明を持つ者であれば、間違いなくタタと関係している。ガルハードは弘ひろ橋はし高校の目的地を見抜き、昼夜を問わずに馬を走らせた。

　半ば独断専行のような形で最前線に居たガルハードの下には「必ず生きたまま捕まえろ。殺してはならん」という国王からの厳命は間に合わなかった。

　ガルハードは十五日目前後に弘ひろ橋はし高校の一行を追い越している。

　そして、北ほつ方ぽうを目指すには避けて通れない川の橋に陣取った。幅五十メートル、水深三メートル、徒歩による渡河は不可能である。

　だが、まさか異世界の者が夏休み間近の浮かれ気分で川を泳いで渡っていたなど、知る由よしもなかった。
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　八月十五日。

　小国であればとっくに横断できたであろう三百キロメートルを進んだ弘ひろ橋はし高校の一行は、二十五日目にして、ついに目的地であるタタの住まう山の麓ふもとに辿たどりついた。

　それまでは見通しの良いい平原が続いたので、襲撃があったとしても少数の能力者で対応ができた。しかし、山の裾すそ野のに広がる森の木陰にモンスターが潜んでいたら、ごく一握りの戦闘能力者だけでは生徒たちを護まもりきれない。

「多分、というか、完全に油断していたんだと思う。旅が順調に進んでいたから。それまでに戦ったモンスターはせいぜい五匹程度の群れで、ゲームだって一度の戦闘で戦うのはそれくらい。今思うと、最初に僕がガルファガス王国の騎士と戦っていれば良かった気がする。あんなに強い騎士団が居るのにモンスターが居るってことは、生息数が多いとか繁殖力が強いとか、何か理由があったはずなのに、そんなこと思いもしなかった」

　青あお木き洋ひろしなりに整理した内容だけが全てではない。

　彼らが踏み入った山岳地帯はタタの魔法使いの居所に近いため、何ど処この国の領土でもなかったのだ。人類がタタを畏い怖ふし北ほつ方ぽうに近づかないため、頭の働くモンスターは安全地帯であることを知っている。

　タタと呼ばれる山より北ほつ方ぽうは未開の土地になっており、サザザックの地図にも記されていない。

　森に潜むのは、いわゆるゴブリンである。人型をしており、成体でもせいぜい人間の子供くらいの身長である。浅黒く爬は虫ちゆう類るいのように厚い肌を持ち、手が長く足は短い。目が大きく、まばらな頭髪は縮れており、粗野で凶暴ではあるが多少の知性を持っている。亜人種のモンスターは徒党を組み山岳地帯に暮らしていた。モンスターや動物を狩ったり、時折、人の街から強奪したりしている。

　異世界は、狩猟を主とする亜人種のモンスターから、農耕を主とする人類へと支配者が変わりゆく過渡期であった。これは、狩猟を主にしていた先住民族が、農耕で文明を築いた欧米諸国に駆逐されていった経緯と似ている。

　亜人種のモンスター達たちは急速に勢力を拡大する人類に恐怖し、敵視していた。ゴブリンにとって弘ひろ橋はし高校の生徒たちは、世界に変化をもたらし自分たちを殲せん滅めつしようとする悪鬼共の尖せん兵ぺいであった。ゴブリンは種族の生存圏を護まもるために、総力をあげて弘ひろ橋はし高校を迎え撃つ。

　日本に帰るための術すべを知っているであろうタタの魔法使いは山の頂に居る。だが、その麓ふもとには、千を超えるゴブリンが生息していた。

　距離にして残りわずか数キロメートルしかない。

　生徒たちの旅は終点を目前にして、亜人種の大軍による襲撃という最大の難関を迎えようとしていた。
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　地平線の彼方かなたにうっすらと巨大な山が見え始めた頃から、誰もが旅に大きな転換点が来ることを予期していた。他にすがる希望がない彼らは、山さえ登れば助かると、無邪気に思い込んでいた。

　だが、近づいても山の全容ははっきりとしない。目前にしても霧の中にうっすらとしか見えない山は、まるで彼らの希望すら雲散してしまうのではないかという怖おそれも生んだ。さすがに登山経験のない生徒たちは不安になり、足が止まってしまう。

　彼らは休息に二日充あてることにした。

　旅も三週間を過ぎれば野宿の用意も手て馴なれたもので、彼らは木陰や岩陰にクラスごとに寝場所を確保すれば、後は思い思いに過ごし始める。学校から持ち出していたのか道中で手に入れたのか、テントやハンモックを張る者もわずかにだが居た。

　日が暮れる少し前、青あお木き洋ひろしは生徒たちの寝床から離れた位置に魔法で穴を掘り、お風ふ呂ろを作っていた。手伝いは不要になるくらいには慣れている。掘った土砂を使って、覗のぞき防止用の塀を作るような余裕もある。

　暫しばらく穴を掘っていると「いつも、ありがと」池いけ田だがやってきた。

　片思い相手の声を聞き間違えるはずもなく「あ、うん」洋ひろしは作業を中断して、池いけ田だの方を向く。

「ヒロの魔法って、中学のときに描いてた漫画の主人公が使ってたやつでしょ」

「う、うん」

　三年前のことを覚えていてくれたのが嬉うれしくて、ただでさえ緊張していた洋ひろしはまともに池いけ田だの顔を見られなくなってしまう。

　穴の中に居る洋ひろしの立ち位置は低く、目線は池いけ田だの膝ひざの辺りだ。近寄ればスカートの中が見えてしまうので、洋ひろしは離れた位置から話すしかなかった。

「よく、分かったね……」

「だってさ、異世界に来てからヒロって、あの漫画みたいに活躍してたよね。あの漫画の魔法使い、強くて格好良かったからよく覚えてたよ」

　聞きようによっては洋ひろしのことを格好良いと言っている池いけ田だの一言は、初う心ぶな洋ひろしを大いに舞い上がらせた。

　もしかして池いけ田ださんは僕のこと好きなんじゃないのかという期待が、あっという間にふくらみ、二人きりでいることを意識する。

　男子の覗のぞきを警戒した女子の要望により、お風ふ呂ろは野営地からかなり遠くに作っている。だから、周りに人は居ないはず。

　池いけ田だは夕暮れ時にたった一人で遠くまで自分に会いに来たのだ。洋ひろしは魔法で風ふ呂ろ用の穴を掘り続けながら池いけ田だが発する次の言葉に備えて意識を集中していた。

「最初に読んだのがね、大きな荷物を持ったお婆ばあちゃんが横断歩道を渡れないで困っているやつ。ロッシュが魔法で荷物を浮かせて横断歩道を渡るの。ロッシュの優しさが分かる良いいシーンだと思ったんだけど、あれさ、お婆ばあちゃんはどうやって荷物を横断歩道まで運んだんだろうって不思議になっちゃって」

　ロッシュは洋ひろしの描いた漫画の主人公だ、ひろし、ひろしゅ、ひろっしゅ、ロッシュだ。ロッシュは魔神の血を引いていることを隠し、ごく平凡な中学生を演じながら中学校に通っている。

「そうしたらヒロ、あのお婆ばあちゃんはボディビルダーで実は凄すごく強いんだって言って、すっごいおかしかった」

「え、そ、そうだったっけ」

「そうだよー。漫画はよく分からないのが多かったけど、ヒロと話すのは楽しかったから覚えているよ」

「え、あ、ありがとう」

　洋ひろしは女子との会話で緊張して、自分が何を言ったのかさえよく覚えていない始末だったというのに、池いけ田だはちゃんと覚えていた。

「銀行強盗の犯人を魔法で倒すんだけど、札束まで燃やしちゃうやつ。私が、お金を燃やしちゃったら駄目じゃんって言ったら、ヒロは──」

「あ、それ覚えてる」

　夕焼けの中、二人の視線と声が重なる。

「「あれは偽にせ札さつだった」」

「銀行員が実は偽にせ札さつを作る犯罪者集団だったって、あれ、描いたときから考えてたの？」

「池いけ田ださんに言われて、その場でとっさに考えてた……」

「やっぱね。テロリストや怪物と戦うのも、隕いん石せきを壊すのも、毎回、何か足りないなーって思うんだけど、ヒロと話すと面白いこと言うから、楽しかったよ」

　夕焼けに染まった笑顔を見ながら、ヒロは、ああ、やっぱり池いけ田だのことが好きなんだなあと再確認した。

「ねえ、ヒロ。抱いて──」

「えっ？」

　心細いから抱きしめて、そう言ったのだろうか。

　それとも、別の意味だったのだろうか。だから、こんな人ひと気けのないところまで来て二人きりになったのだろうか。中学時代からこっそりと私のエロ漫画を盗み読みしていた洋ひろしは、抱くという言葉の意味を知っている。

「い、良いいの？」

「良いいか聞くのは私の方でしょ。って、ちょっと、何でそんなに顔真っ赤なの。あっ……。違う。ヒロ、絶対、変なこと考えてる！」

「え、何、何のこと」

「私を抱きかかえて空を飛べるかって話だったよね。何か上の空みたいだったから何かと思えば、ヒロ、変なこと考えていた！」

「考えてない。考えてないって。魔法って集中力がいるから。ほら、穴を掘るのに必死で、よく聞いてなかった」

「本当に？」と頰ほおを膨らませる仕草が可愛かわいくて、洋ひろしはますます焦あせって「本当。本当にーす」若干意味不明な返事をした。

「穴掘るの止まってるし……」

「いや、これは地面や壁を固めて、水を張ったときに泥水にならないようにしている最中で」

「本当に？　絶対？」

「絶対」

「ふーん」

　洋ひろしはここで、中学時代も自分が池いけ田だと会話をし、よく最後に「ふーん」と呆あきれられていたことを思い出した。好きな女の子との会話でテンパってしまったことばっかり覚えていたことが、根性なしのへたれすぎて、穴を掘りながら穴があったら入りたい気分になった。

　でも、異世界に来て以前よりかは緊張せずに話せるようになっているし、随分と距離が縮んだように感じる。

「ね、けっきょく、できるの、できないの？」

「できるけど、できないけど、できないし、できる」

「なにそれ」

「魔法能力的には可能だけど、池いけ田ださんの身体を触っちゃうし、誰かに見られちゃうかもしれないし……」

「もうー。ヒロ、意識しすぎ。別に変なところを触らないなら気にしないし、むしろそうやってエロそうな顔していると、こっちがひくし……。それに飛行機じゃないんだし、異世界の人なら空飛んでても不思議に思わないんじゃないの？」

　洋ひろしは、地域住人に目撃されることを警戒したわけではないのだから、池いけ田だの返答は誤解だ。洋ひろしが気にしたのはクラスメイトに見られて変な噂うわさになったらどうしようというものだ。

　池いけ田だのことは大好きで、誤解を与えて困るような女子もいないけど、男子生徒にからかわれるかもしれないから恥ずかしい。からかわれた結果、池いけ田だに嫌われてぎくしゃくするのが嫌だったのだ。

「あ、いや、その……。だから、最後に、できるって言いました」

「よし。じゃ、ちょっと、よろしくお願いします」

「あ、うん。こちらこそ、よろしくお願いします」

「ん。なんで丁寧に喋しやべってるの？　じゃ、私座るから、ほら、ここに左手を通して、あ、お尻触ったら痴漢って叫ぶからね。うん。そう、それで、あとは、右手で背中を支えれば何とかなるんじゃない？」

「これで、良いい？」

「おっけー。ロッシュ、いつでも行っちゃって」

「じゃ、行くよ」

　洋ひろしは地面すれすれを飛行する。少しでも人目につくのを避けるため、先まずは生徒たちから距離を取ろうとした。初速からジェット機のように加速し、級友たちが地平線の彼方かなたに消えたであろう頃、急上昇。

「わ、すごい。すごい！　速い。高い。ねえ、弘ひろ橋はし高校、見えるかな」

「どうだろう。あっちかな。寒くなってもいいなら、遠くが見えるようになる魔法を使えるけど」

「して、して」

「うん。じゃ。どう」

「うわっ。さぶっ。うん。凄すごい。見える。あ、学校は見つからないけど、凄すごく遠くまで見える。けど、これって、数日前に渡った川の気がするし……。ねえ、もっと遠くは見えないの？」

「うん、それが限度」

　洋ひろしの遠見魔法は視力の強化だ。彼らの高校は既に三百キロメートル彼方かなたに有るので地平線より下にあり、見ることは不可能だ。

「なんだか、凄すごいいっぱい歩いたんだね。足もパンパンで筋肉付いてきたよ」

「うん」

「何でさっきから、そんな無口なの」

「あ、いや」

　実は飛行の際に洋ひろしは池いけ田だに覆いかぶさるように身を乗り出しており、急上昇をした際には池いけ田だが洋ひろしの首に回す両腕に力を込めている。さらに上空の寒さで震えた池いけ田だが洋ひろしに抱きつく力を強くしていた。

　結果として二人は密着しているし、池いけ田だの胸の端から柔らかいぬくもりが伝わってくる。

　洋ひろしはいっぱいいっぱいだった。

　彼自身、地平線に目を奪われつつある。だが、初恋の人を抱きかかえている状況の方が、洋ひろしにとって重大な関心ごとだ。中学二年の林間学校では別クラスだったので、手すら握ったことがない。そんな相手を抱く機会など、夢の中にしかなかった。

　胸に触れていることを知られれば怒られたり嫌われたりする可能性が極めて高いけど、池いけ田だは気づいていないのだろうか。

　池いけ田だの心音が伝わってくるし、逆に洋ひろしの心音も伝わってしまっているかもしれない。

　地平の彼方かなたに沈み行く夕日が雲を赤く染める中、二人の頰ほおも色づいていた。
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「月が綺き麗れいだね……」

　洋ひろしは緊張を隠すために、ちょうど空に浮かぶ月が有ったから、言葉そのままの意味で呟つぶやく。

　しかし、池いけ田だの反応は大きく、一瞬で全身を強こわ張ばらせた。

「わっ。ちょ、ちょっと、ヒロ、いきなり、そういうこと……」

「危ない！　落ちる。落ちるから！」

「ちょっと、もう、ヒロが変なこと言うからでしょ！」

「や、だって……。本当に、綺き麗れいだから」

　池いけ田だは「わ、わ」と途切れ途切れに声を漏らし、洋ひろしから顔を背ける。

「うー。絶対、夕日より真っ赤だ……」

「あ、あんまり動くと落としちゃうから」

「あのさ、ヒロ。にこちゃんの授業、ちゃんと聞いてなかったでしょ……」

「そんなことないと思うけど……」

「今日のこと、クラスの誰にも言っちゃ駄目だからね」

「うん。もちろん、言わないよ」

　池いけ田だは告白のことを、洋ひろしは魔法を使って飛んだことを、お互いに理由は違ったが秘密を誓った。

「今日はありがと。そろそろ寒くなってきたし、帰ろっか」

「うん」

　野営地に戻るため、低空をゆっくり飛んでいると、池いけ田だがポツリと囁ささやく。

「あのさ、日本に帰ったら、月が綺き麗れいって言葉の意味、調べてね」

「うん。あとで花はな井い先生に聞く」

「駄目！　日本に帰ってからって言ったでしょ」

「え。でも、そういうのって死亡フラグだから」

「そういう下らないことはいいから、兎とに角かく、日本に帰ってから調べること！」

「う、うん。分かった」

「よろしい。もうすぐ、みんなの所？　じゃあさ、最後にもう一回だけ、月が綺き麗れいですねって言って」

「……？　うん。……月が綺き麗れいですね」

「私、死んでもいいわ」

　ここで終わっていればロマンチックな話なのだが、夏なつ目め漱そう石せきの逸話も王道の返しも知らない洋ひろしは慌てて池いけ田だを落としそうになり、高度も落ちて足先を地面で擦こすって転がりそうになり、雰囲気を台無しにしている。

「駄目だよ。生きて日本に帰ろうよ。何か危険なことがあっても、池いけ田ださんは絶対に僕が魔法で護まもるから」

「……馬鹿。漫画と一緒で、ヒロっていつも最後が蛇足」

　言葉にはしなかったが「でも、まあ、最後の言葉は、それほど悪くはないけど」と池いけ田だは心の中で幸せを反はん芻すうした。

　異世界で二人は距離を縮め、そして、この感情が後に、日本に帰るための最後の障害になるのであった。
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　タタの山に広がる森は見通しが悪く、危険の多い場所を全員で進むわけにもいかないので、少人数の男子生徒のグループをいくつか作って偵察に行くことになった。男性教師が指揮をし、特に体力のある生徒たちを連れていった。

　旅に慣れてきたことと、魔ま除よけの香木を所持していたことにより、彼らは初日に森の探索をして少なくない犠牲を出したことを忘れかけている。

　この時点で一年Ａ組は担任の須す田だが、亡なくなった学年主任の代わりに一年生全体を見るようになっていた。そのため、学級委員長の今いま井い春はる利としが偵察の指揮を執った。

「上うえ杉すぎ君にリーダーになってもらいたかったんだけど、まあ、今いま井い君でもしょうがないかなって感じだった。今でも思うんだけど、やっぱ、リーダーっていうのは大事で、仕切りたがっている奴やつが居るから、そいつに任せるっていう適当な決め方じゃダメだったんだ」

　青あお木きはこう感じたようだ。今いま井いの名を口にするときの表情は苦々しい。

「仕方がなかったんだと思う。まさか、人型のモンスターが隠れて待ち伏せしているなんて思っていなかったんだし。でも、やっぱ、あのとき、今いま井いじゃなくて、上うえ杉すぎか松まつ谷たにが仕切っていれば、少なくともＡ組の犠牲者はなかったと思う」

　川かわ谷たに洋よう一いちも同じように、このときの判断を後悔している。今いま井いと同じ中学出身だった二人とは異なり、別の中学出身だったある生徒は明確に今いま井いを否定している。

「自分じゃ何もできないくせに偉そうにしてさ。あいつ『俺は青あお木きや小こ林ばやしと同じ中学で仲が良いいんだぞ』って、何だよ。何だっけ。諺ことわざであるじゃん。自分より強い奴やつを引き合いにだすの。そういう奴やつだよ、あいつ」

　他に「あの馬鹿が仕切ろうとするから死人や怪け我が人にんが出た。全部あいつの責任だよ」という言葉は辛しんらつだ。

　Ａ組の男子は、森の奥へと踏み込んでいた。異世界で初めて踏み入った森とは異なり、常にうっすらと霧が出ていて見通しが悪い。霧は上空からの偵察を早々に打ち切った理由でもある。

　調査を開始して暫しばらくすると霧は次第に濃くなっていき、視界が悪くなる一方だった。５名を麓ふもとに残し、10名のＡ組男子は二列に並んで進んでいた。

　彼らは互いの距離を詰めていたのにも拘かかわらず、最後尾の吉よし田だから先頭の今いま井いが見えなかったというのだから、相当、深い霧が出ていたと思われる。

　道中、上うえ杉すぎが今いま井いに偵察の中断を相談したが、今いま井いは偵察を続行した。

　いよいよ前へ進むのが困難になったとき今いま井いは一行を止めた。今いま井いはトランシーバーで須す田だに連絡を試みるが、上う手まく繫つながらない。

「僕は先生と連絡が取れないか、もう少し試してみる。宮みや下した君と江え田だ君は、少しだけ先の様子を見てきてくれないか」

　今いま井いの指示に対して上うえ杉すぎが「何かあるといけない。俺が代わりに行こう」と提案しているが、今いま井いが「上うえ杉すぎ君と松まつ谷たに君は周囲を警戒してほしいんだ」と言うから、渋々これに従った。

　江え田だ琢たく磨まはこのときのことを「元の場所に戻ってこれなかったらどうしようって不安になったけど、青あお木き君や小こ林ばやし君がずっと頑張っていたのは知っているし、自分が何の役にも立っていないってことは分かっていたから、周りを見てくるくらいで嫌がったらいけないと思って、従ったよ」と申し訳なさそうに話す。

　洋ひろしは森に入ってから嫌な予感がしていた。モンスターの気配を感じるのだが、どうもはっきりしない。山の上にいるタタの魔力が辺り一面を覆うように巨大すぎるせいで、他の魔力を感じにくくなっているのだ。

　だから宮みや下したと江え田だを追いかけて小こ林ばやしが森の奥へ行ったことには軽く安あん堵どしている。何か不測の事態があっても、デファイザーに変身できる小こ林ばやしが居れば安全だ。

　小こ林ばやしが名乗り出たときに今いま井いが「何かあったらどうするんだ」と声を発している。これに対して江え田だは「僕や宮みや下した君には先を見て来いって言っておいて、小こ林ばやし君には、何かあったらいけないって……。そうかもしれないけど、別の言い方があるんじゃないかな」と口をとがらす。だが、言い争いを良しとしないため、その場では黙っていた。

　残ったメンバーもほとんどが、今いま井いの仕切り具合に辟へき易えきとしていた。

　斜面の草原になっている場所や、小川が流れて河原になっている場所もあるのに、わざわざ森の中を探索することになったのは、今いま井いがＡ組代表として立候補したからだ。彼は旅の道中で青あお木きや上うえ杉すぎが活躍するのを見て、劣等感を抱いていた節がある。

　暫しばらくして、３人が進んでいった方から爆発音がした。森に反響した音が収まらないうちに上うえ杉すぎが「様子を見てくる」駆け出した。

　だが、これに今いま井いが「駄目だ」と叫ぶ。上うえ杉すぎはなおも先へ行こうとするが今いま井いは上うえ杉すぎの肩を摑つかみ「駄目だ。君が行ったら、ここに居るみんなが危険に晒さらされる」止めようとする。

「篠しの崎さき君、吉よし田だ君。君たちが行って何があったのか見てきてくれ」

　これにはＡ組のみなが反発した。他中学出身の者に優先して命令し、青あお木きや上うえ杉すぎのように、戦える生徒を自分の周りにおこうとする今いま井いの態度に不信を覚えたからだ。

　抗議するみんなに「僕はＡ組の学級委員だ。僕に従ってもらう」と今いま井いは声を張る。

　旅が始まってから指揮官に提言することはあっても、けしていちども反発しなかった上うえ杉すぎが、このとき見せた反応は苛か烈れつだった。

「よし、分かった。今から俺がＡ組を仕切らせてもらう。良いいな、文句は言わせん。松まつ谷たに、青あお木き、俺と一緒に来い。他の奴やつも周囲を警戒しつつ距離を空けてついて来い」

　上うえ杉すぎが見通しの悪さも省みず走り出し、他の生徒も続く。

「行くな！　待てよ！　学級委員は俺だぞ！　俺の言うことを聞けよ」

　今いま井いはしばらく立ち止まって叫んでいたが「くそっ！」悪態をついてから走り始めた。

「収まるべくして収まったリーダーだよ。上うえ杉すぎが仕切るようになって、みんな口にはしなかったけど安あん堵どしていたと思う。今いま井いはあのとき僕たちがどの辺りに居たかもよく分かっていなかっただろうし。でも、上うえ杉すぎと松まつ谷たには一緒に目印になる木を確認していたしノートに地図も描いていた。だから上うえ杉すぎが走り出したときも、迷うかもって不安はなかった」

　川かわ谷たに洋よう一いちが語るように、他の男子も上うえ杉すぎを頼りにしていた。魔法が使える洋ひろしも上うえ杉すぎに全幅の信頼を寄せている。洋ひろしはあくまでも魔法の能力を有しているだけであり、状況を把握して使いどころを見極める能力は上うえ杉すぎが勝る。

　だから道中で危険に対処するときは、洋ひろしは上うえ杉すぎの指示で魔法を使う場合が多かった。

　霧の中に一行が発見したのは、両足の膝ひざから先を血で真っ赤に染めた宮みや下したと、右足と右腕から血を流している小こ林ばやしだった。二人の倒れたすぐ近くで地面が直径五十センチメートルほど抉えぐれており、江え田だの姿はない。

「地雷だ。みんな動くな！」

　上うえ杉すぎが叫び、自らは躊ちゆう躇ちよすることなく倒れた二人のもとに駆け寄る。

「松まつ谷たに。来てくれ。俺が通った場所は安全だ。二人の応急処置を頼む！　青あお木きは今俺たちが来た道に、なんでも良いい、振動を与えて地雷が無いことを確認。今いま井い、負傷者が２名出たと須す田だ先生に連絡。他のみんなは動かず、その場で江え田だが何ど処こに行ったか探せ。安全を確認次第、即座に引き上げる」

　上うえ杉すぎの判断は的確であったため、クラスメイト達たちは指示に従った。宮みや下したの傷口を両手で押さえながら上うえ杉すぎが叫ぶ。

「おい、宮みや下した、小こ林ばやし。しっかりしろ。何があった」

　小こ林ばやしの意識はあったが、宮みや下したの意識はなかった。

「い、痛い。足がっ。足がっ」

「大丈夫だ。ただのかすり傷だ。いったい何があった。江え田だは何ど処こだ」

「地面が、いきなり、爆発して」

　いくら小こ林ばやしが変身して特撮ヒーローさながらの力を得られるとはいえ、変身する前は普通の高校生だ。負傷のショックと痛みで気が動転している。

　ただ、それでも無傷だった左手で森の奥を指差し、江え田だの居るであろう方向を示した。

　異世界に地雷は存在しない。

　彼らはただ、木の根の上を歩いただけだ。その植物は根にガスを溜ため、動物がその上を通ったときに破裂するという性質を持っていた。仕留めた動物の死骸はやがて、木の栄養になる。

　そして、爆裂する植物の性質を知っている人型のモンスターは、この性質を利用し狩りをする。太い枝の上に潜んでいた二匹のゴブリンが、上うえ杉すぎと松まつ谷たにに飛び掛った。

　襲撃者が持っていたのはただの棒だ。だが、勢いよく振り下ろされる。

　上うえ杉すぎはかろうじて手にしていたライフルで防いだが、松まつ谷たには強打をくらい倒れてしまう。

　さらに、地面から新たにゴブリンが五匹現れ、彼らを包囲する。おそらく、事前に根の爆発で開いていた穴を利用し、隠れ潜んでいたのだろう。

　青あお木きの対処がかろうじて間に合った。火炎魔法を円状に放って、ゴブリン達たちの動きを牽けん制せいする。

　上うえ杉すぎが眼前の敵を突き飛ばし距離を空けると、胴体めがけてライフルを発砲。ゴブリンは血を噴き出しのけぞる。二発、三発と撃ち、続いて、胴を蹴けり、青あお木きの作った炎にぶち込む。

　松まつ谷たにを襲った方のゴブリンを銃で牽けん制せいしつつ「青あお木き、俺に身体能力上昇の魔法」叫んだ。

　今いま井いが「自分だけ助かるつもりか！」金切り声で反発する。

「うるさい！　お前は繫つながるまで、須す田だ先生に通信し続けろ！」

「青あお木き、森の中では火は使うな。負傷した宮みや下した、小こ林ばやし、松まつ谷たにの３人に浮遊魔法。先頭に立って本隊に向かって走れ。残りの者は青あお木きについていけ」

「なに言ってるんだ。ヒロ、炎で周りを焼き払え。まだこいつら生きているんだぞ！」

　上うえ杉すぎと今いま井い、リーダーとしての資質の差がより一層、明白になった。

「江え田だを焼き殺す気か！　俺は江え田だを探してから合流する。走れ！」

　青あお木きは上うえ杉すぎに従って走り出した。確かに青あお木きの火炎魔法なら、周囲に潜むゴブリンを丸ごと一掃できたかもしれないが、上うえ杉すぎが懸け念ねんしたように行方不明の江え田だをも危険に晒さらしていただろう。

　また、迂う闊かつに火を使えば大規模な森林火災になり、森にいた他クラスの生徒たちも犠牲になっていた可能性がある。

　この時点でデファイザーの小こ林ばやしが負傷により戦闘不可能。青あお木きは、池いけ田だに使用している常時魔法と、上うえ杉すぎに使った身体能力強化と、負傷者への浮遊魔法により、同時使用可能な三つに達している。

　青あお木きの限界を知っている上うえ杉すぎは「いつでも解除して構わん」と言い残してから、生き残っていたゴブリンを銃床で殴り飛ばすと、江え田だの捜索に向かい森の奥に姿を消した。

　残ったＡ組男子に戦う力はない。だから、移動中に目の前をさえぎるようにして新たなゴブリンの一団が現れたとき、青あお木きは絶望しかけた。

　上うえ杉すぎは魔法を解除しても良いと言っていたが、彼にどんな危険が迫っているのかは分からない。

　なら、池いけ田だに常時発動させている魔法を解除するか。森の外で大勢の生徒たちと待っている池いけ田だは安全なはずだ。

　そう逡しゆん巡じゆんした時、洋ひろしは自分の身体から莫ばく大だいな魔力が放出されていく虚脱感を覚える。

　池いけ田だ真ま由ゆの身に危険が迫り、彼女を護まもるために事前にかけておいた魔法が発動したのだ。
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　霧の山中を警戒しながら歩いていた江え田だ琢たく磨まは、目の前でいきなり爆発が起こりパニックになった。小こ林ばやしと宮みや下したの身体が飛び跳ねて、沢山の土砂が降ってきた。何が起きたかまるで分からなかったが、兎とに角かくその場から離れなければならないと思い、無我夢中で走った。

　気が動転していたせいで、どれだけ走ったかまるで分からないが、息切れして立ち止まり、呼吸を整えていると幾分か冷静さを取り戻した。

「小こ林ばやしと宮みや下したを置いてきてしまった。戻らないと」

　江え田だはクラスメイトの所に戻ろうとしたが、霧の中で自分が何ど処こをどう走っていたのか、まるで分からなくなってしまっていた。

　危険な森の中に一人取り残されてしまう怖おそれから、遠くに仲間の姿を探すばかりになり、足元の注意をおろそかにしてしまう。深い霧のせいで、すぐ目の前の崖がけに気づかなかった。

　幸い崖がけの高さは十メートルに満たず、急な斜面を転がるように滑落し、落ち葉がクッションになった。だが、足を捻ねん挫ざしてしまい、歩けなくなってしまう。

「誰か。誰か、居ないか」

　崖がけ上うえに向かい声をかけるが返事はない。心細さで震えていると、すぐ傍そばから落ち葉を踏む足音が近づいてくるのが聞こえた。

　一瞬、心臓が高鳴ったが、助けが来たと思い気が緩む。そして、振り返り、恐怖のあまり、悲鳴すらあげられずに後ずさった。だが、すぐ背後は斜面になっていて、逃げ場を失う。

　目の前に二匹のゴブリンが居た。

　どう見ても友好的には見えない。ゲームに登場するモンスターそのままの醜悪な姿は、ただ近くに立つだけで、恐怖と嫌けん悪おを搔かき立たててくる。

　罠わなで隠れ潜んでいたゴブリンと異なり、彼らは臭においを消す草の汁を身体に塗っていないため、肌からは肉が腐ったような臭においが漂う。

　手にした太い棒で殴られるのだろう。痛くても簡単には死ねない。彼らの集落に連れ去られて全身の皮を剝はがされて食べられてしまうのだろうか。

　死を覚悟したのに走そう馬ま灯とうなんて現れない。ただ、自分の身に降りかかるであろう恐ろしい未来ばかり、いくつも想像してしまう。

　怖くて泣きたい。助けてと命いのち乞ごいしたい。

　しかし江え田だは喉のども全身も震えるだけで、身体はまるで動かなくなってしまった。

　眼前に迫ったゴブリンが棒を振り上げ、恐怖で瞼まぶたを閉じたとき、江え田だの下に駆けつける奇跡があった。

　このとき、日本では江え田だ琢たく磨まの母親が老犬ベスの鳴き声を聞いている。ベスは老衰で寝こみがちになっており、先日からはついに食事を取れなくなっていた。

　そのベスが、ワンと鳴いた。

　ベスを可愛かわいがっていた琢たく磨まが居なくなってからは、気落ちしたかのように大人しくなり一言も吠ほえていないのに。

　久しぶりに聞いた鳴き声で、琢たく磨まの母親はもしかして集団行方不明になっている息子が帰ってきたのだろうかと期待した。母は履物も履かずに玄関を飛び出すが、息子の姿はない。様子を見ると、ベスは丸まって眠っているようだ。なぜ、急に吠ほえたのだろうか。

　江え田だ琢たく磨まが将来の夢の欄に書いたことが現実となった。

　振り下ろされる凶器の腕に飛びつく、薄茶色の小さな生き物。慌てて飛びのくゴブリンの前に、その生き物は立ちはだかり、江え田だを背後にかばう。

　老いた柴しば犬いぬは周囲の木々を震わす大声で吠ほえ、異形の二匹を竦すくませた。牙きばを剝むきうなり声をあげ、主あるじに近づこうとする者を威嚇する。

　一年Ａ組出席番号４、江え田だ琢たく磨ま。常に周囲の様子に気を配る優しい少年。

　将来の夢『ベスとずっと一緒』

　主人に一歩たりとも近づけさせまいとするベスの気迫はゴブリンを怯ひるませた。ゴブリンにとっては、見たこともない生物が、やはり聞いたこともない勢いでけたたましく吠ほえるのだ。

　彼らは手にした棒で数度殴れば、小動物など逃げ出すだろうと高をくくっていただろう。

　だが、愛情をもって育てられた犬が主人を護まもる際、けして自ら退くことはない。

　地球の歴史で最も人類と深いつながりがあった動物が犬であることは間違いない。日本の古墳や海外の遺跡から、さまざまな犬の骨が発掘されている。古代では犬が食用とされていた証拠だという説がある。

　だが、犬の骨は、植物の種や貝殻などの捨て場所とは明らかに別わけて埋葬してあり、また人の遺骨に近いところから出土している。このことから犬だけが特別な存在であったことが分かる。

　殴ろうが蹴けろうが怯ひるまずに飛び掛って牙きばを剝むく獣を前にして、ゴブリンがとった手段は逃走であった。

　老犬は全身に殴おう打だを浴びながらも、主人に傷一つ付けさせることなく護まもりきった。

　傷ついたベスは主人を慰めるかのように、毀こぼれる涙をなめる。

　汗が冷えてくると、江え田だは身体が震えてくるのを感じた。だが、すぐに寒さは感じなくなった。愛犬が寄り添い温めてくれるからだ。幼い頃から常に傍かたわらにあったぬくもり。

　いつしか怪け我がの痛みと緊張の解放から、江え田だは意識が朦もう朧ろうとしだした。

「おい、江え田だ。しっかりしろ。江え田だ！」

「あ。あれ。上うえ杉すぎ君？」

　気づいたとき、江え田だの目の前には上うえ杉すぎが居た。

　江え田だは周囲を見渡すが、ベスの姿もゴブリンの姿もない。全て幻だったのだろうか。しかし、ゴブリンが落としていったらしき木の棒が一つ、落ちていた。

「犬の鳴き声が聞こえたんだが。まるでここに来いって呼んでいるような……」

「うん。ベスが助けてくれたんだ」

「ベス？　まあいい、おい、歩けるか？」

「あ、ああ。歩ける。歩く。絶対に帰る」

「何だ。迷子だったくせに気合十分じゃないか。心細くて泣いているかと思ったぞ」

「泣いているわけにはいかないよ。ベスに馬鹿にされる」

「よし、その意気だ。摑つかまれ」

　江え田だの母はベスの鳴き声を聞いてから様子を見続けており、暫しばらくしてから、よき友になってくれるようにと息子の出産と同時に飼い始めた愛犬が亡なくなっているのを確認する。

　安らかな寝顔だったそうだ。
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　山の麓ふもとの野営地で最初に異変に気づいたのはピュアタンポポに変身できる高たか橋はし裕ゆ美みだった。使い魔のふわっふわんが「危険が迫っているふわっ！」と飛び跳ねる。

　危険の正体を探るため、彼女は単身、山に向かおうとした。

　だが、霧の中に突入しようかというタイミングで無数の人影を発見する。背格好が男子生徒とは似ても似つかないし、何か棍こん棒ぼうのような物を持っている。警戒して彼女が足を緩めるのと同時に、霧の中からゴブリンの大群が飛び出してきた。

　咄とつ嗟さの変身が間に合い、ピュアタンポポは眼前のゴブリンを殴り飛ばす。大した強さではない。背は低いし体重も軽いのだから、取っ組み合いになれば、まだ男子生徒の方が強いだろう。だが、数があまりにも多かった。

　彼女は大声で「逃げて」と叫んだ。全速で仲間たちの居る場所に戻り危険を知らせようとする。だが、十匹程度のゴブリンに囲まれてしまう。

　そして、ゴブリンの群れは一斉に走りだし、弘ひろ橋はし高校の生徒たちへと襲い掛かる。

　ピュアタンポポからの警告は届かなかったが、数百に及ぶゴブリンの走る音と雄お叫たけびは、生徒たちに届いていた。

　不測の事態には三年生と二年生の男子が当たる手はずになっていた。剣道部や柔道部などで、日本一や大会での優勝を夢見た生徒は多く、彼らは小型のモンスターであれば一人で対処できる強さを備えている。

　実際、旅の道中では小型のモンスターを撃退した経験もある。

　だが、それは多対一であった。多対多、しかも相手の方が多数という状況は誰も経験したことがない。

　10名居た日本屈指の強さを持っていた男子生徒は、誰もが怯おびえた。

　後方では校長がメガホンを使って避難誘導しているようだが、とてもではないが全校生徒の避難が間に合うようには思えない。ゴブリンの大群が生徒たちに接触する方が早いだろう。

　このとき、生徒たちは山から遠ざかるように誘導されていた。我先に逃げようとしてぶつかり合い、転倒する者も多かった。

　一方、ゴブリン達たちは山やま際ぎわに沿って横一直線に広がっている。獲物たちが怯ひるんでいるのを目にし、勢いづいていた。

　避難は無理だ、撃退しなければならないという結論に至る者は多い。

　教師の須す田だ浩こう一いちは何もできないでいた。女子を逃がすために男子に踏みとどまって戦えと命令するのか。男子だって、ただの学生だ。護まもる対象なのだから、戦えなどという指示は出せない。

　全ての教師が避難誘導しつつ、己の無力さを感じていた。彼らは、生徒たちがはぐれないように、逃げる方向を見失わないように、声を大きくすることしかできない。

　ピュアタンポポは群れのボスを探していた。ボスさえ倒せばゴブリンは撤退するかもしれない。だが、数百の見慣れぬ異形のなかから、ボスを見つけだすことなど不可能だった。ピュアタンポポは鎧がい袖しゆう一いつ触しよくの勢いでゴブリンを蹴け散ちらしていくが、群れの侵攻を食い止めるには、あまりにも手数が足りない。多対一で戦う番組の性質上、ピュアタンポポには広範囲への攻撃手段がないのだ。

　最も勇敢だったのは三年生の柔道部員、本ほん田だ正まさ勝かつであった。『柔道日本一』の夢が叶かなった本田は踏みとどまり、ついに眼前にまで迫ったゴブリンの群れに、自ら突っ込む。

　ボロを纏まとっただけのゴブリンを投げるのは至難だ。かといって走り来る集団に締め技などしている余裕はない。本田は棒で殴りかかってきたゴブリンの腕を払いのけ、足払いを仕掛ける。

　一匹目は転倒させた。だが、体勢を立て直すのよりも早く他のゴブリンが殴りかかってくる。すぐに二匹目、三匹目と集まりだす。

　剣道部の松まつ下した賢けん治じが動いた。いや、動いた瞬間を視認できた者などいないほどの速さ。高校日本一の腕前が放つ竹刀しないは、本ほん田だに群がるゴブリンの喉のどを正確に捉え、大きく吹き飛ばした。

　通用する。10名居た戦える男子たちは、自分たちが防波堤となりゴブリンの侵攻を食い止めようと、叫び自らを鼓舞する。自分たちを手ごわいと思えば、モンスターは攻撃を中断して逃げ出すだろう。

　だが、それは実に甘い考えだった。

　確かに彼らは旅の中で何度かモンスターを撃退してきた。時には協力し合い、ライオンのようなモンスターすら撃退した経験がある。

　それに比べればゴブリンなど、所しよ詮せんは棒を持っただけの子供みたいなものだ。現に柔道部は多少の殴おう打だには揺らぎもせずに、次々とゴブリンを投げたり殴り飛ばしたりしている。

　剣道部員たちの竹刀しないもゴブリンの武器を叩たたき落おとした。高校日本一に相当する強さの彼らからしてみれば、物足りないと思えてしまうほどだ。

　数では圧倒的に不利でも、協力し合えば何とかなる。そう思った。

　もし部活の試合で勝ち抜き試合をしたのなら、彼ら10人でゴブリンの百や二百は倒せたかもしれない。

　しかし、大きな誤算が二つ。

　先まず、野生の猛獣とゴブリンとでは性質が異なる。獰どう猛もうなモンスターが徘はい徊かいする世界では、牙きばや爪つめを失うことは身を護まもる手段と食料を狩る武器の喪失を意味している。だから、野生のモンスターは慎重に行動し、わずかにでも負傷の危機を察したら即座に逃走を選ぶ。

　生徒たちは自分たちの力が通用したからモンスターを撃退できたと思い込んでいた。だが、それは間違いである。モンスターは、弱くて美お味いしそうな群れが居たから、ただ何となく食べようとしただけだ。そして、抵抗されるくらいなら他の群れからはぐれた小動物でも襲えばいいと思い、引き下がったにすぎない。

　もし、ゲームに登場するモンスターのように、人間を殺すことが目的であったなら、生徒たちは多くが旅の途中で犠牲になっていただろう。

　そして、二つ目の大きな誤算はゴブリン達たちの目的だ。

　彼らの目的は捕食でも殺さつ戮りくでもない。彼らは、自分たちの住む領域を奪おうとする人間たちへの反撃を目的としている。

　生徒たちが期待したように、手ごわいと思ったからといって撤退することなど有り得ない。生き残るために侵略者たちを全て殺すのが、彼らの戦う理由だ。

　殴おう打だしたはずのゴブリンが飛び起き、生徒に嚙かみ付つく。突き倒したはずのゴブリンが背後から生徒に摑つかみかかった。ゴブリンが次から次へと殺到し、まるで山のように群がっていく。

　柔道部や剣道部などの戦える生徒は、ゴブリンの群れに吞み込まれ姿を消した。

　戦える生徒による防波堤はなくなった。彼らの勇敢な行為は尊かったが、横に広がっていたゴブリンの大軍を防ぐにはあまりにも少数であり、実際はほとんど敵の侵攻を食い止められなかった。

　ゴブリン達たちは巨大なドラゴンの頭ず蓋がい骨こつを加工して車輪をつけた騎馬戦車を有している。馬二頭がひき四匹のゴブリンが乗った騎馬戦車が四両、生徒たちの中央を駆けていく。

　列を乱した生徒たちに、騎馬上からは、衝撃で破裂する植物の種子や麻ま痺ひ性せいのキノコの粉末が投げつけられた。負傷して足が遅くなった生徒たちに、地を駆けてきたゴブリンの集団が襲いかかる。

　悲鳴と助けを求める声で充満した地獄絵図だった。石器や鉄器を少数しか持たないのだから当然なのだが、ゴブリンは主に木の棒で殴りつけてくる。人間の子供くらいの腕力でひたすら殴り続けてくる。

　不幸なことに、一瞬で死ねたものなどいなかったであろう。ほとんどが苦しみもがき、全身を腫はらして身動きが取れなくなり、意識を失っても痛みで意識を取り戻したことだろう。

　日本への帰還を目前にして、多くの生徒があまりにも惨むごたらしい死を迎えてしまった。




　　　　＊




　池いけ田だ真ま由ゆが、転倒してしまった青あお木き洋よう子こに手を貸して立ち上がらせた時だ。激しい蹄ひづめと車輪の音を聞いて振り返り、騎馬戦車が眼前に迫っているのを見て、池いけ田だは死を覚悟した。

　避けようとするが間に合わず、辛かろうじて青あお木きを馬車の進路上から押しのけたところで、騎馬の胴体につけられていた棘とげのような突起が腕に突き刺さる。

　騎馬の勢いのまま体が引っ張られ、足が浮いて、腕に痛みが走った。

「もう駄目だって思った。洋よう子こちゃんが手を伸ばしてくれて、私も手を伸ばしたんだけど届かなくて。走そう馬ま灯とうなんてなくて、このまま死んじゃうって。助かったとしても大おお怪け我がだろうなあって」

　だが、池いけ田だは助かった。

　突如、ありとあらゆる物が動きを止め、色を失う。

　周囲は日没後のように静まり返っている。

　モノクロ映画のような世界で、騎馬戦車もゴブリンも、逃げようとする生徒たちも止まっていた。

　ただ、池いけ田だだけが動けた。

　池いけ田だはすぐに自分の身に何が起きているのかを理解する。

「命の危機に瀕ひんしたとき時間を三分止める魔法だってすぐに分かったよ。ヒロって、高校に入ってからはテストの問題用紙に漫画を描かなくなったんだけど、休憩時間にノートに色々と描いていたんだよね。これ、秘密なんだけど机の中から勝手にノート出して、読んでました。ロッシュの魔神覚醒編」

　池いけ田だは前日の一緒に空を飛んだときに魔法をかけてくれたのだろうと解釈したが、実際は異世界に来た最初の日から使われていた魔法だ。

　池いけ田だは身体を動かして騎馬戦車の棘とげから腕を抜いた。激しい痛みで腕から首筋まで引きつり、血が噴き出してきたが泣いている暇はない。

　洋ひろしが作ってくれた三分で、身を護まもるためにできるだけのことをしなければならない。

　青あお木き洋よう子この無事を確認すると、戦車に飛び乗ってゴブリン達たちが投げていた爆発物の入った袋を奪った。桃のようなサイズの種が詰まった大きな袋だ。これを青あお木き洋よう子この隣に置き、次に、ゴブリンが武器にしていた棒を戦車の車輪に押し込む。まだ時間があったからもう一本棒を奪って反対側の車輪にも差し込んだ。

　そして三分が経過した。

　騎馬戦車は車輪が壊れると制御を失い、ゴブリン達たちが放り出される。時間が止まっていたことに気づいている者は居ない。

　このときのことを青あお木き洋よう子こは次のように語っている。

「真ま由ゆを助けなきゃって思ったら、いきなり目の前に居るから、思いっきりぶつかっちゃった」

　親友を助けるために駆け出そうとしていた青あお木き洋よう子この前に池いけ田だが来たタイミングで時間の流れが戻ったため、二人は激突した。洋よう子この頭が顎あごを痛打したが「洋よう子こちゃん、これ、袋、持つの手伝って」痛がっている暇はない。

　二人は武器を手に入れはしたが、逃走を選択した。投げる力もコントロールも自信はないし、大軍を前にして、せいぜい数十個程度の小さな爆弾植物では焼け石に水。

　異変に気づいたのか、一匹のゴブリンが真まっ直すぐ池いけ田だたちに向かって走ってきた。慌てた青あお木き洋よう子こが爆弾植物を一つ投げたが、狙いは外れたし、女子の腕力で投げて落下した程度の衝撃では、種は爆発しなかった。

「私が投げても爆発しないから、どうしようって思ったんだけど……。『良いいもん持ってんじゃん』って、蘇そ我がさんが来てくれたの。元ソフトボール部のピッチャー。格好良かったです。爆発する植物を投げて怪物にぶつけたら爆発して、二匹も倒れて暴れてた」

　青あお木きと池いけ田だを救ったのはクラスメイトの蘇そ我が蘭らんだった。

　蘇そ我がはサーシャ、芝しば田たと共に逃げている途中、クラスメイトが大きな荷物を抱えているのを目撃する。本当は、捨てろと声をかけるつもりだった。

「いやー。食べ物を持っていると思ったからさ。あいつら恐怖で混乱してるんだろうなあって。だから、捨てさせようと思ったんだけど、よく見たらゴブリンが投げているのと同じものじゃん」

　蘇そ我がはさらに植物の種を取り出すと、近くに居た神かみ谷やに襲い掛かろうとしていたゴブリンに投げつけて、これを撃退する。

　彼女らしく「神かみ谷やが巻き添えになる可能性？　あーっ。考えてなかった！」と後に舌を出しながら白状している。幸い、神かみ谷やに怪け我がはなかった。もしくは、負傷していたが自身の能力により、瞬時に癒いえていたのだろう。

　一年Ａ組女子10名のうち６名が集まった。彼女たちは残り４人の無事を祈りつつ、校長が避難誘導している方へ逃げる。

　メガホンによる校長の声は、周囲の喧けん騒そうの中でも聞くことができた。教師が逃げずに誘導し続けたからこそ、逃げる方向を見失わなかった生徒も大勢いたはずだ。

　蘇そ我が蘭らんは襲撃時の様子を語るとき、彼女にしては珍しく声を落とす。

「爆弾みたいなのは手に入ったんだけどさ。戦おうって気はしなかったよ。だって、うちら普通の女子高生だし。それにみんな逃げてたし、足が遅くて逃げ遅れた奴やつから襲われていたね。どうにもなんないよ、あれ。助けてーって声がするけど、助けている余裕なんてなかった」

　しかし、蘇そ我がと共に居た芝しば田た涼りよう子こは、彼女とは異なる証言を残している。彼女のスケッチブックには、アンダースローで種を投げる蘇そ我がの絵が有った。

「んー、とね。ゴブリンに後ろから押し倒されて馬乗りにされちゃった子がいてさ。蘇そ我がっちが例の種をぶつけて倒してた。大変だったから、倒れてた子がどうなったのかは分からないけど。助かってたらいいよね。自分も危険だったのに、蘇そ我がっち、何人も助けてたよ」

　逃げるのに必死で蘇そ我が蘭らんが当時の状況をよく覚えていなかったのではなく、おそらく、人助けをしたことを言うのが恥ずかしかったのだろう。

　サーシャ・リーフは逃走中にゴブリンとの会話を試みていた。彼女の日記には「涼りよう子こちゃんがゴブリンって呼んでいた生き物は、『殺せ』とか『逃がすな』とか叫びながら襲ってきました。私は『やめて、どうしてこんなことをするの』と声をかけたけど返事はありませんでした。凄すごく怖かった」と記している。そのページはところどころ濡ぬれた跡があり、文字が歪ゆがんでいた。夜、日記を書くときに恐怖がよみがえって、涙を堪こらえられなかったのだろう。

　数百体のゴブリン集団の急襲により、生徒たちは散り散りになっており、教師の指示に従って逃げていた生徒はせいぜい数クラス程度だったと思われる。生存者は組織集団としては機能しておらず、既に壊滅状態だったと見てよい。とにかく、目の前のゴブリンから離れるために、避難誘導されている方向とは逆に走り出した生徒も目撃されている。

　ゴブリンの群れは第一波に続き、第二波が押しよせつつあった。剣や槍やりを装備し、ゴブリンの中でも精鋭と呼べる百近い集団だ。個体によっては簡単な魔法を使う者も居る。

　さらに、壊滅状態だった生徒たちの左右からも、数百を超えるゴブリンの一団が迫っていた。タタ山の麓ふもとには千近いゴブリンが集結し、生徒たちは急速に包囲されつつあった。さらに身の丈五メートルはあろうかというオークという巨大な人型の種族も十体近く現れる。

　生徒たちは逃げ惑いながらもやがて一箇所に集まっていった。さながら、群れを大きくして一つの巨大な生物のように振る舞う魚や草食動物かのようだった。

　だが、それは、包囲網の中に閉じ込められ、逃げ場を失うことを意味している。魚や草食動物の群れであれば、少数の犠牲を覚悟した上で敵からの逃走を図り、多数が生き延びたであろう。けれど、教師も生徒たちも誰かを犠牲にする覚悟などない。

　包囲の中で震えてただ死を待つだけという絶望的な状況に陥っていた。

　だが、一年Ａ組には、絶望の底で輝く希望とも呼べる彼女が居た。

　池いけ田だたちは逃走の途中で、騎馬戦車として使われていたドラゴンの頭ず蓋がい骨こつを発見する。池いけ田だが車輪を壊して走行不能にした物だ。綱が切れて馬が居なくなったため、停止していたのだろう。内側が空洞になっているから、隠れることにした。

　神かみ谷や耀よう子こが治療のために池いけ田だの右腕を診みて、最初の奇跡が起きる。

「でっかい頭の骨に隠れたとき、それまでは興奮してたからあんまり感じてなかったんだろうけど、急に右腕が痛くなってきて、血がたくさん出てるし。そうしたら神かみ谷やさんが止血するからって。で、血が止まって痛みがなくなって、これって感覚がなくなっちゃったんだから凄すごくやばいんだと思って……。みんなが心配してくれるんだけど、あれ、変だな、本当にぜんぜん痛くないって。強がりでもなんでもなく、本当に大丈夫だった」

　池いけ田だの傷は神かみ谷やが触れた瞬間に治っていた。失った血までは回復しないらしく、貧血気味ではあったが傷跡すら残っていない。

　神かみ谷やはようやく将来の夢『どんな病気や怪け我がでも触れただけで治せるような凄すごいお医者さんになりたい』が実現しているのかもしれないと思い始める。

　爆発植物の破裂で切れていた青あお木きの目尻に触れると、やはり一瞬で傷が消えた。擦すりむいていた蘇そ我がの膝ひざも治った。転んでできたサーシャの膝ひざと手のひらの怪け我がも治る。

　頭ず蓋がい骨こつの中に潜んでいた６人は目を見合わせた。どうやら神かみ谷やには凄すごい力がある。

「神かみ谷やっち中心にしてみんなで円陣組んで逃げよっか。怪け我がしても神かみ谷やっちに治してもらえるよ」

　芝しば田たは冗談で言ったが、青あお木き洋よう子こや蘇そ我がは「うん」「それで行こう」真に受けた。彼女たちは全校生徒の集団から離れていたので、何とか合流したかった。いつまでも頭ず蓋がい骨こつの中に潜んでいては、次第に包囲網を狭せばめてくるゴブリン達たちに見つかってしまう危険がある。

　そして、恐れは現実となり、近づいてくる集団の足音を聞く。頭ず蓋がい骨こつの隙すき間まから外を窺うかがうと、二十匹近いゴブリンが近づいてくるのが分かった。

　植物を投げる距離がなくなる前にこちらから攻撃するか、通り過ぎてくれるのを期待するか。池いけ田だは震えながらも、爆裂植物を手にし、どうか来ないでくれ、通り過ぎてくれと祈り続けた。蘇そ我がは相手の足取りから「みんな走って」気づかれていると判断した。

　蘇そ我がが投げた植物の爆発を合図にして６人は走り出す。足の遅いサーシャや芝しば田たが遅れがちになると蘇そ我がが植物を投げてゴブリンを牽けん制せいする。

　彼女たちは走り続けたが、ゴブリンの方が速い。二匹ずつ左右を追い越していき、彼女たちを包囲しようとしていた。

「もう駄目だって思ったね。芝しば田たでも囮おとりにして、食われている間に逃げようかなって考えてた」

　蘇そ我がは随分と薄情に笑うが、やはり、芝しば田たの証言は違う。

「やー。私の足が遅いのがいけないって分かってたし。蘇そ我がっちや真ま由ゆっちなら逃げられると思ったから、先に行ってって言ったの。あー。泣いてたから言えてなかったかも。でも、蘇そ我がっちはうるさいって怒鳴ってくるし、真ま由ゆっちが手ひっぱってくるし、神かみ谷やっちがサーシャの背中を押してた。いい奴やつらだよね、みんな」

　ゴブリンは獲物が疲れてくるまで追い掛け回し、群れから脱落した者を襲うつもりだったのだろう。Ａ組の女子がずっと一ひと塊かたまりになっていたため、襲撃するときをじっくりと待ち続けた。

　そして、ついにサーシャが足をもつれさせて転倒してしまう。

「来てくれるって信じていたけど、後から文句を言ったよ。何で私が腕を怪け我がしたときじゃなくて、サーシャちゃんが転んだときなのって」

　魔法使い青あお木き洋ひろしが空から一直線に降りてきて、サーシャに飛び掛ろうとしていたゴブリンを踏ふみ潰つぶした。

　瞬またたく間まに周囲に居たゴブリンが体内から発火したかのように目や口から煙を吐き出しながら、倒れる。

「遅い、馬鹿！」

「ご、ごめん」

　包囲に加わろうとしていたゴブリンが見えない壁にでもぶち当たったかのように空中に激突して転倒した。

「向こう全部、焼き払うから」洋ひろしが手をかざし、池いけ田だが「駄目」と飛びついて静止する。

「あたり一面焦土にするとか、そういうやつでしょ。逃げ遅れている人とか、怪け我がして倒れている人とか、まだいっぱい居るよ。それに、神かみ谷やさんが凄すごいの。触れば怪け我がを治せるの。だから、まだ助けられるよ」

「えっ」

　少し離れた位置に群がっていたゴブリンの群れを衝撃波の魔法で吹き飛ばし、足が折れ曲がって横たわる生徒の姿を見て、洋ひろしはぎりぎり間に合ったつもりが、既に遅かったことを悟った。

　下唇をかみ締め、周囲を観察する。

　洋ひろしは能力を持っているが、けして勇敢ではないし、賢いわけでもない。上うえ杉すぎのように恐怖から目を背けずに状況を判断して即座に指示を出せるわけではないし、人に命令できる性格でもない。

　青あお木き洋ひろしは弘ひろ橋はし高校の中で最も強力な能力を有してはいたが、有効活用の方法を知らなかった。大規模な混戦になっている中、ゴブリンだけを攻撃するような手段はない。

　もし、その場にいたのが洋ひろしだけだったら、目の前に見える数十匹のゴブリンを焼き殺すことを繰り返していただろう。最終的にゴブリンを殲せん滅めつできるだろうが、背後にかばったＡ組の女子以外は犠牲が大きく増えていたはずだ。

　だが、その場には池いけ田だが居た。

　池いけ田だは洋ひろしが描いた漫画の内容を、本人以上によく覚えている。そして、池いけ田だは洋ひろしよりも機転が利きくし、何よりもゴブリンから逃げている間「ロッシュならきっとこうやって助けてくれる」と思い描いていたビジョンがある。

「ヒロ、恐怖の四連発魔法」

　洋ひろしは池いけ田だの言葉を理解したが「駄目だよ。モンスターだけを狙うことはできない」と断ろうとする。

　だが池いけ田だは「全員、巻き込めばいいでしょ。やって！」と洋ひろしの頰ほおを両手で叩たたいて挟んで、目を覗のぞき込こみ有無を言わせない。

　後に彼女は当時を反省しつつも、無謀な提案が大丈夫だと思った根拠を教えてくれた。

「んー。あの時はもう、私、てんぱっていた。それに、みんな襲われて凄すごく危険だったし、なんか流れを変えるようなのが要ると思ったんだ。タイムアウト的な、みんないったんコートから出ようって。ヒロの漫画って、魔法で誰も死なないから大丈夫だって信じてた」

　池いけ田だの提案は、一言で言ってしまえば、敵の方が被害が大きいんだから、もう全部、攻撃魔法に巻き込めばいいというものだった。青あお木きは躊ちゆう躇ちよしたが、いくつものゴブリンが密集した小山を目にし、覚悟を決める。

「分かった。恐怖の四連発魔法いくから。池いけ田ださん、見ないでよ」

「うん、うん。分かった。みんな、座って」

　池いけ田だが座り込み、近くに居たＡ組女子が不思議に思いながらも腰を下ろしたとき、青あお木きが魔力を集中させた拳こぶしで地面を殴った。

「地震！」

　地の底から重い音が響き、同時に戦場全体が激しく縦に揺れだした。周囲に居たもの全員が立っていられなくなる。

　戦場を襲った地震により手も着けられない阿あ鼻び叫きよう喚かんに陥ったのは、ゴブリンであった。悲鳴をあげ、頭を抱えて伏せたり飛び跳ねたり地面を転がったりする。

　一方で生徒たちが動揺したのは、地面が揺れている間だけだった。揺れが収まってくるのと同時に生徒たちは避難を再開する。だが、ゴブリンの大半は震えてうずくまるか、落ち着きのない様子で何か奇声をあげるだけだ。

　安全圏にいた生徒などは反射的にスマホを取り出して、ＳＮＳに呟つぶやこうとしたほど冷静だった。

「雷！」

　次に、洋ひろしが振り下ろした指先で示したオークに雷が落ちる。オークは漫画のお約束表現のように骨が透けて感電したあと、黒焦げになって息絶えた。

　そして最後に、漫画のオチが訪れる。

「家事、親おや父じ！」

　洋ひろしの姿が中年オヤジになり、手には何ど処こから現れたのか掃除機があった。

　何な故ぜか電気も無いのに掃除機が駆動して、ゴーッという音を鳴らす。

　洋ひろしの漫画は学園異能バトルだが、基本的にギャグだ。地震と雷で攻撃した後、自分が家事をする親おや父じになるという副作用があった。

「すぐ元に戻ったんだけどね、あのときのヒロ、めっちゃ親おや父じになってた。なんかね、夫に家事を押し付ける嫁さんが一番怖いっていうオチなんだって」

　オチに相当する部分は置いておいて、洋ひろしの魔法は効果的だった。ゴブリンが地震で狼狽うろたえた隙すきに、多くの生徒が窮地を脱している。池いけ田だの読みどおり、全員を攻撃に巻き込みつつも、日本人である生徒たちの方が被害が少ないという効果的な魔法であった。

　地球上で日本が占める国土面積は〇・二五パーセント。マグニチュード六以上の地震は、約二十パーセントが日本で発生する。これほど地震と共に生き続ける民族は地球上にも異世界にも存在しない。

「こんな魔法、よく、覚えていたね」

　一発形勢逆転に感心して半ば呆あきれていたから、次の言葉は不意打ちだった。

「ん。だって好きだもん。忘れないよ」

　状況を忘れて、心臓が高鳴った。

　漫画が好き？

　それとも、僕のことが好き？

　どっちの意味で池いけ田だは好きと言ったのだろうか。

　洋ひろしは後者であることを期待したが、中学時代に好感度が上がるようなイベントは経験していないのだから、どうしても前者ではないかという思いが捨てきれない。

　洋ひろしが混乱に陥っているとも知らず、池いけ田だは次の指示を出した。部活でチームメイトに指示するかのように手を叩たたき、洋ひろしやＡ組女子の注目を集めてから、声を大きくする。

「私と洋よう子こちゃんで、怪け我が人にんをここに連れてくる。ヒロは私たちにあいつらが近づかないようにして。神かみ谷やさんは治療。涼りよう子こちゃんとサーシャちゃんはここで神かみ谷やさんの手伝い。蘇そ我がさんは３人に近づく奴やつに、それ、ぶつけて。おっけー？　いい？　いいよね？　さ、声出して行こう！」

　脳裏にユニフォーム姿の池いけ田だが鮮烈に浮かび上がり、洋ひろしは思わず叫んだ。

「ＨＢＢＴ（弘ひろ橋はし高校バスケットボールチームの頭文字）！　ファイッ！」

　運動部の池いけ田だと蘇そ我がが「オーッ！」と応える。
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　他の文化部女子は面食らっていた。けど、池いけ田だの指示に逆らうものは居なかった。池いけ田だの陣頭指揮で救出活動が始まる。

　洋ひろしの地震魔法は生徒たちに逃走の時間を数十秒与えただけであって、ゴブリン達たちが攻撃を諦あきらめたわけではない。

　ゴブリン達たちは士気が衰えたため、攻め手を緩めつつはあったが、代わりに人数差を踏まえての包囲殲せん滅めつ戦せんに切り替えつつあった。

「本当は怖くて逃げたかったんですよ。そういうのって男子にやってほしかったけど……。周りに私たちしか居なかったから、どうしようって。自分でも何で逃げなかったのかよく分からないなあ。……あ、そうだ。あのとき、真ま由ゆが青あお木き君を見る表情を見て、なんか大丈夫そうって思ったんだ」

　青あお木き洋よう子こは池いけ田だと共に何人もの負傷者を神かみ谷やのもとに送り届けた。女子二人だけで負傷した生徒を運ぶのには難儀したが、途中で、逃げ遅れた生徒を探していた教師の須す田だと花はな井いが合流して手伝っている。

「んー。神かみ谷やっちは、まだ半信半疑だったみたいだよ。自分が触っただけで怪け我がが治るなんて。でもさ、真ま由ゆっちと青あお木きっちが運んできた怪け我が人にんを触るとさ、やっぱ、あっという間に治っちゃうの。凄すごかったよ。……でもさ。治る人と治らない人がいて……。治らない人っていうのは、もう手遅れだった。どんな怪け我がでも治せるって分かった矢先だったから、神かみ谷やっち辛つらそうだったなあ」

「何人も助けたよ。あー。というか、助けようとしたって言った方が正しいな。最初はウチらでもできることがあると思って頑張ろうと思ってたけど。何人か助けられたのは嬉うれしかったけどさ、助けられなかった辛つらさの方が大きかった。神かみ谷やはよくやってたと思う。駄目だったのは私。私が近寄ってくるゴブリンを撃退する役だったんだけど、盾を持った奴やつが居て、そいつの背後から二、三匹飛び出してきて。青あお木きはいつの間にか遠くで戦ってて、こっちに気づいていないし、私が駄目だったんだ……」

　けして蘇そ我がに落ち度があった訳ではない。

　彼女は爆裂する植物の種を使い、何度かゴブリンを撃退していた。もし蘇そ我がが居なければ神かみ谷やは治療に専念できなかっただろう。

　責められるべき者がいるとしたら青あお木き洋ひろしだ。彼は逃げ遅れた生徒を助けることばかり意識しており、助け終えた生徒たちの安全をあまり意識していなかった。前にいるゴブリンの大軍ばかりを見ていて、他の一団が背後に移動していたことを見落としていたのだから。

　神かみ谷やの治癒能力は一瞬で傷が治るとはいえ、気を失いかけるほどの疲労を伴う。芝しば田たとサーシャは治療を待つ負傷者の止血をし、意識がある者には気を確かにするよう声をかけ続けていた。

　サーシャも芝しば田たも神かみ谷やも治療に専念していたから、ゴブリンの一団が迫っていることに気づかなかった。蘇そ我がの警告する声に気づいてサーシャが顔を上げたとき、ゴブリンがわずか数メートルの位置に迫っていた。

　サーシャは気づいたら飛び出していた。負傷者たちを背にかばい、手を広げてゴブリンの行き先を塞ふさぐ。

　足が震えて立っているのがやっとだった。

　辛かろうじて動いた唇から零こぼれたのは、あまりにもか細い「助けて」という声。

　戦闘の喧けん騒そうの中で、目の前に迫ったゴブリンの醜悪な吐息にすら搔かき消けされてしまうほどの小さな声だった。

　弘ひろ橋はし高校で戦闘能力を持っている者は全員が各自の状況に対応することで手一杯だ。

　いくら青あお木き洋ひろしの魔法で倒した数が既に百を超えていようが、敵の数は約千。ピュアタンポポは敵軍の背後から、少しでも群れの上位にいそうな奴やつを倒してかく乱らんさせようとしていたが、勢いを止められない。デファイザーΩオメガの小こ林ばやしは負傷しており、クラスメイト達たちと共に山の麓ふもとに隠れている。

　生徒を巻き込む恐れがなければ、青あお木きの魔法で起死回生を狙えたかもしれない。時間が十分あればピュアタンポポが敵の族長を仕留めていたかもしれない。

　しかし、あまりにも多勢に無勢だった。

　だから、助けを希こいねがうサーシャの声が届いた者は誰も居ないかに思われた。

　だが、力強く、聞くだけで安あん堵どを得られる声が雷光と共に戦場を駆ける。

「おう。任せろ」

　人と分かりあいたいという彼女の願いが呼んだ奇跡だろう。

　サーシャは日記に「一瞬、目の前が光り輝いて何も見えなくなった」と書き残している。

　人馬一体を雷に変異させて突撃する、異世界の騎士が得意とする攻撃だった。

　人馬の駆け抜けた後に残るのは、全身を焦がし息絶えたゴブリンのみ。

　強国と接する国境の警備を任された、王国でも屈指の実力者が部下に命じる。

「ニック！　贖しよく罪ざいの機会を与えてやる。この場に近づく全てのゴブリンを始末せよ。異国の者たちにこれ以上傷一つ付けさせるな。命を捨てる覚悟で挑め！」

「はっ！　ニコラウス、騎士の名誉にかけて使命を全うします！」

　サーシャは突然の事態に戸惑った。最初の不幸な出会いがあったとき、一行の先頭に居たＡ組の生徒たちは異世界の騎士の姿を見ていない。

　ただ、異世界の軍隊は危険であり、襲撃してくる可能性が高いと聞いていただけだ。

　ガルハードがなぜサーシャに語りかけたのかは分からない。外見が自分たちに近かったから邦人だと思ったのだろうか。

　何かしらの魔法によって、サーシャだけ言葉が通じると気づいていたのだろうか。

　雷神の二つ名で異国に畏い怖ふされるほどの騎士長は後に「助けを呼ぶ声が聞こえた」と言っている。

　ガルハードは騎馬から降り、剣を鞘さやに収めるとサーシャの前に跪ひざまずいた。

「私はガルファガス王国赤あか鋼はがね十じゆう字じ騎き士し団だん騎士長ガルハードと申します。後方の集団はご安心を。優秀な我が部下たちが護衛に当たっています。いずれも竜狩りの経験を持つ猛も者さです」

「あの。貴方あなたは……」

「我々は貴方あなたがたの砦とりでに残された数々の亡なき骸がらを見ました。雨露をしのげるように屋内に安置された彼らの体には毛布がかけられ、顔からは血が拭ふき取られていました」

　俯うつむいた騎士の声と肩は震えている。

「彼らに供えられた水や食料は、貴方あなたがたの旅にとって、いったいどれほどの貴重品であったか……。輩ともがらを尊ぶ貴方あなたがたの志に触れ、我々は胸を打たれました。これはせめてもの罪滅ぼしです。これ以上、貴方あなたがたを傷つけさせはしません」

　無念にも命を落とした級友たちが、生き残った生徒たちへ届けた奇き蹟せきだったのだろう。

　騎士ガルハードの言葉は真であった。

　国境警備を任務とする軍の精鋭たちは自らの負傷を省みずに、常に弘ひろ橋はし高校生徒の盾となり戦い抜いた。彼らの得意とする魔法の効果を帯びた刃は、一振りごとにゴブリン達たちを数匹単位で倒していく。

　ゴブリンの群れは前線に半数の犠牲を出した後に限界を悟り、撤退を始めた。

　騎士が参戦した後は、弘ひろ橋はし高校の者たちに負傷者は一名も出ていない。
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　生徒たちを襲った最大の惨さん禍かは過ぎ去った。

　彼らは騎士団の協力を得て、山の周辺を探索していた一年生男子を捜索した。残念なことに、多くの生徒が物言わぬ姿で発見されてしまう。

　ゴブリンの襲撃による死者60名（うち、教師12名）、行方不明者10名、負傷者１０２名。

　生存者３０５名のうち、無傷の者は２０３名であった。行方不明のうち６名は、巨大なオークに頭から飲み込まれている場面が目撃されている。

　一年Ａ組は山中に捜索に向かっていた今いま井い春はる利とし、上うえ杉すぎ大だい助すけ、宮みや下した光みつ秀ひでの３名が戻ってこなかった。

「全部、俺のせいだよ。上うえ杉すぎは俺たちを逃がすために……。俺があのとき、怪け我がしていなかったら何とかなったはずなのに……」

　小こ林ばやし尚なお人とは後悔を引きずった様子で、山中でゴブリンの待ち伏せにあった後、何があったのかを途切れ途切れに教えてくれた。

「山の外で何かが起きている。助けに行かなきゃ」

　池いけ田だにかけた時を止める魔法の発動を知った青あお木き洋ひろしは、いったん浮遊魔法を解除し、正面に居たゴブリンの血液を沸騰させて殺した。

　続いて、池いけ田だたちのもとに向かおうとする。だが、それはクラスメイト達たちを危険な山中に残すことを意味していた。自力歩行が不可能になっていた小こ林ばやし尚なお人とと宮みや下した光みつ秀ひでにかけた浮遊魔法は解除してしまったので、彼らの逃走はさらに困難になっている。

　迷う洋ひろしの背中を押したのは親友の言葉だった。

「行けよ、ヒロ」

「なに言ってんだナオ。ヒロが居なくなったら俺たちはどうなるんだよ」

　負傷している小こ林ばやしに摑つかみかかってまで反論したのは今いま井いだ。彼が自らの保身のために冷静さを欠いていたのは誰の目からも明らかだった。

　篠しの崎さき虎とら彦ひこが今いま井いを殴りつけ「おい、青あお木き。怪け我が人にんくらい俺が背負っていく。お前はさっさと行けよ」と、握った拳こぶしを開いて洋ひろしの肩に置いた。

　洋ひろしは必ず戻ってくると約束し、その場を去った。

　その後、Ａ組の男子はその場で小こ林ばやしと宮みや下したの治療を試みる。だが、両足を負傷していた宮みや下したは失血により既に死亡していた。

　常に全校生徒の先頭を歩き続けた一年Ａ組で最初の犠牲者である。

　初めて見る友人の死に誰もが絶望し、言葉を失った。松まつ谷たには宮みや下したを蘇そ生せいしようと人工呼吸を試みるが、結果は変わらない。

　やがて森の外から怒号のようなものが聞こえてきた頃、江え田だに肩を貸した上うえ杉すぎが合流した。

「おい、こんな所でどうした。さっきの奴やつらはまだたくさん居るんだ。ここは危険だ。離れるぞ」

「上うえ杉すぎ……。宮みや下したが……」

「宮みや下したがどうした？」

　上うえ杉すぎは無言の宮みや下したと、傍かたわらで首を振る松まつ谷たにを見て察した。

「そうか……。辛つらいが、ここで立ち止まっている時間はない。川かわ谷たに、篠しの崎さき、二人で小こ林ばやしに肩を貸してやってくれ」

「大丈夫だ。俺が一人で背負える」

「分かった。篠しの崎さき、頼む。松まつ谷たに、もう動けるな？　宮みや下したを背負ってくれ。さあ、行こう。」

　江え田だに肩を貸し、前へ進もうとする上うえ杉すぎの行く手を今いま井いが塞ふさぐ。

「上うえ杉すぎ君、待ってくれ。宮みや下したは、ここへ置いていこう」

「何を言っている。こんな所に置いては行けないだろう」

「彼を運べば僕たちの歩く速度が落ちる。上うえ杉すぎ君は、今、さっきの化け物がまだ近くに居るって言ったじゃないか。アイツらには魔ま除よけの香木が効かないんだ。急いでここを離れる必要がある」

「貴様、本気で言っているのか。共に旅してきた仲間をこんな所に置いていく気か」

「仲間だからだよ。宮みや下しただって、僕たちの足手まといになんかなりたくないはずだ」

「話にならん。宮みや下したは仲間や家族の所に連れ帰る」

「そうやってみんなを危険にさらす気か！　死んだ奴やつを運んだせいで、今生きている奴やつまで何かあったらどうするんだ」

「もういい、貴様は黙れ。貴様の声は森の奥まで響く」

「そうやって偉そうにするなよ。先生にみんなを纏まとめるように言われたのは、僕だ。学級委員長は俺だぞ。銃を持ったからって、お前は自分が偉くなったつもりでいるのか。何がドイツ軍人だ！　そんなふざけた願いがあってたまるか！」

「いいから黙れ。貴様は俺たちの位置を敵に教えたいのか」

　二人の諍いさかいを後に川かわ谷たに洋よう一いちは次のように回想している。

「今いま井いの言いたいことは分かるよ。可哀かわい相そうだけど死んじゃった宮みや下したのために、他のみんなまで危ない橋を渡るのは、確かに賢い行動だとは思えない。それに、みんなと合流して、またあそこに戻ることもできたかもしれないし。……でも、何があっても仲間を連れ帰ろうとする上うえ杉すぎに、みんな共感してたよ」

　川かわ谷たには篠しの崎さきと目配せをし、怪け我がで歩けなかった小こ林ばやしを起こして、篠しの崎さきの背中に担かつがせた。

　松まつ谷たには宮みや下したの亡なき骸がらを背負い、彼らは歩き始める。

「おい、なんでみんな上うえ杉すぎの言うことを聞くんだよ。ふざけるなよ！　魔法使いになりたいとか、軍人になりたいとか、そんな馬鹿な願いの方が偉いって言うのか！　おかしいだろ！　バスケのプロ選手になりたいっていう俺の夢は駄目なのかよ！　この世界じゃ、何の価値もないのかよ！」

　今いま井いの半狂乱に近い叫びは、森の奥まで響いていただろう。

「馬鹿にするなよ。ずっと、ずっとプロに憧れて、頑張ってきたんだぞ。くだらない夢の奴やつらが何で俺より偉そうにするんだよ！」

　ここで、生存者の多くが、後に一定の同情はしつつも今いま井いに辛しんらつな言葉を投げざるをえない事態が起きる。

　彼は、ひとりで走って逃げだしたのだ。

「最初、目を疑ったぜ。何でいきなり一人で走りだしたのか分からなかった。トランシーバーを持っているのはあいつだったんだぜ。もし外の連中がどっかに移動してたら、俺らはどうやって連絡を取るんだよ」

　篠しの崎さきは吐き捨てるように今いま井いを酷評する。

　吉よし田だは「あれは自分だけ助かろうとしていたんじゃなくて、助けを呼びに行ったんだと思いたいよ。だって、助けて、助けてって聞こえてきたから」と言いつつも、歯切れが悪い。

　さらに今いま井いは逃走前に叫んで、ゴブリンの群れを引き寄せるという厄介な置き土産みやげを残していった。

　逃走する際に小こ林ばやしは背負ってくれている篠しの崎さきに、自分を置いていくように言った。デファイザーの正体が自分であることを告げ、いざとなったら変身ができると告げた。

「銀ピカヒーローの正体くらい、言われなくても、みんな知ってるっつーの。変身できるなら、さっさと変身して俺らを運べ。できないなら黙ってろ」

　篠しの崎さきは、小こ林ばやしの負傷していない方の足をわざと木にぶつけた。小こ林ばやしは痛みとは別の理由で涙をこぼす。篠しの崎さきは首筋に零こぼれてくるものと嗚お咽えつを聞いて「すまん。そっちは血が出てないから大丈夫だと思った。まじすまん」狼狽うろたえ、謝り続けたが、小こ林ばやしの涙が止まらない理由には気づかなかった。

「ごめん。俺。変身できるからって調子に乗ってた……。皆を護まもれるって、自うぬ惚ぼれてた。なのに、何もできなくて、俺……」

　情けなさと悔しさで声は震えるばかり。

「あ？　馬鹿かお前。泣くなら、理由が違うだろ。クソみたいな世界だけど俺たちはダチになれた。そのことに感謝して泣け。俺はオマエのこと、地味なオタクヤローだって馬鹿にしてたけど、今じゃスゲーヤツだって認めているんだ。だから弱音は吐くな。俺が、いや、俺たちがオマエを連れ帰る」

　一年Ａ組出席番号９、篠しの崎さき虎とら彦ひこ。燃えさかる炎のように逆立った髪と熱い眼まな差ざしの男。

　将来の夢『Ｆ１レーサー』

　自動車の無い異世界においては、何の役にも立たない夢だったのだろうか。

　レースは車に乗っているだけの、楽なスポーツだろうか。

　答えは違う。

　Ｆ１はレーシングスーツに身を包みサウナのような暑さに耐えながら、コーナリング時に体にかかる数百キロもの負荷を耐え、二時間走り続ける過酷なスポーツだ。レース後のドライバーは数キロも体重が減り、脱水症状になるまで消耗する。

　篠しの崎さきは異世界に来て普段以上の体力を得ていただろう。だが、それだけではない。彼は小学生の頃からカートに乗り、夢を追いかけてきた。過酷なレースに耐えられるように、日々のトレーニングを欠かさず努力し続けてきたというバックグラウンドがある。

　小こ林ばやしを背負った彼の下半身はがっしりと獣道を進み、微み塵じんも揺るがない。

「おい、自衛隊。ちんたらするな。追い越しちまうぞ。疲れたらいつでも代わってやるからな。俺は、二人くらい担かつげるぞ」

「ふん。篠しの崎さき君こそ、無理して倒れたら僕が背負ってやるから、安心して良いぞ」

　多くの生徒が見せた絆きずなが、戦場から多くの仲間たちを帰らせたのだ。

　彼らの中に「俺があの時あいつを助けた」と自慢する者は一人もいない。誰もが「俺はあの時あいつに助けられた」と感謝を口にする。

　小こ林ばやしは「篠しの崎さきに助けられた」と言う。

　篠しの崎さきもまた「俺一人じゃ小こ林ばやしを運べなかった。吉よし田だが小こ林ばやしの背中を支えてくれたしな。あと、松まつ谷たにみたいに張り合える奴やつがいた」と照れくさそうにするだけだ。

　吉よし田だは「松まつ谷たにが山の中なのに移動した距離や方角を覚えていて『半分来た、あと少しだ』『あそこを曲がればすぐだから頑張ろう』ってずっと励ましてくれたんだ。あやうく惚ほれちまうところだよ。ったく」と苦笑する。

　誰もが、誰かのおかげで助かったと口にしている。

　異世界を一ヶ月旅する間に作られた彼らの仲間を思う絆きずなはとても強かった。

　だが、非情にも、山道を急ぐＡ組の男子たちはゴブリンに追いつかれつつあった。

　そして、最も仲間との絆きずなを大事にした男が、一人、残ることを決意する。

「江え田だ。もう歩けるな。吉よし田だ、江え田だに手を貸してやってくれ。松まつ谷たに、後は頼んだぞ」

　上うえ杉すぎは来た道を引き返した。発砲し、銃声を山中に響かせ、大声で叫ぶ。

「化物ども。こっちだ！　来い！　ここに居るぞ！」

　親友の松まつ谷たには「馬鹿な真ま似ねは止よせ！」上うえ杉すぎを止めようとする。

　だが上うえ杉すぎは発砲音を響かせ「すぐに追いつく。先に行け！」ゴブリンの注意をひきながら遠ざかっていき、やがて霧深い森に姿を消した。

　クラスメイトを先導しなければならない松まつ谷たには、親友の後を追いかけるわけにはいかず、ただ歯を食いしばるしかなかった。

　こうして、山林を調査しに行っていた一年Ａ組の男子生徒のうち、今いま井い春はる利としと上うえ杉すぎ大だい助すけの消息が不明になる。

　今いま井い春はる利としがどうなったのかは分からない。だが後に、ゴブリン達たちとの戦いを終えた青あお木き洋ひろしが山中を捜索し、上うえ杉すぎ大だい助すけを発見している。

　一年Ａ組出席番号３、上うえ杉すぎ大だい助すけ。両親が居おらず、施設で育った優しい少年。旅の道中でも数少ない食料を元気のない者や体調を崩した者に譲ってきた。

　将来の夢『ドイツ軍人になりたい』

　中学生が卒業文集に書くには、あまりにも奇妙な夢である。

　力なく倒れた上うえ杉すぎのすぐ側には、実に二十を超えるゴブリンの死骸が有った。クラスメイトを逃がすために一人残った彼の軍服は、返り血と自らの体から溢あふれる血で赤く染まりきっていた。

　弾薬が足りたはずがない。彼はまさに決死の思いで、仲間を助けるために自らの身体を犠牲にして戦ったのだ。

　青あお木き洋ひろしは途方に暮れた。出血が酷ひどく、魔法で運び出す際の衝撃に上うえ杉すぎの体が耐えられそうもない。かといって、神かみ谷やを連れて戻ってくる時間があるように思えない。

　青あお木きが夢に思い描いた魔法使いは、戦闘のための魔法は使えても、治療に類するものは一つもなかったのだ。

「ヒロ、か。大動脈が切れてる。俺は助からない」

　上うえ杉すぎの口から血が溢あふれる。

「さっき、今いま井いに、俺の夢が下らないって言われたよ……。昔、テレビで見たんだ。片足を失ったドイツの軍人が、自分たちは日陰者ですって……。戦争が終わったから、日陰者でいられる。だから、幸せですって……」

　第二次世界大戦時に起きたナチス親衛隊の蛮行を、ドイツ国防軍の所業と混同している者は多い。独裁者ヒトラーの虐殺に協力した者とは別に、家族や友人を護まもるために銃を手にした若者が大勢居たのだ。

　上うえ杉すぎが憧れたのは、そんな、日陰者でありながら誰かのために戦った者だった。

　現代でも軍隊は武器を持った戦闘集団という側面ばかりが強調され、さも侵略するための組織であるかのように言われることがある。

　だが、軍隊の本質は自国民を護まもることだ。

　諸外国では徴兵制や就職難で仕方なく軍に入る者が居る。しかし、第二次世界大戦の敗戦国であるドイツはヨーロッパ随一の、日本はアジアでも有数の裕福な経済国になり、両国とも徴兵制度がない。

　ドイツや日本の若者は皆、愛する誰かを護まもるために志願して軍人や自衛隊員になるのだ。

「なあ、ヒロ。もしかしたら、俺たちの願いは叶かなったらいけないものだったんじゃないか」

　血を吐きながら苦しそうに呻うめく姿を見て青あお木きは「喋しやべらないで」と声をかけたくなった。しかし、上うえ杉すぎの瞳にはまだ微かすかに光が残っていて、自分を見つめてくるから何も言えなくなってしまった。

「今いま井いが俺の夢を否定したとき、言葉が胸に突き刺さったんだ。確かに俺たちの願いは、この世界で誰かの命を救ったかもしれない。……けど、これは、偶然手に入れただけなんだ。努力が伴っていない。だから、この世界は間違っている。頑張ってきた人たちが報われなくて、俺やヒロみたいな、本当は弱い奴やつの願いが力を持つなんて、絶対に、間違っている」

　内向的で自ら他人に話しかけるのが稀まれな青あお木きが「ヒロ、前方の岩陰に動きがある。見てくれ」「ヒロ、下流で待機。落らく伍ご者しやが出たら救助してくれ」生き延びるための行動だったとはいえ、積極的に話しかけてきた上うえ杉すぎに好意を抱くのは早かった。

　夜中にこっそり小こ林ばやしを誘って３人で川に行って魚を獲とったこともあった。軍服を借りて着たこともある。

　いつも一緒に先頭を歩いていたから、たとえ代わり映えしない平原ばかりだったとしても、異世界の景色はいつも二人が最初に見ていた。

　群で移動する動物や、畑で何かを収穫する異世界の人の様子など、先行偵察した二人だけが見た景色もある。

「ヒロ。お前の力は、これからも誰かを助ける。でも、いつか、それを棄すてる決断をする時が、きっと来る。……もし、最後まで棄すてられなかったら、俺みたいになってしまう。だから、ヒロ、その時は迷うな」

　余りにも弱々しくゆっくりと差し伸べられた手をとると、洋ひろしは涙が止まらなくなった。

「もう誰も犠牲になってほしくない。……みんなで日本に──」

　──帰るぞ。彼がそう言葉にすることは、もう、ない。

「大だい助すけ君、それでも、僕は……。魔法にすがるしかないんだよ」

　タタの住まう山の麓ふもとで、旅の終わりが間近に迫った頃、洋ひろしは薄々と感じていた。

　自分の願いは間違っている。

　魔法は手段に過ぎない。洋ひろしが本当に叶かなえたかった願いは別のことだ。魔法使いになりたかったわけではない。けれど、なってしまった。活躍してしまった。

　自信を持てる特技のない洋ひろしはけして増長できるような性格をしていない。だからこそ、自分の強大な魔法が、大勢の命を救ったことを冷静に見つめることができていた。

　上うえ杉すぎのような立派な志こころざしなどない。

　ただの臆病で願いを隠してしまった。しかし、そんな自分の夢が、異世界で絶大な効力を発揮してしまったという事実が恐ろしかった。

　池いけ田だ真ま由ゆがかつて洋ひろしの漫画を読んだときの感想は「この魔法使い、格好良いね」だ。洋ひろしは、魔法使いになりたかったのではない。

　池いけ田だに好かれたかったのだ。

　女の子に格好良いと思われたかっただけの願いが、大勢の命を護まもる重役を担になってしまった。洋ひろしには、上うえ杉すぎのように命を犠牲にするほどの覚悟はない。

　洋ひろしの願いは、軽かった。

　池いけ田だを助けたとき、格好いいと言われて少し有頂天になっていたのではないだろうか。浮かれている時間が少しでもあったのなら、すぐにこの場に来ていれば上うえ杉すぎを救えたのではないか。

　後悔が込み上げてきた。

　魔法で出した水で、血に染まった上うえ杉すぎの顔を洗った。ハンカチで拭ふいても、ぽつ、ぽつと上うえ杉すぎの顔は濡ぬれる。

　拭ふいても拭ふいてもすぐに濡ぬれてしまうから、洋ひろしは親友から顔を背けた。
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　生徒たちは騎士の護衛で近隣の廃村に向かい、待機することになった。

　タタの山には二日の休憩の後に少数で登る方針になった。多くの犠牲を出した彼らには他の何よりも休息が必要だった。本著に記したガルファガス王国の情報は、このときにサーシャが騎士たちから聞き出したものである。

　タタへ向かうのは、青あお木き洋ひろし、騎士ガルハード、花はな井い二に個こ、サーシャ・リーフ、以上４名。

　青あお木きと騎士長ならゴブリンの襲撃にあっても撃退が可能という理由だ。通訳としてサーシャが同行し、女子生徒を一名だけ行かせるわけにはいかないため、花はな井いも加わる。

　花はな井いの日記によれば、山林を移動する途中でゴブリンとは遭遇しなかったようだ。ゴブリンが外敵から身を護まもるために目立たない位置に簡易な住居を作ったり、洞穴で生活したりしていたためだろう。

　青あお木きの魔法により身軽になった一行は苦もなく山林を抜けた。

　森林限界という、木が植生できる高度の限界を超えると、背の高い樹木は急激に減った。身を隠す物が無くなりゴブリンとの遭遇が危ぶまれたが、木や霧が無くなるため見通しは良いい。雲に包まれた山頂付近まで岩の多い足場にさえ注意すれば、もう障害はないかに思われた。

　だが思わぬ問題に直面した。高山病である。急激な高度の上昇により、地球人３名が頭痛や眩暈めまいを感じて途中で休憩を取ることになった。青あお木きは魔法による攻撃かと錯覚したくらいには、山に関して無知だった。

　花はな井いが高山病について知っていたので、暫しばらく休憩して身体を慣らす必要性に思い至る。酸素の不足で思考力が落ちていたので、症状が大きくなるまで気づけなかったのだろう。

　高山病に陥った位置や移動時間の他に証言や日記から推測すると、タタ山の標高は三千から四千の間、富ふ士じ山さん程度だったと思われる。

　青あお木きによれば、山を登るときに４人全員が走ったことになっているが、花はな井いの日記では青あお木きがサーシャをおんぶし、ガルハードが花はな井いをお姫様だっこして運んだことになっている。青あお木きが、サーシャをおんぶしたことを池いけ田だに知られたくなかったから噓うそをついたのだろう。

　残念なことにサーシャは山頂に辿たどりついた後、旅の終わりを目前にして、もう日記を書くことができなくなってしまうため、彼女の日記は前日で終わっている。彼女は登山中に周囲からいつゴブリンが襲ってくるのかと怯おびえていたが、山頂で待ち構えているものに対しては何も警戒していなかった。

　休憩を挟みながら岩肌を登ると、高度の上昇に伴い周囲の気温は下がっていった。青あお木きは魔法で身体能力を強化しているので疲労はない。だが、寒くなればなるほど、汗でシャツがべたつくのを感じていた。

　山全体を吞み込むような途方もなく強大な魔力を感じられる青あお木きと騎士は、頂に近づくにつれて移動速度を落とし、周囲への警戒を強めていく。

「意識しなければ全く気にならないんだけど、不意に不安になるときがあったんだよ。実は僕たちが歩いてるのは山じゃなくて、でっかいドラゴンの舌の上で、喉のどの奥に向かって進んでいるんじゃないかって気がしてくるくらい、怖かった。口を閉じられたら、おしまい。ドラゴンの気分しだいで意味もなく殺されるっていう。そういう恐怖。動く様子がないから、まあ大丈夫だろうって思うんだけど、山を登ると、やっぱ唐突に、ガブリってやられたら終わりだろうなあって考えちゃう……」

　洋ひろしは同じものに対して恐怖を抱けるガルハードに対し親近感を抱いていた。

「んー。なんていうのかな。みんなはタタを、自分たちを助けてくれる優しい人だって無条件に信じ込んでいた。異世界では他に頼れるものがないし、信じたかったんだと思う。で、旅の間ずっとタタを怖がっていたのは僕だけだった。だから、ガルハードさんみたいな屈強な騎士が額に汗を浮かべているのを見て、ああ、ようやくこの恐怖を分かってくれる人が居たって思ったら、何か親しみが湧いた」

　人見知りする洋ひろしだったが、年齢が一回り離れていたことと、間に通訳のサーシャを介していたことで、却かえって会話しやすくなっていた。内気な弟も旅を経て少し成長していたのだろう。

　洋ひろしはガルハードの印象を「伊だ達て男っていうのかな。凄すごく女の人にもてそう。僕が棘とげだらけのあの植物は危険じゃないですかって聞くと、良いい香りがするし暖かくなる頃には小さくて可愛かわいらしい花が咲き、蝶ちようや小動物が集まりますって返事だった。凄すごく強いし格好良い人なのに、なんか可愛かわいい一面もあった」や「一緒に居たの数時間なのに、会ってすぐに、ガルさん、ヒロシクンって呼び合えるようになってた。親しみやすい人だった」と感じている。

　ただ、これは、サーシャの翻訳による影響が強いと思われるため、騎士の人物像について、どの程度が正解なのかは分からない。おそらくサーシャなら、騎士が無骨な物言いをしていたとしても可愛かわいらしい言葉に通訳してくれただろう。

　雲に包まれた頂上付近を慎重に進み、辿たどりついた所にあったのは白亜の神殿だった。

　花はな井いの「どうやって資材を運んだんだろう」と書かれた日記のページには「パルテノン神殿を掃除したらこうなるかも」とも記されている。

　芝しば田たに比べると随分と拙つたないデッサンだが、確かに花はな井いの描いたイラストはギリシャに現存するパルテノン神殿に似ている。

　人が踏み込まないような地にそびえた豪ごう奢しやな住まいは中から溢あふれる濃密な魔力も相まって、足を踏み入れるのを躊ちゆう躇ちよさせた。洋ひろしとガルハードは畏おそれていたようだが、花はな井いやサーシャは特に何も感じない。

　女性陣は如い何かにも壮麗な建物を目にすれば、中に住まう偉大な魔法使いが自分たちを日本に帰してくれるという期待に胸を膨らまさずにはいられなかった。

「ごめんください」

　通訳も介さずに花はな井いが日本語で奥へ声をかけると「青あお木き君を平手打ちしました。ごめんね」と、後で日記に書き残すことになる。

　サーシャが「きゃっ」と悲鳴をあげたから横を向こうとした花はな井いは、背後から何者かに自分の胸を鷲わしづかみにされた。振り返っても誰も居ないのだから、犯人は隣にいた洋ひろしに違いない。どうやって手を伸ばしたのかは分からないが、魔法が使えるのだから、何とかなるのだろう。

　身に覚えのない平手打ちを食らった洋ひろしが面食らっていると、今度は洋ひろしの背後から声がする。

「安心したまえ。私は同性愛者だから君の股間を触りはしない」

　だが、胸は揉もまれた。

「やはり男の胸はつまらん」

　青あお木きが振り返ると唇が触れそうな距離で、異世界の魔法使いタタが微笑ほほえむ。

　一ヶ月前に弘ひろ橋はし高校の教室に現れ、生徒たちを異世界に連れてきた張本人。思わず一歩後ずさってのけぞる洋ひろしにあわせてタタが身を乗り出してくる。

「君たちのことはずっと見ていたからね。日本に帰りたいんだろ。だったら簡単だ。全員が願いをなかったことにしたいと思えばいいだけだ。そうしたら帰れるよ。さあ、そんなことよりもせっかくこんな辺へん鄙ぴなところまで来たんだ。女性は私と一緒にお風ふ呂ろに入ろうか。この世界にも君たちの国と同じようにお風ふ呂ろという文化があるんだよ。ああ、君たちは適当に草でもむしっていてくれ」

　白く染まるタタの吐く息が、洋ひろしの頰ほおをくすぐった。一瞬だけ温ぬくもりを感じたが、すぐに冷めた。頰ほおには後味の悪い湿り気と冷たさだけが残る。

　洋ひろしはさらりと帰還の方法を告げられて調子が狂い、眼前で怖い美人が喋しやべるから全身が凍りついた。異性への緊張よりも恐怖の方が大きい。

　タタの吐息と共に漏れた魔力ですら、時間を止めるほどの洋ひろしの魔力を凌りよう駕がしているかのように感じた。

　だが、瞬まばたきする間に神殿の前から女性３人が消えてしまえば、慌てるしかない。ガルハードも何が起きたか分からなかったようだ。目があったので、首を振った後「ガルさん」「ヒロシクン」呼びかけと目線だけで神殿内に入ろうと意志を疎通した。

　神殿に踏み入った二人が見たのは、タタの言葉どおり、風ふ呂ろに入っていた女たちであった。神殿内は部屋がなく、だだっぴろい空間があるだけなのだが、その中央がプールのようになっていて、全裸のタタがやはり全裸の花はな井いに抱きついている。
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「草でもむしってろと言っただろう」

　男二人はタタの声を聞いたかと思ったら、山の麓ふもとに立っていた。洋ひろしは魔法攻撃をキャンセルする防御魔法を使用していたが、何の効果もなかったようだ。

　小川の周りにある草原には色とりどりの花が咲き、蝶ちようが舞う実にのどかな光景。自分たちに起きた現象とのあまりの落差に、洋ひろしは眩暈めまいさえ覚える。

　洋ひろしとガルハードは初回に五時間を要した登山を、二回目は一時間で終わらせた。すると待っていたのは衣服を着た３名だった。湯気を漂わせながら肌をつやつやさせたタタと「先生ごめんなさい」と謝るサーシャと「良いいのよ。生徒を護まもるのが先生の役目だもん」うっすらと涙を浮かべた花はな井い。

「生娘の甘い蜜をすするのは単なる私の嗜し好こうなのだが、こんなことをしているから、カカやネネなどの若輩者どもに、若さを吸収しているだのと言われるのかな」

　タタの無表情な問いへの返答に洋ひろしが窮していると、事態は急変していく。

　神殿内の空間が広がり料理の載ったテーブルが出現し、廃村で待機していたはずの弘ひろ橋はし高校の生徒が現れたのだ。

　ガルハードの姿は消え、別れの言葉すらないまま、もう再会することはなかった。

　全員が突然の事態に混乱し、右往左往するしかない。

　テーブルに並ぶ料理は誰もが日本に帰ったら最初に食べたいと思っていたような、ありふれた素朴なものばかりだった。洋ひろしもいつの間にか席に着いており、目の前では母が作ったのとそっくりな湯豆腐が湯気を漂わせている。

　小こ林ばやし尚なお人とは「旅が終わったと思った。ゲームで例えると、エンディングロールが始まったって感じ。目の前に素そう麵めんがあって、缶詰まるごとミカンがドーンって。海うみさんもうちで食べたことあるでしょ？　あれ。あのドーンってやつ。あ、これ、母ちゃんのだって思ったら、泣けてきた」と、言葉とは裏腹に表情は苦々しい。普段、うちに来ては「昼、また素そう麵めんだよ。青あお木き家の子になりたい」などと冗談を言っているのだから、ばつが悪いのだろう。

　川かわ谷たに洋よう一いちは「うち、すし屋じゃん。だから、朝食はいっつも前日仕入れて売れ残った魚なの。毎日毎日海鮮丼で、いっつも母ちゃんに文句言ってた。スーパーで売ってるような塩しお鮭ざけすらうちではレアなの。もう、生魚は嫌なの。でもさ、海鮮丼を見たとき、いただきますはまだだったけど、気づいたら搔かっ込こんでたよ」と照れくさそうに、鼻の下を指で擦こすった。

　青あお木き洋よう子こは「私のテーブルに有ったのは、お母さんが作ってくれるお茄な子すの炒いため物でした。きっと、私がいつ帰ってきても良いように、私の分もお料理してくれているんだろうなあと思って、涙が止まりませんでした」と当時を振り返り、「帰ってきたら、お母さんから料理を習うようになったんです」と締めくくる。

　菊きく地ち未み来らいと縫ぬい口ぐち美々びゆーていはスマホで撮影した写真を「ヤバかったよね」「うん。ヤバかった」見せてくれた。

「家で食べる普通の料理なのに、見た瞬間ヤバい、撮らなきゃって」

「そう。未み来らいも私もスマホの電池とっくに切れているのに、こうシュバッて出してパシャッ」

「ヤバいよね。完全に同じタイミングでパシャッ、撮れた。ソーラーの充電器？　アレ使ってたのって一部の人だけなのにね」

「ヤバいよね、ほら。ちゃんと写真、残ってるもん」

「ほら、これが実際にうちのおかんが作ったヤツ。こっちが異世界で出てきたヤツ。ヤバいっしょ、完全に一緒。で、これが──」

「ちょっと待て。私の寝顔。いつ撮った」

「美み々みヤバい。いきなりの俳句。どうしたの」

「ご、ま、か、す、な」

　やはり、誰のテーブルにも家庭の手料理が並んでいた。

「さあみなさん。辛つらい旅路でしたでしょう。私からのささやかなお詫わびです。まさかあなた方全員の願いを叶かなえた結果が、私の世界への旅になるとは思いもしませんでした。準備が出来次第、元の世界に帰してあげましょう。ですが今は心ゆくまで料理をご堪たん能のうください」

　爆発のような歓声が一斉に沸き起こった。誰もが元の世界に戻れると聞いて喜び、泣いたり跳びはねたり拍手したり、隣の者と抱き合ったりしている。

　タタの魔法による演出なのか、華やかな紙テープが舞い何ど処こからか陽気な音楽が流れてきた。半透明の鳥か妖精みたいなものが漂い、キラキラと色とりどりの光を放つ。

「要望があれば何でも叶かなえましょう。あなた方の世界の料理だけでなく、我々の世界の料理を堪たん能のうしたいのなら、何でも用意しましょう。ドラゴンの卵や、世界樹に千年に一度しか実らない果実など、この世界にしかない食材も振る舞いましょう。それとも、麦を煮て塩を加えたこの世界の素朴な郷土料理でも用意しましょうか」

　夕飯時には少しだけ早かったが、誰もが料理に夢中になった。

　だが、洋ひろしは一切、料理に手を付けようとしなかった。皆が家庭を思い返している料理を、洋ひろしは家族すら人質に取れるという無言の脅迫のように思えてならない。家族も異世界に連れて来られていて、地下で料理を作らされているのではという嫌な妄想さえしてしまう。

　これほどの魔法が使えるのなら、なぜ、タタは自分たちを助けてくれなかったのだろうか。タタなら、弘ひろ橋はし高校が校舎ごと異世界に来たことに気づいていたはずだ。現にさきほどタタは洋ひろしが来たとき「君たちのことはずっと見ていた」と言っている。

　事件の元凶にもなった者が無条件に親切になったとは、とうてい思えない。

　生徒たちはみんな、慈愛の女神に出会ったかのように感じているようだが、洋ひろしにはタタの魔法使いが、代償に命を求める悪魔のように思えてならなかった。

「そうかい。君は魔法使いだからね。他の連中とは違って、私が何をして何ができるのか、ある程度は理解しているようだ。これは実に珍しいことだ。今回はイレギュラーが多い」

　何の予兆もなくタタは洋ひろしの隣に座っていた。隣には小こ林ばやしが座っていたはずなのだが、テーブルが伸び座席数が増えている。いつの間にかタタが隣に来たというのに、テーブルの正面に居る青あお木き洋よう子こや隣の池いけ田だは驚いた様子もなく雑談している。

「それは当然さ。魔法使いになった君だけが違和感を覚えているのさ。ほら見てごらん。みんな私がここに居てもまるで気にした様子はないし、料理を楽しんでいる。君も食べなよ。せっかく私が、君たちが最も喜ぶ料理を出したのだからさ。それとも君も、彼らみたいにスマホで写真を撮るかい。充電はしてあげたよ」

「貴方あなたがその気になったら、僕らのことなんてどうとでもできると、分かっていて聞きます。本当に僕たちを日本に帰してくれるんですか。貴方あなたはいったい何がしたいんですか。何を企たくらんでいるんですか」

「安心しなよ。元の世界に帰してあげるさ。何をしているのかと問われれば、これは、そう。娯楽だよ。君たちが苦しむ姿を見たかったのさ」

「は？」

「ん？　理解できないか？　娯楽という概念は君たちの世界にもあるだろう？」

「大だい助すけ君や宮みや下した君が死んだのに……。娯楽？　たくさん、死んだのに？」

「本当はもっとたくさん殺すつもりだったんだよ。ただね、私自身が君たちの願いの影響を受けているんだ。吉よし田だ順じゆん一いちの願い『女子にもてたい』にはしてやられた。私は女子だったらしい。気になる異性を悲しませるような行為はできなかった。サーシャ・リーフの願いも予期せぬ影響を私に与えたよ。どうやら私は、君たちを殺しにくくなってしまったようだ」

　ここで青あお木き洋ひろしのゲーム脳と漫画脳が働き始める。タタはエンタテインメント作品に出てくる傲ごう慢まんな神そのものではないだろうか。油断し、人間の英雄に討たれる神。

「早く食べないと冷めるぞ」

　抑揚なく言いながらタタは洋ひろしの前からレンゲを取り湯豆腐を掬すくって「うん。これは美う味まいね」と口元だけ微笑ほほえむ。

「君の家では夏の暑い時期に湯豆腐を食べるのか。暑いからこそ熱いものを食べたい心理だな」

　洋ひろしは隣の魔法使いがまるで理解できなかった。たった今、価値観は通用しないと断っておきながら、日本人の嗜し好こうを理解しているかのように喋しやべる。あまつさえ、何ど処こからともなく日本のスーパーで売っているポン酢を出して、かけている。

「騎士の人たちは僕たちと同じ価値観を持っていた。だから協力してくれた」

「そうか。異世界の人間とも価値観を共有できて良かったではないか。となると、そうか。私がおかしいのだろう」

　タタはあっさりと認め、無表情なまま、ふふふと笑う。タタは湯豆腐を「ふーふー」と冷ましてから、「あーん」とレンゲを洋ひろしの口元に近づける。

　タタが日本人の文化や風習を理解しているのに、洋ひろしはタタをまるで理解できないのが怖かった。理解や共感が一方的過ぎる。

「なんだい。ポン酢は嫌いか。……うん。美お味いしい。こんなに美お味いしいのに食べないなんて、もったいないねえ。……私はね。今の君みたいに人間が苦しむ表情を見るのが好きなんだよ。見てごらんよ。みんな楽しそうにしている。浮かない顔をしているのは君だけだ」

　周囲を見ると、確かに誕生日会やクリスマスのように盛り上がっている。

「さて、どうする。私が、君たちの苦しむ姿を見たくてこの世界に連れてきたと、周りに教えるか？　幸せそうにしている彼らに真実を告げるか？」

「言いません。言えるわけがない……です」

「そうだろう。魔法使いの君なら、こうして私に触れてよく理解しただろうが、山に居たゴブリンも私がその気になれば魔法の一つで消滅させることができた。だが私は君たちをただ見ていただけだ。さあ、みんなに言えるか？」

　言えるわけがない。

「私は君たちを日本に戻してやれる唯一の存在だからね。みんなが私に感謝している。その正体が君たちの価値観で言うところの人格破綻者だとも知らずにねえ。青あお木き洋ひろし、喜びなよ。私の性質を知っているのは君だけだ。君だけが真実を知って苦しめば良いんだ。黙っていればみんなすぐに帰れるからね。たった数時間、君が苦しむだけでみんな幸せになれる。……良いいねえ。その顔だ」

　触れてもいないのに洋ひろしのズボンからスマホが出てきて、顔の前に浮かぶ。何だろうと思うまもなく「笑えよ。自撮りしようぜ」タタが頰ほおを寄せてくる。洋ひろしは「撮れば離れてくれる」と思い無抵抗でいた。

　そして、フラッシュが点滅するのと同時に、唇を重ねてきた。慌てて身を引きはがした瞬間、魔力の揺らぎを感じて、タタが認識阻害の魔法を解除したことを知る。池いけ田だが目を丸くして「え」と呟つぶやく。

　洋ひろしはどうすれば良いのか分からない。池いけ田だに弁解するにしても、何と言えば良いのだろうか。一緒に空を飛んで良い雰囲気になったとはいえ、自分は池いけ田だと付き合っているわけではない。

　けど、池いけ田だが目を伏せているのは、もしかしたら嫌なものを見てしまったからではないか。池いけ田だが洋ひろしに好意を抱いている証明にならないだろうか。

　動揺して、言い訳したい気持ちと嫉しつ妬としてくれたことを喜ぶ気持ちと、情けないことに、異性とのファーストキスを喜んでしまう青臭い気持ちがぐちゃぐちゃに混ざりあい、洋ひろしは何も言えなかった。

「池いけ田だ真ま由ゆよ。案ずるな。これは魔法使い同士が交わす挨あい拶さつに過ぎない。お前たちが元の世界に戻るために、異世界の魔法使いと波長を合わせる必要があっただけに過ぎん。いくら私でも大勢を異世界に送ることはできないからな。それに私は同性愛者だ。余計な心配はいらんよ」

「そ、そうですか……」

　洋ひろしの目には池いけ田だが微笑ほほえんではいるが落ち込んでいるように見えた。そしてタタが魔法で洋ひろしにだけ聞こえる言葉を発する。

「でも、キスしているのは見たくなかった……。と心の中で思っている。良かったなあ洋ひろし。この女、お前に気があるかもしれんぞ？　なあ。初恋の女の目の前で、ファーストキスを奪われた気分を覗のぞかせてくれよ。ん、何だよ、内心では喜んでいたんじゃないか。股間が理性よりも強いなんて、男ってのは悲しい生き物だねえ。ファーストキスはレモンの味……。ああ、それはポン酢だな」

　恋心を弄もてあそばれたのにも拘かかわらず抵抗ができない情けなさが、洋ひろしの瞳を濡ぬらしつつあった。

　池いけ田だに顔を見られたくなくて伏せると、タタは「安心しろよ。そんないい顔、他の奴やつに見せるわけないだろう」と囁ささやいた。

「君は全力でなら私に一いつ矢し報むくいることが可能かもしれない。ふむ。戦った場合の未来予知をしてみたが、私の腕を一本折るくらいはできるようだぞ。けど、私の機嫌を損ねたら日本に帰れなくなる。なあ、君は仲間のために精神的苦痛に耐えているんだ。それで良いいじゃないか。怖くて逃げ出したいと思っているなんてことは、ない。そうだろ」

「あの、タタさん。酷ひどくないですか……。僕の忍耐力を試すとか……。そういう何かの冗談なんですか……」

「いいや。ただの趣味だ。ああ、君の涙は美お味いしいねえ」

　タタが洋ひろしの頰ほおを両手で触れて上向かせると、唇で涙を拭ぬぐう。

　洋ひろしにとって、タタは既に美人の異性ではなく恐怖の体現であったから、もう緊張したり胸が高鳴ったりはしなかった。すぐに顔を伏せて、瞼まぶたをきつく閉じる。

「しかし、喜べよ。お前のそういう苦しむ感情が、私の魔力になるんだ。なあ。何百人もの夢を叶かなえるなんていう魔法が、どれほど現実離れしているのか、お前になら分かるだろう。なら、私は、どうやってその魔法を使うための魔力を得ていると思う？　……絶望だよ。夢を踏みにじられた者、夢を失った者、そうした絶望が私の魔力になる。これだけの人数を元の世界に送り返すとなると、流石さすがの私でもまだ魔力が足りない。だから、もっと苦しむ顔を見せてもらうよ」

　タタの言葉に不吉な気配を感じて、恐る恐る顔を上げると、テーブルの長さや椅子の位置は元に戻っており、隣には小こ林ばやしが座っていた。

　洋ひろしの様子に気づいた小こ林ばやしは「食いすぎたか？」タタの発言は一切、聞いていない。

　音楽が止やみ、何ど処こからか周囲の喧けん噪そうに紛れることなくタタの声が聞こえてくる。

　見れば神殿の奥、一段高い所にタタが居た。洋ひろしはここで初めてタタの全身がローブのような白い衣服に包まれているのを知る。それほどまでにタタは、いつでも心臓をわしづかみにできるような間近に居たのだ。

　全ての抵抗が無駄だと悟り、洋ひろしは使用中の魔法障壁を全て解除した。喉のどがからからに渇いていたのでテーブルにある水を取ろうとしたが、手が震えていて無理だった。洋ひろしの心が完全に砕けなかったのは、一いつ矢し報むくいるために企くわだてたとある仕掛けに、タタが気づかなかったからだ。傲ごう慢まんな神の足下を掬すくう切っ掛けを、得たかもしれない。

「私は皆さんを元の世界に戻すことができる。ただし、その手段を伝え忘れた」

　タタの声は神殿にいる全ての生徒に聞こえているのだろう。料理や雑談を楽しむ祭りのような賑にぎわいに、わずかに不審のざわめきが混ざり始める。

「夢の破壊」

　一瞬の静寂が広間を支配した。

　誰もが食事の手を止め、タタが発する次の言葉を待つ。

「君たちが叶かなえた夢。中学校の卒業文集に書いた将来の夢や願いを破壊する。君たちが得た能力は失われるし、破壊した願いは、二度と叶かなわない」

　全員の胸ポケットに突如、色とりどりの花が出現した。

「夢を棄すてる決意をしなさい。そうしたら、花は枯れるでしょう。全ての花が枯れたとき、貴方あなたたちは日本に帰れるでしょう。なにも心配は要らない。君たちは誰もが、日本に帰りたいという願いでいっぱい。夢を棄すてきれない者など居ないはずだ。時間に制限はない。ゆっくりと悩んで、夢を諦あきらめなさい」

　言い残してタタは姿を消した。ごく一部を除いたほとんどの生存者はこれ以降タタの姿を見ていない。

　ある者にとっては容易たやすい条件であった。

　一ヶ月ぶりに家庭の料理を味わった生徒たちの大半は、即座に夢を諦あきらめた。所しよ詮せん、中学校の卒業文集に書いた程度の軽い夢だったのだろう。冗談半分で書いた願いもあっただろう。

　だが、ある者にとっては、帰還が約束されたとしても、依然として捨てがたい夢であった。




　　　　＊




　タタの居なくなった神殿で、変わらずに浮かれ気分で料理を楽しむ者と、沈痛な面持ちで落ち込む者と、明暗が分かれた。

　蘇そ我が蘭らんの『生理痛止めて』のように適当だったり冗談だったりする夢や願いを書いた者は決断が早く、即座に花は色を失った。

　既に願いを叶かなえていた者たちの花が枯れるのは早い。

　江え田だ琢たく磨まは山林で愛犬の姿を見た。いつか別れが来ることは覚悟していたのだし、最後に抱きしめてあげられたのだから思い残すことはない。

　このように、簡単に夢を諦あきらめた者が大勢いた。彼らは高校生活でまた新たな夢を見つけていくのだろうか。

　辛つらい決断をした者も大勢いる。

　自衛隊員を志した松まつ谷たに珊さん瑚ごは悩んだ末に夢を諦あきらめた。彼の葛藤はどれほどのものだっただろうか。かつて震災に遭った松まつ谷たには、犠牲者の亡なき骸がらを運ぶ自衛隊員の姿を心に焼き付けた。自衛隊員は自分たちの家族の安否すら分からないのに、国民のために救助活動に当たっていたことをテレビで知った。

　尊い姿を目まの当あたりにし、彼は同じ道を志すこととなる。

　松まつ谷たには一ヶ月前、モンスターの犠牲になった生徒たちの遺体を武道場に運んだ。たとえ二度と会話ができなくとも、少しでも綺き麗れいなまま家族に再会させたい。かつて自分が、自衛隊のおかげで家族と最後のお別れができたように。

　彼の優しさは異世界の騎士に伝わり、後に自らを助けることになった。

　松まつ谷たにからのインタビューは得ることができないので想像に過ぎないが、おそらく彼にとって、この時、異世界にいた生徒たちこそが、まさに助けるべき人だったのだ。彼は他人のために自分の夢を諦あきらめたのだ。

　隣に座っていた戸と田だ大だい地ちが、当時の松まつ谷たにについて次のように覚えている。松まつ谷たにのテーブルに並んでいた料理は、震災に遭う前、存命だった彼の母親が作ってくれたものであった。タタが日本への帰還の条件を口にしたとき、松まつ谷たには嗚お咽えつで息を詰まらせながら「みんな、家族に会いたいよな」涙を零こぼした。

　明確な将来像を描いていた者ほど、辛つらく、長く悩んだ。友人や教師に相談したり、家族と過ごした日々を思い返したりして、やがて決断した。

　だが、ごく一部の例外は居る。

　幼い頃からの夢だったというのに、まったく葛藤すらせずに、あっさりと胸の花を枯らした者が居る。

　例外の一人、篠しの崎さき虎とら彦ひこ。

　四歳で初めてカートに乗ってからレースの虜とりこになった彼は、タタが消えるのと同時に胸元にあった花をむしり取った。

　芝しば田た涼りよう子こがスケッチブックからこの瞬間のイラストを見せてくれたとき、解説する声は興奮気味であった。

「えっとね。篠しの崎さきがさ。私の左前に座っていたんだけど。『魔法で夢が叶かなうなんて有り得ないし、逆に、魔法で夢が叶かなわなくなるなんてことも有り得ない。俺の努力は、そんなに軽い物じゃない。俺は絶対にＦ１レーサーになる』って、格好良いこと言ってさー。あー。そっかーって思って。私も夢を諦あきらめた訳じゃないけど、気づいたら私の花は枯れてた」

　チェッカーフラグを捉えて離さないかのような、闘志溢あふれる篠しの崎さきの眼まな差ざし。けして夢を諦あきらめた男の顔ではない。困難な夢に全身全霊で挑戦しようとする男の顔だった。

　だが、彼のようにタフな生徒たちばかりではない。

　少なくとも、異世界の神殿でタタに願いが叶かなわなくなると告げられたとき、どうしても夢を棄すてきれない者が何人も居た。

　医者を夢見た神かみ谷や耀よう子こ。父を難病で失った彼女の、同じ病で苦しむ人を救いたいという思いは強い。ゴブリンの襲撃があったとき、全身を腫はらした者や血まみれになった者から目を逸そらさなかった心の強さの原点は、彼女の父にある。

　病院のベッドで苦しみもがく父の姿を忘れた日はない。彼女にとって苦しみとは目を逸そらすものではなく、向かい合うものであった。

　タタが全校生徒の前から姿を消した後でも、彼女の瞳には、いつの間にか自分の隣に座るタタが映っていた。

「君の夢は素晴らしいね。この中で最も純粋で綺き麗れいに輝いている。しかし、よく知っておいて欲しいのだが、夢を破棄すれば、この世界に来て実現していた奇跡も、その効果を失ってしまう」

　タタは身体を密着させ胸を押し当てながら手で神かみ谷やの頰ほおを撫なでる。

「例えばだ、すぐそこに座っている、君が救った小こ林ばやし尚なお人とや池いけ田だ真ま由ゆ。彼らの傷口は開き、血があふれ出すだろう。なに、彼らくらいの傷なら、日本に戻ったあと、すぐに治療をすれば助かる。けどね、本当だったら助からなかったはずの者も、何人か居る。君が夢を捨てれば、そうだな……。見た感じ、20人程度が瀕ひん死しの状態に戻ってしまうね。君たちの世界の医学では救えはしない」

　スカートや服の中にタタの手が忍び込んでくるが神かみ谷やは抵抗できなかった。残酷な事実を突きつけられ思考が恐怖と混乱に搦からめ捕られてしまい、羞しゆう恥ちに身もだえることすらできない。

「全身の骨が砕け顔が腫はれ、人相も分からなくなるような実に痛ましい姿になってしまうだろう。君は凄せい惨さんな姿と向き合う強さを持っていた。しかし、ね、彼らの家族も同じだろうか。さあ、それでも良ければ君は夢を諦あきらめるといい。このことは誰にも言ってはいけないよ。言ってしまえばみんなは君に優しくしようとするだろう。でも、本心では日本に帰りたいと思っているんだ。君のせいで、みんなを苦しませたくないだろう。それとね、さっきみんなには期限を設けないと言ったけど、あれは噓うそでね。明日の陽が昇るまでがタイムリミットだからね」

　タタの魔法使いは生存者たちの中でもっとも辛つらい選択を神かみ谷やに強しいた。

　20人の命を見捨てるなら、残りの生存者たちは日本に帰ることができる。

　だが、20人を救うためには、日本への帰還を諦あきらめるしかない。

　タタが姿を消したとき、神かみ谷やの顔は蒼そう白はくになっており、今にも倒れる寸前だった。

　池いけ田だが「神かみ谷やさん、大丈夫？」と声をかけるが、ほとんど反応がない。池いけ田だが肩を揺さぶってようやく神かみ谷やは正気に戻った。

「あ……。池いけ田ださん……。あの、腕は……どう？」

「ん。神かみ谷やさんが治してくれたから、何ともないよ。ありがとね」

「え、ええ」

　青あお木き洋よう子こが会話に加わり「神かみ谷やさん。私もありがとう。顔の怪け我がだったから、綺き麗れいに治って凄すごくうれしい」と笑顔を向けた。その笑顔が神かみ谷やの心を縛り付ける鎖になるなどとは思いもしない。

　池いけ田だは神かみ谷やの様子がおかしいことと、胸の花が綺き麗れいに咲いていることに気づいていた。他の誰よりも花弁は綺き麗れいで、虹色に染まり摘み立てのような光沢を放っている。

「簡単には諦あきらめられないよね。私も、ほら。心の整理ができないし……」

「そう。そう、ね……。心の整理が要るわよ、ね」

　池いけ田だと神かみ谷やとでは、夢の質も重さも、迫られた決断の苦しみも違っていた。

　池いけ田だは自分と同じように夢を諦あきらめられない生徒が居て軽く安あん堵どしていた。だが、神かみ谷やは気丈にも「苦しんでいるのは自分だけではないのだから泣き言はいえない」と、さらに自分を追い込んでしまう。

　そして、みんなと分かりあいたいと願ったサーシャ・リーフもまた、夢を捨てる決断ができないでいた。

　彼女の夢があったからこそ、弘ひろ橋はし高校の生徒たちは異世界でサザザックやガルハードという良き理解者を得て、ここまで来られた。

　仮に青あお木きや神かみ谷やが居なかったとしても、犠牲者の数は増えていたであろうが、タタにたどり着けただろう。

　だが、サーシャが居なければタタに巡り合えなかったはずだ。サザザックから地図や魔よけの香木を譲り受けることもなかっただろうし、道中に立ち寄った街で買い物もできないし、騎士たちと全面衝突していた恐れもある。

　イギリスから留学してきた内向的な少女は、親友の芝しば田たに抱きつき、涙をこぼした。

　芝しば田たとは日本に居た頃から仲が良かったのだから、たとえ夢を捨てたとしても何の影響もないはずだ。そう、思いたい。

　しかし、抱き合った二人の隣で困惑している蘇そ我が蘭らんと親しくなったのは、異世界に来てからだ。

　日本に居た頃は挨あい拶さつ程度の会話しかなかったクラスメイト達たちとも親しくなった。異世界人との挨あい拶さつの言葉を教えてくれと頼まれて、色々と教えてあげた。Ａ組の仲間たちは、言葉が通じない異世界で経験した苦労を、日本に来たばかりのサーシャに重ね合わせてくれた。

　苦労の共有はサーシャへの共感となり、みんながサーシャと仲良くしようと、話しかけてくれるようになった。

　食事で優遇措置を受けているサーシャを上級生が責めてきたときも、クラスメイト達たちはかばってくれた。

　苦手だった男子とも会話できるようになった。ついさっきなんて、青あお木きにおんぶしてもらって山を駆け上った。綺き麗れいな花が咲いていたから我がままを言って、少し止まってもらった。霧に包まれた森は、どこか神秘的で美しかった。山の中腹ではあまりにも景色が綺き麗れいで、ゴブリンに襲われた惨劇が噓うそだったみたいに思えて、不意に涙が零こぼれた。ガルハードがマントをかけてくれて、青あお木きが暖かくなる魔法を使ってくれて、花はな井い先生が抱きしめてくれた。

　サーシャは異世界で人と分かりあうことによってたくさんの温ぬくもりを知ったのだ。夢を捨てたくない。でも、日本に帰れると思っているみんなを悲しませたくない。

　どうしようもなくてサーシャは涙を零こぼした。涙の理由を察した芝しば田たが頭を撫なでる。蘇そ我がが背後から抱きしめてきた。

　３人で涙を零こぼしながら身を寄せ合う。

　零こぼれた涙が花びらに落ち、早朝の朝露のように輝く。美しい花を咲かせることが条件だったなら、彼女たちはとっくに日本に帰っていただろう。だが、タタの魔法使いが出した条件は、美しい花を枯らせることだった。

　旅が始まって二十九日目の夜を迎えたとき、胸に夢の花を咲かせた生徒が一年Ａ組には６人いた。

　何の覚悟もなく異世界で最も強い力を手に入れてしまった青あお木き洋ひろし。

　まだやり残したことがある小こ林ばやし尚なお人と。

　日本に帰ったら一緒に月を見ようと洋ひろしと約束した池いけ田だ真ま由ゆ。

　20人の命を犠牲にする覚悟を強しいられた神かみ谷や耀よう子こ。

　友人を失う孤独への不安で震えるサーシャ・リーフ。

　そして。

　心臓の上にまとわりつく黒く濁った花を、周りに見せないように隠した佐さ久く間ま康やす子こ。

　私の願いでいじめっ子は消えた。

　でも、私は何も間違っていない。どうして、この願いを捨てなきゃいけないの。
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　一年Ａ組出席番号19、池いけ田だ真ま由ゆ。青あお木き洋ひろしが中学で出会った片思いの相手。

　将来の夢『片思いの相手と仲良くなりたい』

　洋ひろしが池いけ田だに抱いている印象は、誰にでも優しくて男子とも気さくに話す、えくぼがとびっきり可愛かわいい女の子。

　だが、青あお木き洋よう子こが語る池いけ田だのイメージは随分と違う。青あお木き洋よう子こは家が近所で池いけ田だの幼おさな馴な染じみであり、同じ小学校に通っていた。

「真ま由ゆは頑張りやだから元気に振る舞っているけど、本当は凄すごく大人しい子ですよ。休みの日に、よくお互いの部屋に行ったり来たりするけど、外に遊びに行ったりとか、あんまりしません。うちでこたつに入ってぼーっとしてるときなんて、たまに、あれ、真ま由ゆちゃん来てたっけって思うときあるし」

　タタが日本に帰る条件を述べた後、宴会騒ぎが落ち着いてくると、まだ花を咲かせている生徒にわずかではあったが非難の視線が集まった。

「私は、何があっても真ま由ゆの味方になるつもりでした。私が護まもらなきゃって思ってました。え？　意外？　護まもられるの逆？　逆じゃないですよ。小学生の頃はずっと私が真ま由ゆを護まもってたんです。真ま由ゆ、いっつも私の後ろにいたんですよ。近所の人によく大きな妹ねって冗談を言われていましたよ」

　事件が終結した後、私は日程の調整がついた者から順にインタビューをしたので、基本的には一人ずつだった。けれど、このときは青あお木き洋よう子こだけでなく池いけ田だ真ま由ゆも同席している。二人は行動を共にすることが多く、大抵、一緒だ。電話インタビューをしたときも同室にいる場合がほとんどであった。

「洋よう子こちゃん、あんま言っちゃ駄目。めっちゃ恥ずかしいし」

　ファミレスで私と青あお木き洋よう子こがコーヒーを頼んで、一人だけチョコレートパフェを注文した池いけ田だがスプーンを咥くわえたままもごもごと言った。

　彼女たちは事件後、早い段階から何度もインタビューに応じてくれている。このときは高校二年の冬だった。暖房が効きすぎているわけでもないのに、池いけ田だの頰ほおはりんごのように真っ赤だった。

「えー。でも、真ま由ゆはこういうの青あお木き君に言えないけど、いつか言わなくちゃ、でしょ」

「うー」

「真ま由ゆ、小学校を卒業する頃には今くらいの身長になっていて、周りより凄すごく背が高くて……。ねえ、真ま由ゆ、いくつだったっけ。六年のとき」

「ひゃくごじゅうごか、ろくくらい……」

「背が大きくて発育も良かったから、結構男子にからかわれていたんです。好きな女子を苛いじめるというより、性差を意識し始める年頃だから胸の大きい女子に興味があったんだと思います」

「やー。もう、洋よう子こちゃん、やめてよ」

　池いけ田だは可愛かわいい手つきで青あお木きをぽかぽかと叩たたく。それを、体格差をものともせずに青あお木きが押しのける。

「小学校は一クラスだけだったからずっと一緒だったんだけど、中学に進学したとき私と別のクラスになっちゃって、男子が嫌だから学校に行きたくないって愚ぐ図ずってたよね」

「あー。はい。不登校寸前でした。私」

　池いけ田だはパフェの底に有るアイスとコーンフレークをかき混ぜている。青あお木きが口を開くと、いつもそうしているかのようにスプーンで掬すくって青あお木きに食べさせた。

　私が真ま似ねして口を開いたら、ゴミでも見るような半目になった。

　池いけ田だは男子生徒のことを全員敵のように思っていたようだ。いじめっ子が同じクラスになり、進学直後は随分と憂ゆう鬱うつだった。けど、他の小学校から進学してきた一人の男子が、池いけ田だの偏見をなくしてくれた。

「や。別に、そんな凄すごいことじゃないですよ。こんな奴やつも居るんだなって思ったくらいだし。それで好きになったとかじゃないし」

「でも、あの頃の真ま由ゆって、いっつも青あお木き君のこと話してたよね」

「いっつもってことはないよ。せいぜい、週に二、三回」

「それでも多いよ」

　池いけ田だが意識しだした発ほつ端たんは、洋ひろしが覚えていないような些さ細さいな出来事だ。

　彼女のクラスでは給食の際に机を六個ずつくっつけていた。毎朝、教師と生徒の全員がくじをひいて座席を交換する。毎日、違う組み合わせで小グループを作って給食を取っていたのだ。

　ある日、池いけ田だが給食の乗ったトレーを持って、洋ひろしのいる机に向かった。

　そして「置かして」と洋ひろしに声をかける。トレーを置きたいという意図であったのだが、これを聞いた、ませた男子が「犯してだって。エッロ」「痴女だ。デカ乳痴女だ」「青あお木き、犯してやれよ」などと池いけ田だをからかい始める。

　小学校の頃から男子に苦手意識を持っていた池いけ田だは固まってしまい、泣きそうになった。

　思春期真っ盛りの男子が騒ぎ立てる中、洋ひろしはなぜ周囲が盛り上がっているのかは分かっていなかった。洋ひろしも、内向的な性格をしており、大声で騒ぐ男子を苦手に思っている。

　だから、からかいに参加することなく洋ひろしは池いけ田だに「ごめんね。トレー置いていいよ」と謝ってから席を立った。

　たった、それだけ。

　あまりにも地味な、切っ掛けであった。

　何はともあれ、池いけ田だにとって男子とは、胸を触ろうとしてきたりスカートをめくってきたり、体育の着替えのときにじろじろ見てきたり、大声で騒いだりする嫌な生き物だった。

　けど、なんだろう、あれは。

　休憩時間はいつも一人でノートに落書きをしているし、騒いでいる様子なんてぜんぜん見ない。

　男子を避けていた池いけ田だにとって、逆に自分と目が合ったり近づいたりすると、おどおどしながら逃げていく洋ひろしは、実に珍しい存在だった。

「やー。ヒロには言いにくいし、すごく悪いんだけど……。私より弱い男子いたーって、ちょっと楽しかった」

　親友の青あお木き洋よう子ことたった一文字違いのクラスメイトに興味を惹ひかれ、その姿を目で追いかけるようになった。

　中間テストは出席番号順で男女交互に列を作っていた。窓まど際ぎわの最前列に洋ひろしが居る。池いけ田だはいつもその右隣。

　テスト中に洋ひろしが忍び笑いをしているから、いったいなんだろうと思って、テスト後に見てみたら問題用紙の裏に漫画が描いてあった。

　池いけ田だは漫画が好きだったが、少女マンガよりも兄が買ってくる少年漫画の方が好きだ。バスケ部に入ったのだって、当時流は行やっていたバスケ漫画の影響だ。

　洋ひろしから見せてもらった漫画は市販の物に比べれば絵も内容も比較にならないほど稚ち拙せつなものだった。最初の感想は「なにこれ」。

　だって、噴き出しの中の文字は読みにくいし、オチが分からない。一ページ単位でエピソードが変わっているみたいだから、何かオチているはずなんだけど、面白みがない。

　池いけ田だの「なにこれ」「変なの」という感想に、洋ひろしは必死に弁解をした。これは、こういう解釈で、こういう意味だと。

　よく理解できないけど、洋ひろしの慌てている様子は面白かった。

「漫画の矛盾点を指摘してヒロをからかうのが、楽しかったっぽい。うー。あの頃の私、嫌な奴やつー。もしかして男子に虐いじめられてたストレスをヒロで発散してた？」

「ん。真ま由ゆの中に潜んでいたＳが目覚めただけだよ。Ｍの青あお木き君と相性が良かったんじゃない？」

　安心して良いと、私が保証する。当時の洋ひろしは家で「クラスに凄すごく可愛かわいい子が居る。僕の漫画を褒めてくれる凄すごくいい子が居る」と浮かれていた。

　洋ひろしは他の男子と違って池いけ田だを「デカイケダ」と呼ばないし、馬鹿ともブスとも言わない。池いけ田だが話しかけると、頰ほおを赤くして視線をそらす。

　いつからか池いけ田だは「もしかして、青あお木きって私のことが好きで照れているのかな」と思うようになる。

　一学期が終わる頃には互いに好きあっていたのだが、二人とも思いを伝える勇気はないし、他に好きな人が居たらどうしようなんて要らぬ心配をするし、初恋だったのだからどうすればいいのか分からない。

　池いけ田だ真ま由ゆは青あお木き洋よう子こに気になる男子が居ることを教え、洋ひろしは小こ林ばやし尚なお人とをだしにして女子バスケ部を遠くから観察するようになる。

「中学の頃の真ま由ゆって、奇行が多かったよね」

「え。なにそれ、私、なんか変なことしたっけ」

「したよ。夏休みのときに私を図書館に連れて行って、青あお木き君に引き合わせたよね。あのとき真ま由ゆ、なんて言ったか覚えてる？」

「なんか変なこと言ったっけ」

「この子、私の友達の青あお木き洋よう子こ。名前がそっくりで紛らわしいから、今日から青あお木き君のこと、ヒロって呼ぶねって。話、それで終わりだったんだもん。じゃあねって帰り始めた真ま由ゆを見て、青あお木き君、ポカーンとしてたよ。私も驚いたよ。え、それだけのために、私、わざわざ呼ばれたのって」

「あーっ。あーっ」

　当時を思い出したらしく、池いけ田だは顔を両手で覆い、指の隙すき間まから真っ赤な顔を出しながら足をじたばたさせた。

「あのときの真ま由ゆ、帰る途中で、ヒロ、うふふ……。ヒロ、うふふ……ってぶつぶつ言ってて、夏の暑さでやられちゃったのかと思った」

「ひっどい。よーちゃん、そんなこと思ってたの！　それに、ぶつぶつ言ってないし」

「日本に帰ってきてから青あお木き君のメアドを聞いたの私だし。クリスマスのカラオケに誘ったのも私だし、青あお木き君へのメールの返信内容を考えたのも私だし」

「よーちゃん、そういうことは言わないでよ」

「ね、青あお木きさん。青あお木き君とまーちゃんの関係って、聞いていてむずむずしますよね」

「えー。どういう意味ー」

　青あお木きは身体を少し横に移動させると、池いけ田だに体重を預ける。

「……私さ、真ま由ゆのことずっと見てたから。胸の花を枯らせることなんて、真ま由ゆには無理だろうなあって分かってたよ。だから。背中を押すことにしたの。真ま由ゆ、青あお木き君に告白しようって」




　　　　＊




　日本へ帰れると分かり祝賀ムードに沸いた場から顔を伏せて去る佐さ久く間まに、担任の須す田だが気づいた。

　他のクラスの友人に会いに行ったり、お手洗いに行ったりする生徒が大勢居るので、離席すること自体は不自然ではない。だが、同じ中学出身で仲の良いい青あお木きと池いけ田だや、物静かな者同士で気の合う神かみ谷やにも声をかけないことに引っかかりを覚えた。異世界に来てからの旅で、特定の生徒が孤立しないように、常に気を配ってきた須す田だだから気づけたことである。

　須す田だは校長から臨時の職員会議に参加するように言われていたので、追いかけるわけにはいかなかった。タタの言葉が真実なら、生徒の心のケアや点呼などの必要があったためだ。教師のテーブルにはアルコールが有ったが誰も手を付けていなかったので、彼らが旅の最後まで気を緩めていなかったことが分かる。

　一年の学年主任代行をしていた須す田だは会議を欠席するわけにはいかない。それに神かみ谷やの様子も何ど処こか不自然だ。そこで須す田だは、副担任の花はな井い二に個こに佐さ久く間まの様子を見てくるように頼んだ。

　そして、花はな井いの他にも佐さ久く間まを追いかける者が居た。

　彼は、佐さ久く間まの表情から見えない何かを感じ取ったわけではない。そもそも彼は、異世界に来る前から佐さ久く間まを意識していたが、まともに顔を見たことなどないのだから、表情の機微など分かるはずもない。

　ただ、旅をする中で、ずっと佐さ久く間まに話しかける機会を窺うかがっていたのだ。




　　　　＊




　花はな井いはタタの神殿の外、月明かりが照らす中に佐さ久く間まを見つける。

「佐さ久く間まさん、どうかしましたか？」

　花はな井いは振り返った佐さ久く間まの、月がよく似合う冷たい表情を見て「この子は言葉よりも、抱きしめてあげることが大事だ」と思い、歩み寄ろうとした。

　だが佐さ久く間まは花はな井いの胸を見て、そこに花が無いことに気づき、拒絶した。

　一歩下がり「来ないで！」声を張る。

「裏切られた。そう、思いました。……私が夢に縛られて苦しんでいるのに、先生はとっくに夢を諦あきらめている。ただ教師になっただけで満足する夢だったの？　私みたいに苦しんでいる生徒を助けてくれるのが、先生じゃないの。それとも、夢がもう叶かなっていたから先生には最初から花が咲かないの。夢を諦あきらめる苦しみを先生は味わっていないの？　そう思いました」

　神殿の前で、その感情をぶつけたのか。

「していませんよ。あのときは冷静では居られませんでしたから。旅の中で少しずつ積もっていた感情が溢あふれて激高していました。裏切られた、許せない、そういう気持ちでいっぱいでしたから。今だから言葉にできますけど、あのときは感情を言葉にすることなんて無理でした」

　インタビューに応える佐さ久く間まは物静かで、他の生徒たちのように当時を思い出して声を荒らげたり身振りを交えたりしない。佐さ久く間まは態度には表さないが、言葉でしっかりと当時の感情を説明する。

　普段であれば、非常に大人しい子。しかし、異世界で旅が終わる直前に見せた姿はまるで異なる。

「来ないで！」

　繰り返された苛か烈れつな言葉が花はな井いの足を止める。

「そう。君は夢を捨てる必要なんてないんだよ」

　ふいに甘い言葉が耳元をくすぐった。証言を総合すると、タタはその時々で最も強い感情を持っていた者の傍かたわらに現れていた可能性が高い。そして生徒たちの心に揺さぶりをかけ、苦しむ様子を楽しむ。

「君の夢は誰よりも優しい。君が願ったから、旅の間一年Ａ組では虐いじめがなかった。他のクラスでは可哀かわい相そうなことに、教師の見ていないところで虐いじめがあったからね」

　心を見透かすタタは、佐さ久く間まが望む言葉をくれる。

「岡おか本もととかいういじめっ子が消えたことを気に病む必要はないよ。心ない者は、虐いじめられる側にも問題があると言うが、そんなことはない。他人を傷つける奴やつが悪い。疑いようのない真実だ」

　二人の様子に不穏なものを感じた花はな井いが「佐さ久く間まさん」声をかけるが佐さ久く間まには届かなかった。タタの魔法による現象なのか、佐さ久く間まが聞く耳を持っていなかったのかは分からない。

「君が夢を諦あきらめたら、彼らは蘇よみがえってしまうよ。生きる価値のない悪あく辣らつな存在がね。また君を虐いじめてしまうよ。もし日本に帰ったら、彼らはきっと生存者からこの世界の出来事を聞くだろう。そして、自分たちが消えていた事実を知る。さあいったい自分たちを消したのは誰だ。もし、彼らが君の願いを知ってしまったら、どうなるだろう」

　背せ筋すじに冷たいものが走った佐さ久く間まを、タタが背後から抱きしめ頰ほおを優しく撫なでる。

「せっかく高校に進学して虐いじめはなくなったのにね」

　タタの指先はゆっくりと降りていき、佐さ久く間まの胸の黒い花に触れる。

「私の夢、こんなに醜みにくい花──」

　涙交じりの言葉を「綺き麗れいだよ」途中で遮る。

「他の誰よりも私が君の美しさと優しさを知っている」

　佐さ久く間まは思考を放棄し、タタのなすがままになりつつあった。

　もしこのまま佐さ久く間まが夢を捨てきれなかったとしたら、弘ひろ橋はし高校の生徒たちは日本に帰ってこられなかったかもしれない。

　だが。

　あまりにもできすぎた場面で登場することすら、彼の願いだったのだろう。

　愛する人の窮地に颯さつ爽そうと現れることは、ヒーローの定義に含まれる。

「そこまでだ！」

　タタが声の方へ向き直り佐さ久く間まから離れた瞬間、様式美さえ感じさせる「とうっ！」かけ声と共に、デファイザーΩオメガがタタに飛とび蹴げりを放つ。

　蹴けりが当たる直前にタタの姿はかき消え、数メートル離れた位置に現れる。

「君一人では私に太た刀ち打うちできない。だから、この選択は正しい」

　上空から青あお木き洋ひろしが不意打ちの電撃を放つが、タタが手を掲げただけで攻撃は消滅した。

「確かナオが佐さ久く間まさんを背後にかばった後『君の瞳に涙は似合わない』みたいなこと言ってた」という洋ひろしの記憶を小こ林ばやしは否定する。

「だから、それ、言っていないって。お前のねつ造。記憶違い」

「いや、言ったって」

「あー。もともと佐さ久く間まに告白しようと思って探していて、そういうテンションだったから言った可能性はゼロではないけど。でも、タタと戦うことになったから、もう、そっちで手一杯で殆ほとんど覚えていないよ」

　洋ひろしが行動を共にしていたのは、小こ林ばやしに頼まれたからだ。もし佐さ久く間まに告白する直前で二の足を踏むようなら、背中を押してくれと。

　彼らは異世界で行動を共にすることが多かったのと同じく、インタビューに答えるのも二人同時が多い。青あお木き家と小こ林ばやし家は隣同士で、普段から連絡を取り合っているのでスケジュール調整は容易だ。

「僕が二人がかりなら勝算があると踏んで戦いを挑んだと、タタは勘違いしていたみたい。いきなり殺意を向けてくるし、ナオもその気になっているし……」

「だって、飯食ってたときヒロが動画を見せてくれてさ。タタはこんなに悪い奴やつだって。ヒロに言ったようなのと同じことを言って佐さ久く間まを虐いじめていると思ったから、ぶん殴ってやろうと思った」

　洋ひろしはタタの悪行を人に報しらせる必要があるかもしれないと予期し、食事中にこっそり動画を撮っていたのだ。

　女性に殴りかかる行為に抵抗はなかったのか。

「なかった。っていうか、見れば分かる。アレは、目と鼻と口が有って人間の形をしているだけで、人間じゃない。それに、情けないことに、絶対に当てられないっていう確信があった」

「だよね。僕も勝てないって思ってた。ゲームの全滅イベントって感じ。絶対、負けるって最初から決まっているような気分。殺されないようにするだけで精一杯だったよ」

「うん。攻撃は最大の防御っていうけど、完全にそれ。俺もヒロも、タタに攻撃動作をとらせないために攻撃してた」

「タタは完全に遊んでたよね。佐さ久く間まさんや花はな井い先生には一切、攻撃しなかったし。二人をかばいながらの戦いだったら、確実に殺されてた」

「割と大爆発してたけど、佐さ久く間またちが無傷だし、家（神殿のこと）から出てくる人も居ないし、マジで舐なめプだった」

「そういやナオって、消えたじゃん。世界から完全に消滅した的なアレ。アレって何だったの」

「ああ、アレ。異次元に飛ばされてた。でもデファイザーって、異次元宇宙の侵略者を倒したヒーローだし無敗だからね。タタの魔法って、そういうところも反映されているんだろ」

　大して重要でもない情報だが訂正しておく。デファイザーΩオメガは番組中で数度、敗北している。大人の都合で新しい武器の玩具おもちやを売りたいときは、古い武器が破壊されてピンチに陥る必要があるためである。

　手も足も出なかったようだが、二人はどのようにしてタタに勝利したのだろうか。それとも、和解して戦闘を収めたのか、逃走したのだろうか。

　戦いの推移を聞く途中、洋ひろしと小こ林ばやしは顔を見合わせ、視線で何かを伝えあう。

　洋ひろしは気まずそうに小こ林ばやしの反応を窺うかがう。

「かなり早い段階で僕の魔法とデファイザーの技が通じないって悟った。だから、何か他の手がないかって考えて。それでも一通りの魔法を試して、全部通じなくて。詰つんだ。というか何で戦うはめになったんだろう。ああ、ナオが佐さ久く間まさんに告白するって言ってて、偶然タタと遭遇して。そういや、タタは佐さ久く間まに何を話していたんだろうって考えたら、ピンと来た」

　洋ひろしは小こ林ばやしが顔を背けたのを視界の端で確認してから続ける。

「スマホで撮っておいたタタの動画を佐さ久く間まさんに見せて、いじめっ子認識してもらったら、タタは消えるんじゃないかって」

　洋ひろしの漫画脳、アニメ脳、ゲーム脳がはじき出したタタの攻略法だ。

　洋ひろしは佐さ久く間まの願いを、博愛に通じるものだと思っていた。虐いじめのニュースをテレビで見て、心優しい佐さ久く間まは虐いじめのない平和な世界を望んでいるのだと。

　教師や友人、誰もがそのように誤解していた。

　ただ一人を除いて。

　洋ひろしは佐さ久く間まのもとに移動しスマホを取りだす。

　だが「待て！」妨害したのは、デファイザーであった。

「深く考えていないよ。異世界で佐さ久く間まはずっと苦しんでいたんだから。いや異世界に行く前からずっと……。これ以上苦しませたら駄目だって思った。それだけ」

　目の前でインタビューしているのにも拘かかわらず小こ林ばやしは私に次のメールを送ってきた。

『動画で親友が虐いじめられているのを見て、タタをぶん殴ろうと思っていた。あんなにムカつく動画を佐さ久く間まに見せたくなかった。ヒロだって何度も見たくないだろうし』

　洋ひろしのことも心配していたとは、知られたくないらしい。

　小こ林ばやしによる妨害で九死に一生を得たのはタタであった。

「なるほど。数秒先の未来で私は消滅していたね。けど、もうその未来には辿たどりつけない」

　おそらく、タタは魔法で全生徒のスマホから自身に関する写真や動画を削除したのだろう。事件後、モンスターや異世界の光景はマスコミやネットに登場するが、タタの姿は一切、出てこない。

「ナオが邪魔したせいで万策尽きたって思った。後から佐さ久く間まさんの事情を聞いたら、まあ、しょうがないとも思えるけど、あのときはもう、どうしようかと」

「ヒロは知らないからしょうがないよ。本当は俺が夢なんかに頼らず、もっと早く強くなっていれば良かったんだよ」

　岡おか本もとたちは、教師の目が行き届かないところを選び佐さ久く間まを虐いじめ、教師や家族にちくればもっと酷ひどいことをすると脅おどしていた。いじめっ子たちは友人が多くクラスでは中心に居るような存在だから、教師は彼らが虐いじめをしているなどとは思いもしない。佐さ久く間まもまた、家族や友人に心配をかけたくないから誰にも言わず口を閉ざしていた。

　高校に進学すると虐いじめは収まった。岡おか本もとたちが改心したのだろうか。心が成長して大人になったのだろうか。冗談半分で虐いじめていたから飽きたのだろうか。真相は分からない。

　虐いじめていた側は何もなかったかのように高校生活を送っていた。だが、虐いじめられていた側は忘れない。岡おか本もととすれ違うたびに佐さ久く間まは身を縮こまらせ視線を伏せていた。

「毎日が地獄ですよ。私を虐いじめていた男子が同じクラスに居るんです。ただ声が聞こえてくるだけで嫌な日々を思いだします。また教科書や着替えを捨てられたら、お母さんに何て言えばいいんだろうと悩んでいました。高校生にもなって、登校中に無くしたなんていう理由は使えませんからね」

　一年Ａ組出席番号23、佐さ久く間ま康やす子こ。

　将来の夢『いじめがなくなってほしい』

　言葉に秘められた本当の願い──。

　いじめっ子は消えてしまえ、どうして私が辛つらい思いをしないといけないの。私がお前たちに何をした。一方的に暴力を振るってきたのはお前たちだ。お前たちなんか、死ねばいいんだ。

　一年Ａ組出席番号７、小こ林ばやし尚なお人と。

　将来の夢『豪ごう速そく拳けん士しデファイザーΩオメガになりたい』

　小こ林ばやしが本当になりたかったもの──。

　気づいていたのにいじめっ子が怖くて傍観してしまった自分を変えたい。好きな女子を守れるくらい強い存在になりたい。自分よりも強大な敵に立ち向かう勇気がほしい。

　二人の願いが、タタに一いつ矢し報むくいる。




　　　　＊




　タタによる一方的な攻撃が続いていた。洋ひろしやデファイザーに致命傷を与えることなく、ただ、苦痛を与えるだけの行為。

　日本人の文化や風習を知識として備えてはいたが、価値観を共有できなかったタタは、おそらく最後の最後まで理解できなかったのだろう。

　佐さ久く間まの目に映る光景こそが、彼女が世界から消えてほしいと願ったものだった。

　洋ひろしが死にものぐるいで光の矢を連続発射し「こんな弱者をいたぶるような真ま似ねをして、何の意味があるんですか！」タタの気を逸そらそうとする。

「意味なんてないね。楽しいからだよ」

　それは、三年前の佐さ久く間まが岡おか本もとに「どうしてこんなことをするの」お願いだから止やめてと訴えたときと同じ答えであった。

　佐さ久く間まが岡おか本もととタタの姿を重ね合わせた瞬間、タタの姿は忽こつ然ぜんと消えた。まるで、弘ひろ橋はし高校が異世界に来たとき、虐いじめの加害者たちが人知れず消滅したように。

　神は傲ごう慢まんであるが故ゆえに、人に刃を与えた。自らを傷つけることになるとも知らずに。

　こうして、一ヶ月にわたり弘ひろ橋はし高校の生徒を弄もてあそんだタタは、皮肉にもその強大な力故ゆえに、自らの刃に討たれたのだ。

「小こ林ばやし君たちがタタさんに虐いじめられているとき、花はな井い先生がずっと私を庇かばうように抱きしめて『大丈夫。先生が護まもってあげる』と声をかけてくれました。私はタタさんを怖いと思っていなかったので平気だったんですけど、先生は怯おびえていて……。でも、逃げずにずっと私を抱きしめてくれました」

　一年Ａ組副担任、花はな井い二に個こ、二十四歳。

　将来の夢『優しく、生徒から好かれる教師になりたい』

　生徒を愛する気持ちは、タタの魔法とは無縁であった。

　国語教師であるにも拘かかわらず、いや、国語教師であるからこそ、彼女は人の感情を言葉で表すことの限界を知っていた。だから花はな井いは、辛つらい思いを抱えている者やくじけそうな者を抱きしめる。

「私が夢を捨てたら、岡おか本もと君も戻ってくるんですよね。また虐いじめが始まったらどうしようという不安はありました。でも、花はな井い先生が居るから大丈夫だと思えたんです。私が辛つらいとき、きっとまた抱きしめてくれるって信じられました。それに、あのとき小こ林ばやし君がずっと『俺が護まもる』と言葉をかけてくれていたので……。あの言葉はタタさんから護まもるという意味ではなく、日本に戻ってきた後のことを言っているのだと思いました。それで、あっていますよね？」

　愛の告白に近いニュアンスで叫んでいたであろう小こ林ばやしの姿が想像できる。

　だが佐さ久く間まは「みんなを護まもり続けた小こ林ばやし君はとても正義感のある方ですね」あくまでも自分だけに向けられた好意だとは受け止めていない。小こ林ばやしの恋は前途多難である。

　タタが消滅した直後、佐さ久く間まの胸にまとわりついていた黒い花は溶けるようにして形を崩し始める。そして、一瞬だけ多彩な輝きを見せてから花は散った。黒が色の三原色を混ぜたものであるように、負の感情に縛られた願いも元々は綺き麗れいな夢だったのかもしれない。

　そして、その光景を見たデファイザーΩオメガのスーツが銀色の粒子となり変身が解とけると、小こ林ばやしの胸からも花は無くなっていた。




　　　　＊




「死ぬかと思った……。ヒロ。次はお前の番だぜ。もう魔法は要らないだろ」

　タタとの戦闘を終え、緊張感から解放された二人は背中合わせにして座り込んだ。いくら幼なじみとはいえ、体育のペアにでもならない限り背中をくっつけることなどない。男同士だし汗ばんでいるし、普段の心理状態なら身体を離していただろう。

　しかし不思議と嫌な気分はなく「月が綺き麗れいだね」夜空を見上げる。

「俺に愛の告白をするなよ。それがアイラブユーだって、花はな井い先生に聞いてただろ」

「そのままの意味だって。ナオに告白するわけないだろ。僕が池いけ田ださんのこと好きだって、知ってるくせに」

「あ？　何だって？　聞こえない。もっと大きな声で言え」

「はあ……。自分が夢を諦あきらめられたからって……」

「諦あきらめたんじゃないよ。日本に帰ったら、もう一回、告白するっていう決意をしたんだよ。ヒロも俺みたいに告白しろよ。そうしたら花は消える。一発だぞ」

「でも」

　小こ林ばやしが体勢を変え、洋ひろしの横に来て肩に手を回す。

　近くに聞かれたくない相手が居るのだろう。小こ林ばやしは軽く背後を窺うかがってから声を小さくする。佐さ久く間まや花はな井いが近くに居るはずだし、物音がするから神殿から外に出てきた者も居るのだろう。

「でもじゃねえって。日本に帰らないと、お前の大好きなユニフォーム姿の池いけ田だを見れないぞ。デートもできないし。夏休みに一緒に海に行くこともできない。俺はお前に期待しているんだぞ。ヒロが池いけ田だと付き合ったら、海には確実に青あお木きが来るだろ。佐さ久く間まも、池いけ田だや青あお木きに声をかけてもらえば来る。な。すると俺が喜ぶ」

「さっきのナオの告白、めっちゃスルーされていたよね」

「言うな」

「俺が護まもるとか格好良いこと言っていたけど、あれってデファイザーの姿のまま言っていたから、単なるヒーローの台詞せりふだと思われていそうだよね」

「俺、日本に帰ったら佐さ久く間まに告白するよ」

「来た。死亡フラグ。一時間前に言ってたら、死んでたよ」

　小こ林ばやしは「けっこう人が来たし、話はここまでだな」立ち上がると神殿の方に向かって歩きだす。洋ひろしは親友の言葉を背中で聞く。

「ヒロも好きな子に告白しろよ。けっきょく、お前の胸の花が枯れないのは告白する勇気がないからだろ。俺は勇気を振り絞った。次はお前の番だぜ」

　洋ひろしに足りないのは、新しい関係を求めて踏み出すたった一歩の勇気だ。

　洋ひろしは頑かたくなに認めなかったが、生存者たちの多くがタタの魔法使いは優しい人だったと語っている。

　過去に縛られていたらいけないって教えてくれたから。

　自分の夢と真剣に向き合う切っ掛けをくれたから。

　夢が揺るぎのないものなのか試してくれたから。

　本当に大事なことに気づくことができたから。

「分かったよ。帰ったら告白するよ」

　背後の小こ林ばやしに宣言すると、予想外の返事。

「誰に？」

　聞き間違えるはずのない異性の声がして、洋ひろしは弾はじけるように振り返る。

　池いけ田だと青あお木き洋よう子こと、にやにや面を隠しきれない小こ林ばやしが居た。小こ林ばやしは洋ひろしと背中合わせで座ったときから、池いけ田だがやってくることに気づいて、洋ひろしに気づかせないようにしていた。青あお木き洋よう子こも雰囲気を察し、池いけ田だに物音を立てないようにさせていた。

　青あお木き洋よう子こに背中を押されて、池いけ田だが近づいてくる。洋ひろしは慌てて立ち上がり、どう反応すれば良いのか分からないから、とりあえず、お尻の砂を払った。

「頑張れ」洋よう子こが池いけ田だの背中を強く押すと、小走りで神殿の方に戻る。洋よう子こは小こ林ばやしと一緒に、離れた位置から見守ることにした。

「あのとき、よーちゃん、ヒロを驚かすから、そっと忍び寄ろうって言ってた……。騙だまされた」

「小こ林ばやし君がにやけながら、しーってやるから、もしかしたら真ま由ゆのこと話してたのかなって。どさくさ紛れに告白でも聞けるかもって。期待以上でしたよ」

「ヒロが、好きな子がいるっぽいこと言ってて、誰だろうって……。聞きたくないから逃げようとしたけど、よーちゃんが押してきた。ヒロがその子に告白するって言ったとき、頭まっしろになった」

「ほんと、真ま由ゆの鈍さに呆あきれる……。この直前に、私、絶対に上う手まくいくから告白しろって、さんざん説得したんですよ」

「だから私、逃げなかったじゃん。もう、ヒロが他の子に告白するのよりも先に、私が告白するしかないって覚悟したよ」

　洋ひろしは池いけ田だと目があった瞬間、頰ほおが熱くなり、胸が高鳴るのを感じた。

　小こ林ばやしと青あお木き洋よう子こは二人とも見つめ合って良い雰囲気だったと言っているが、実際の二人は緊張で落ち着きがなく、何度も視線を重ねては外していた。

　揺れる瞳や、開くのを躊躇ためらうかのように震える唇。ほんの少しの勇気を振り絞れない似た者同士の二人は、次第に相手も自分と同じ気持ちではないかと思い始める。

　月明かりがスポットライトのように照らす中、手を伸ばせば触れ合える距離で向かい合う。

　洋ひろしは二人で月を見上げた夜はもっと距離が近かったことを意識し、一歩、前へ出た。

　池いけ田だが口を開こうとする。

　洋ひろしは自分が先に口を開かなくてどうすると、勇気を振り絞る。
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「僕の夢は、魔法使いになって格好良いところを見せて、池いけ田ださんと仲良くなることでした。日本に帰るため、この夢は諦あきらめます。でも、日本に帰ったら伝えたい言葉があります。僕と……。僕と一緒に、月を見に行ってください」

「馬鹿っ。ヒロのくせに、何で先に言うの……。もー」

　あふれてくる涙を我慢しようとしても無理で、でも、きっと変な顔をしているから洋ひろしには見せたくなくて。

　返事の変わりに抱きついちゃえと思ったけど、やっぱ恥ずかしくて。

　池いけ田だは踵きびすを返かえすと、離れて様子を見ていた青あお木き洋よう子こに向かって一目散に駆け、抱きついた。

　明確なＹｅｓを貰もらっていなくて不安になっている洋ひろしに向かって、青あお木き洋よう子こが自分より大きなバスケ部女子を抱きしめながら手を挙げる。手はオッケーサインだった。

　洋ひろしの胸から夢の花が散り、膝ひざが笑い出して倒れそうになったところを「お疲れさん」親友が駆け寄ってきて支えてくれた。

　そして、その場に居合わせ、クラスメイトの勇気を目撃したサーシャ・リーフの胸からも花が散った。

　たとえ今の関係を失っても、あんなに素敵なクラスメイト達たちとなら、きっとまた仲良くなれる。

　心細さと共にやってきた留学生サーシャは、受身ではなく、これから積極的に友達に話しかけていこうと決意し、胸にこみ上げる熱いものを感じた。

　そして、過去の夢を捨てたのは、彼女が最後だった。

　二〇一五年八月二十日。

　三十日に及ぶ旅は終わった。

　彼らは何の前触れもなく、既に懐なつかしささえ覚える教室に居た。窓の外には見慣れた景色が広がっている。どこかから蟬せみの鳴き声が聞こえてくる。保護者たちが手入れをし続けていた学校の花壇ではアサガオの花が咲いていた。

　全てが夢であったかのように、異世界に旅立った初日と同じように戻っていた。

　ただし、居なくなってしまった生徒たちの姿は何ど処こにもない。

　そして、帰還の喜びに包まれる全校の中で、神かみ谷や耀よう子こは瞳から光を失い、力なく椅子に座ったままだった。帰還のために20人の命を犠牲にしなければならなかった彼女の、耐え切れなかった心が最後の犠牲である。

　傷口が開いた池いけ田だや小こ林ばやしが入院することになり、洋ひろしは月見にも海にもいけないまま、夏は終わった。

　ハメルンの笛吹事件の最終的な生存者は３２１名。うち、負傷者１１２名。緊急入院を要する者24名。

　死者・行方不明者は１７３名に及んだ。

　以上が、私が調査したハメルンの笛吹事件の全ぜん貌ぼうである。
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　小こ林ばやし尚なお人と：佐さ久く間まに告白するも玉砕。佐さ久く間まは好意の受け止め方を知らないだけで、けして小こ林ばやしを嫌っているわけではない……はず。諦あきらめるな。君の優しさは隣人の私がよく知っている。自信を持て。

　川かわ谷たに洋よう一いち：実家を継ぐために修業中。寿す司しはまだ握らせてもらえず、卵焼きの練習を繰り返す日々。同級生が閉店後に行けば、彼が練習で握った寿す司しをご馳ち走そうしてくれる。

　松まつ谷たに珊さん瑚ご：高校卒業後に自衛隊に入隊。タタが言っていた「諦あきらめた夢は二度と叶かなわない」という言葉が噓うそだと最初に証明する。

　江え田だ琢たく磨ま：獣医学部に進学し、獣医師を目指して勉強中。断尾や声帯除去といった人間の都合でペットを手術するという現実に直面して苦悩中。

　篠しの崎さき虎とら彦ひこ：Ａ組で最も成功している男。全日本Ｆ３選手権で優勝。Ｆ１ドライバーになるという目標に向かって爆走中。「日本の虎」という愛称でメディアに時折登場する。

　吉よし田だ順じゆん一いち：受験に失敗して浪人中。「大学生活でモテてやる」をスローガンにして夜遅くまで勉強する日々。だが、級友たちの間では受験勉強をせずに街で遊び歩いているという噂うわさが流れている。

　神かみ谷や耀よう子こ：入院が長引いたため留年し現在受験生。父の命を奪った病気の治療で最先端の研究をしているドイツの大学に留学するためにドイツ語の勉強中。事件後の報道で彼女の容姿や活躍が話題になったことも、日本を離れる理由の一つ。

　佐さ久く間ま康やす子こ：人を育てる職業につくため教育学部に進学。異性への苦手意識は根強いが、子供なら大丈夫だろうということで保育士を目指す。顔立ちが大人びてきて、会うたびに美人になっていく。彼女が小こ林ばやしに振り向く日は来るのだろうか。

　芝しば田た涼りよう子こ：大学に通いながらプロを目指して漫画を描く日々。レース漫画で新人賞を受賞し、デビューも近い。いつの間にか篠しの崎さきと良いい関係になっていたらしい。

　サーシャ・リーフ：事件後、母校からの要請で慌ただしく故郷のイギリスに帰国。ＳＮＳを利用し今でも旧一年Ａ組と連絡を取り合う。いつか日本に来るために翻訳のアルバイトでお金を貯ためている。

　蘇そ我が蘭らん：高校卒業後に渡欧。サーシャとルームシェアしイギリスで学生生活を送る。ただ、あまり学校には通わずあちこち旅行しているらしい。部屋からは土産みやげ品ひんがあふれ出しサーシャの苦言を浴びるも、聞く耳なし。

　青あお木き洋よう子こ：池いけ田だや洋ひろしとは別の大学に進学したが、デートのたびに呼び出され、まったく進展しない二人の仲を見て呆あきれる日々を過ごす。そんな二人の様子を小説投稿サイトで連載し、めでたく書籍化が決定した。

　池いけ田だ真ま由ゆ：洋ひろしと付き合っているらしいが、私の妹になる日はまだ随分と先のようだ。事件後は入院で月見に行けず、クリスマスにはおたふく風邪になり、バレンタインには法事が重なり、恋愛イベントはこなせていない。

　青あお木き洋ひろし：池いけ田だを家に連れてこない。本当に付き合っているのか疑わしい。休日に出かけても日が沈む前に帰ってくるので、さすがに姉として心配になってくる。タイミング悪くデートの機会を失うことも多いが、本人曰いわく「僕たちならどんな障害だって乗り越えられるはずだから、大丈夫」とのこと。







　おわりに




　本著を執筆するにあたり、インタビューに応じてくれた弘ひろ橋はし高校の生徒たちに心より感謝いたします。また、事件の内容を聞くことにご理解をいただいた保護者の皆様、ありがとうございました。おかげさまで、事件を風化させずに記録に残すことができました。時系列で事件をまとめた調査委員会の報告書とは異なり、生徒たちの感情に主眼を当てる本著の目的は果たせたと思います。

　異世界側の記述をするにあたり、モンスターの生態や、ガルファガス王国の文化や歴史的背景、王宮の様子など、その場に居た者にしか知りえない情報を提供していただいた異世界の魔法使いネネにも謝意を表します。そして何よりも、姿を変えた貴方あなたが生徒たちと行動を共にし陰ながら護まもってくれたことに、深謝いたします。




　最後に。二〇一八年四月十三日に再び発生した高校消失事件で、私立折おり口ぐち大学附属高校のみなさんに犠牲が出ないことを祈ります。





青あお木き海うみ　









　あとがき




　うー！　ぱー！（挨拶）

　初めまして。うーぱーです。

　読者の皆様、本著を手にしていただき、誠にありがとうございます。うーぱーの作り出した、新たな電撃文庫の世界、楽しんでいただけたでしょうか。佐さ藤とうショウジ先生の素敵なイラスト、こちらは確認するまでもなく、ご堪たん能のういただけたことと確信しております。




　本著は第24回電撃小説大賞の大賞という、非常に名誉ある賞を受賞しました。あとがきを書いている時でさえ、本当は夢を見ているのではないかと疑うほどです。

　私は十年間読者をしてきたので、執筆経験よりも読者歴の方が圧倒的に長いです。ですので、今でも気持ちは読者のままです。まさか自分がライトノベルを世に出すとは想おもいもしませんでした。活字嫌いだった十年前の自分に「お前、電撃文庫から本を出すぞ」と言っても、絶対に信じないでしょう。

　そんな私ですが、社会人になり数年後に長距離通勤をすることになりました。初めのうちは電車の中で漫画を読んでいたのですが、一日に四冊も五冊も読んでいてはコスパが悪い。ということで、小説を読むことにしました。しかし、一般文芸はハードルが高い。どうしようと悩んでいたときに書店の平台で見かけたのが『撲殺天使ドクロちゃん』『とある魔術の禁書目録インデツクス』『ゼロの使い魔』でした。

　こうして名作シリーズに出会った私は、あっという間にライトノベルの世界に引き込まれていったのです。

　私も、誰かにライトノベルの魅力を伝える、そんな作品を書けるよう頑張って参ります。応援、よろしくお願いいたします。




　最後になってしまい恐縮ですが、謝辞を申し上げます。

　担当編集の平ひら井い啓けい祐すけ様、えっちで素敵なイラストを描いてくださった佐さ藤とうショウジ様、そして、校閲担当の安あん藤どう様、デザイナーの伸童舎・シイバミツヲ様、ありがとうございます。

　そして、全ての関係者の方にお礼申し上げます。原稿を書いた頃には考えもしなかったほど、大勢の力を借りて、本著を世に送りだすことが出来ました。ただ、ただ、感謝と感動でいっぱいです。

　では、再び読者の皆様と会えることを願い、うー！　ぱー！（締めの挨拶）
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うーぱー

学生時代に飼っていたわんわんです。

猫に育てられたので自分のことを猫だと思い込んでいた節があります。

この子は単なる雑種ですが、本作中に登場するわんわんのモデルです。

[image: ]




イラスト／佐さ藤とうショウジ

月刊ドラゴンエイジにて『トリアージＸ』を連載中。『学園黙示録 HIGHSCHOOL OF THE DEAD』（原作：佐藤大輔）はシリーズ累計３００万部の大ヒットとなる。本作にて初めてノベルの挿絵を担当する。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「うーぱー先生」係

「佐藤ショウジ先生」係











初出




本書は第24回電撃小説大賞で《大賞》を受賞した『タタの魔法使い』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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タタの魔ま法ほう使つかい








うーぱー





電撃文庫





2018年2月10日　発行





ver.002





©UPER 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『タタの魔法使い』

2018年2月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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